
科目名付クラス名 産業数学研究

科目キー 360101A010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 勝弘

年度

授業概要 本研究では産業界に実在する種々のシステムの挙動を予測・評価するため，数理的な解析能力を養い，工学的な

物の見方と理解を深めることを目標としている。研究テーマとしては，主に流体過渡現象，超高速液体噴流，流体中

の物体振動，交通の流れに関する諸問題を取り上げ，実験・観測と併行して，モデルの構成，理論解析，数値解

析，データ処理，最適化などの手法を吟味，検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 1/668 ページ



科目名付クラス名 熱流体科学研究

科目キー 360101A011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 内藤 健

年度

授業概要 熱流体科学特論と熱流体科学演習の内容を踏まえ、具体的な研究課題を与えて実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 2/668 ページ



科目名付クラス名 流体工学研究

科目キー 360101A022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大田 英輔 山本 孝正

年度

授業概要 流体工学にあらわれる力学的諸現象の解明や再確認を，基本的な実験，解析研究を通じておこなう。主として気

体や液体および気液二相流体の高速流動に関わる熱流体物理的現象，さらに発生する振動や騒音などを中心に

研究し，随時，流体機械・計測などへの応用を企てる。第１年度は文献研究を主とし，流体工学上の諸法則を正しく

理解し，実験方法などの基礎的な用意をしたうえで，第２年度における応用実験・解析へ発展する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 3/668 ページ



科目名付クラス名 流体工学研究

科目キー 360101A024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 太田 有

年度

授業概要 流体を媒体としてエネルギ変換を行う各種流体機械に発生する非定常現象，および空気力学的に発生する音響

波に関する実験的・数値的研究を行う。主として，軸流型や遠心型気体機械の複雑な内部流れ構造に関連する諸

現象を研究対象とするが，羽根車，翼など主要構成要素の力学的挙動・特性に関する基礎研究や，高速・非定常

データの統計的処理法に関する調査・検討もあわせて実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 4/668 ページ



科目名付クラス名 流体工学研究

科目キー 360101A025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉村 浩明

年度

授業概要 非線形力学系に現れる複雑な挙動の解明を行うための大域的な解析方法及び系の合理的設計法の確立が本研

究の目的である。特に，エネルギーを媒介として，系の構成要素間の相互作用とその伝達機構に注目し，その上

で，幾何学的な手法などの数理的な観点から系を支配する力学的構造を組織的に把握する．また，そのために必

要となるモデリングと解析・設計方法に関する総合的な研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 5/668 ページ



科目名付クラス名 内燃機関研究

科目キー 360101A031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大聖 泰弘

年度

授業概要 本研究は機械工学の各分野の技術がＳｙｓｔｅｍａｔｉｃに総合された内燃機関を対象とし，先端的なテーマを選んで

実験の計画，実施とその解析，シミュレーション等を行わせ，この分野での高度技術者としての能力を養成すること

を目標とする。例えば，燃焼現象に関連する基礎的研究のほか，性能，低公害性，燃料経済性を考慮した機関の最

適化，次世代機関・燃料，機関・モーターによるハイブリッドシステム等を研究テーマとする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 6/668 ページ



科目名付クラス名 熱工学研究

科目キー 360101A032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也

年度

授業概要 「資源と環境の制約」は21世紀の大きな課題であり、その解決のための循環型社会の構築はわが国ばかりでなく、

世界各国の大きな目標になっている。循環型社会で目標とするところは、「人間の生命・健康」と「生態系の健全

性」、「将来世代の生活・生産基盤（資源・エネルギー）」の維持・保全・確保であり、こうした状況にあって、我々の生

活を支える工業製品にも、そのライフサイクルにわたっての環境配慮を意図したデザインが求められている。

本研究指導では、学生それぞれの研究課題に合わせて、循環型社会の構築に資するための環境配慮デザインの

あり方や評価手法の開発等について指導を行う。

シラバス

副題

教科書 配付資料

参考文献

評価方法 課題レポート（作品等を含む）、プレゼンテーション、ディスカッション、平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 7/668 ページ



科目名付クラス名 熱工学研究

科目キー 360101A033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝田 正文

年度

授業概要 伝熱工学はエネルギー変換機器の設計と密接に関連してきた。現在，省資源，省エネルギが叫ばれる中，変換技

術の多様化が進んでいる。すなわち，原子炉，太陽熱等の新しい変換系の開発，そして廃熱の再利用，コンバイン

ドサイクル等，従来システムの改良である。これらの多様化に答えるべく，新しい伝熱の知識が要求され，進展中の

学問体系である。

本研究では，今後より広いそして厳しい条件下で使用される可能性の高いエネルギー変換機器の伝熱問題から

先端的なテーマを取り上げ，一人の学生がテーマの構成から研究のまとめまで一貫担当して行うことにより，熱工学

の高級技術者，研究技術者の養成を目標とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 8/668 ページ



科目名付クラス名 熱エネルギー変換工学研究

科目キー 360101A037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 草鹿 仁

年度

授業概要 現代の環境問題の多くは燃焼に起因するものであり，近年では種々の環境汚染化学物質が注目されている．今後

は，このような環境汚染化学物質の生成・分解過程の解明に対する要求はより一層高まるものと考えられる．この

ような状況をふまえ，主に内燃機関，エンジンシステムを対象に化学反応により支配される燃焼現象及び有害排出

物質の生成・分解過程を扱う．さらに次世代のエネルギー変換システムである燃料電池とそれを応用したエンジンシ

ステムについて研究する．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

草鹿 仁 (kusaka@mse.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 9/668 ページ



科目名付クラス名 構造振動研究

科目キー 360101A041

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山川 宏

年度

授業概要 各種の動的な荷重下にさらされている幾何学的および材質的に複雑な機械構造物に対し，その設計の合理化を

はかろうとする場合，エネルギ原理に主として立脚した離散的な解析法の使用と，評価関数の向上を目的とした最

適化手法などの併用は，汎用性のある統一的な設計手法として有効なものと考えられる。

本研究ではそのような認識の上に，基礎概念から出発した研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 10/668 ページ



科目名付クラス名 構造設計研究

科目キー 360101A042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宮下 朋之

年度

授業概要 動的環境下に置かれた複雑な人工物である機械構造物は，その目的を達成するために，設計工程において，多く

の情報の解析や分析がなされ，仕様が決定されていく．ここでは，有限要素法などの解析法や最適設計法などの汎

用性のある設計支援法が利用され，ＣＡＤ／ＣＡＥ／ＣＡＭなどに関連した情報技術の利用が不可欠である．本研究

では，そのような認識のもとに，特に設計初期段階における設計支援法において，数値的・実験的な研究を展開し，

ＣＡＤ／ＣＡＥなどに関連した情報技術の実際的な利用法についても検討する

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 11/668 ページ



科目名付クラス名 設計工学研究

科目キー 360101A045

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 林 洋次

年度

授業概要 設計工学の基礎分野を追求するために，機械設計を取り上げ，ねじなどの締結要素，軸受などの運動支持要素，

歯車などの動力伝達要素，シールなどの密封要素など，主要な機械要素の力学的特性を明らかにする。連続体の

力学によって理論的に解明し，その理論を実験によって検証することによって，解析的取扱いを確立する。また，設

計工学の基礎分野におけるこれらの成果を実現化する際に設計管理などの設計システムとしての取扱いの構築が

重要であることから，設計工学の体系化についても論究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 12/668 ページ



科目名付クラス名 材料力学研究

科目キー 360101A047

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 川田 宏之

年度

授業概要 機械構造材料の変形と強度に関する力学的問題の解明を行う。主として，先進複合材料の破壊現象を取り上げ，

種々の力学的条件や環境条件下で発生する破壊現象の力学的評価とメカニズム解明のため実験的・数値的解析

的研究を行う。さらに，材料の強度評価法を基礎とした合理的な複合材料の設計法の提案，信頼性に対する高度な

工学的要求を満足するため複合材料の利用法の新たな展開を目標とした基礎研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 13/668 ページ



科目名付クラス名 トライボロジー研究

科目キー 360101A048

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 富岡 淳

年度

授業概要 トライボロジーにおける諸問題の解決に関連した研究を行う。主な研究テーマは，非ニュートン流体で潤滑された

滑り軸受のトライボロジー，エンジンのトライボロジー，生体のトライボロジー，医療機械のトライボロジーなどであ

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 14/668 ページ



科目名付クラス名 材料力学研究

科目キー 360101A049

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅川 基男

年度

授業概要 自動車，高速鉄道，航空宇宙，メカトロニクス等の機械システムは，一層の高機能・高性能を追求しながら，その

部材の軽量化・強靱化を狙う方向に大きく流れている。そこで設計・開発に携わる機械技術者は材料の力学を駆使

した最適設計能力は勿論のこと，同時に自ら・機能・強度にマッチングした材料開発能力も強く求められている。そこ

で力学系では，弾性・破損・塑性・破壊を理論・実験的に思考し，さらに金属材料を主体に強靱機構の仕組（転位強

化，固溶・折出強化，結晶微細強化）を熱処理・加工技術を含め多面的に考察し，基礎学力に基づいた解

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 15/668 ページ



科目名付クラス名 精密工学研究

科目キー 360101A051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅野 重樹 谷江 和雄

年度

授業概要 人間に合わせることのできる機械の設計，制御の具体的方法論について研究してゆく。この方法論は，産業用機

械のみならず家電製品にまで適用可能であり，その効用として，作業において人間特有の巧みさが発揮できる工作

機械，家庭で人間の補助をするパーソナルロボット，といった新しい知能機械の誕生が期待できる。さらに，機械に

おける心（知・情・意の総体）の発生の探究を通して，人間と機械との新なるコミュニケーションレベルの創出を図る。

（研究上のキーワード）

バイオメカニズム，機械心理学，人間共存ロボット，知的生産システム，シナジカルシステム

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 16/668 ページ



科目名付クラス名 精密工学研究

科目キー 360101A052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 川本 広行

年度

授業概要 情報精密機器は，21世紀の社会に特徴的なマルチメディアの基盤となるハードウェアであり，なかでもカラープリンタ

などの画像形成装置は，視覚を介して情報を伝達するための重要な機器である．これらの機器は，電磁力や流体

力を利用してトナーや液滴などの微粒子の運動や相変化を高速･高精度に制御する技術を基盤としており，電磁粒

体力学，換言すれば，"電磁力や流体力による粒体輸送の精密制御に関する研究"とでも称すべき学際的な研究を

行う．具体的には，電磁力や流体力の作用する(非平衡変化を伴う)粒体･液滴のダイナミクスとその微細制御，精密

機器の非線形振動等に関する研究などを行う。またこれを、マイクロ成形，マイクロマシン，生体科学、宇宙技術な

どへも展開する．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

川本 広行 (kawa@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 17/668 ページ



科目名付クラス名 材料設計研究

科目キー 360101A061

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 三輪 敬之

年度

授業概要 機械は構成材料から組立られ所定の機能を発揮する。したがって，その構成材料も機械の機能に適合するように

設計選定されねばならない。生命情報システム的な観点から，材料を合理的に設計する方法について研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 18/668 ページ



科目名付クラス名 プロセス工学研究

科目キー 360101A073

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 河合 素直

年度

授業概要 近年制御系はますます巨大化・複雑化するに至り，系を一つのシステムとして捉えることが重要な課題となってき

た。本研究では，制御系を構成しているプロセスの特性を，そのダイナミクスをも含めた形で，広義回路論的視点を

もとに捉え，これをもとに系の力学的挙動を明らかにし，さらに制御系の設計を容易にする事を目的とする。これは，

さらに系の合理的な設計あるいはある種の最適制御へと展開することをも意図している。現在の具体的な研究対象

としては，コージェネレーション・システムをはじめとする熱システムを取り上げている。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 19/668 ページ



科目名付クラス名 制御工学研究

科目キー 360101A074

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋詰 匠

年度

授業概要 エネルギー・動力システムを主対象として，「計測・制御系」を核とするシステムの解析・設計法を追求する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 20/668 ページ



科目名付クラス名 制御工学研究

科目キー 360101A075

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武藤 寛

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

武藤 寛 (hmutoh@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 21/668 ページ



科目名付クラス名 生物制御研究

科目キー 360101A076

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫

年度

授業概要 「ロボットにとって究極のお手本は人間（生物）である」を基礎においた人間形ロボット「ヒューマノイド」の設計論，制

御手法および，その応用技術の確立を目指し，機械モデルを伴った実証的研究を進める。 現在の研究テーマは，

主として人間の脳を中心とする中枢神経系と心理機能（認知・感情）および運動機能との関係性に着目しており，2

足ヒューマノイドロボット，2足ロコモータ，人間形上半身ロボット，咀嚼ロボット，顎関節障害者用開閉口訓練ロボッ

ト，頸部血流計測ロボット，臓器機械シミュレータ，フルート演奏ロボットおよびラット形ロボットの開発などがある。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点・( )

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 22/668 ページ



科目名付クラス名 生物制御研究

科目キー 360101A077

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生

年度

授業概要 主として生体の血液循環系にかかわる機能を機械工学的観点からシステム的にとらえ，その挙動の本質を明確

化する。さらに，その過程で得られた知見をもとに関連技術を駆使して，人工臓器開発等の応用研究を進める。研

究推進上必要とされる医学，生理学，生物学に関しては工学をベースにそれらを理解，解釈するための最低限の学

習を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

梅津 光生 (umezu@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 23/668 ページ



科目名付クラス名 塑性工学研究

科目キー 360101A082

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本村 貢

年度

授業概要 物をつくることが人間であり，その１つの工学が塑性工学であるという視点から，物体変形の力学的解析，塑性工

学に関連する機械，システム，プロセスの開発のハードとソフトを研究する。

具体的には，急冷凝固加工システム，多ロール圧延加工，エキスパートシステム，先端加工技術，リサイクル加工

技術，表面微細加工などについての研究を進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 24/668 ページ



科目名付クラス名 生物制御工学研究

科目キー 360101A083

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 杉本 旭

年度

授業概要 人間型ロボット「ヒューマノイド」の研究は、異なる方法で人間と同じ機能を実現するものである。ヒューマノイドと人間

の共存は、互いの長短を補完しあって極めて強力な関係を実現する．人間は、複雑・高度の生命維持システムを持

ち、さらに広く医療・救難等危険に対処するために社会システムが強固に構成されている．ロボットが人間の生命尊

重にさらに重要な役割を担うと共に、ロボットの生命管理が人間によって検討されなければならない．ロボットと人間

とが、それぞれの特徴を生かし、共存するための多様な条件について学ぶ．既に検討された代表的な文献を取り上

げ、ロボットの生態系の観点、安全システムの観点から討論しつつ学習する．

シラバス １． 人間の脳・神経とコンピュータ

２． 人間の運動系（筋肉）とアクチュエータ

３． 人間とロボットの歩行とリスク評価

４． 人間とロボットの安全制御の特徴と自己保存システム

５． 人間・ロボットシステムと独立防御層（ＩＰＬ）

６． ロボットを受け入れる社会システム

副題

教科書 特に教科書を用いない．プリントを作成して使用する．

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考 ロボットは人間と共に行動すれば、単なる工学的手段でなく、生態としての特性が顕著となる．ロボットを工学的立場

と生体的立場の両方で理解を求める．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 25/668 ページ



科目名付クラス名 医療福祉工学研究

科目キー 360101A086

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤江 正克

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

藤江 正克 (mgfujie@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 26/668 ページ



科目名付クラス名 機械システム制御工学研究

科目キー 360101A087

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 齋藤 潔

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

斎藤 潔 (saito@kawai.mech.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 27/668 ページ



科目名付クラス名 動力・エネルギー工学研究

科目キー 360101A088

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 天野 嘉春

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 28/668 ページ



科目名付クラス名 航空構造工学研究

科目キー 360101A090

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸田 勧

年度

授業概要 航空宇宙構造物の軽量化と信頼性・安全性向上を目標として、構造様式と材料、構造不安定現象と振動特性、作

用荷重等の力学的環境の予測、評価方法について研究する。

シラバス 研究課題抽出

現状解析

研究課題決定

月例報告

レポート

副題

教科書 AIAA Electronic Library

ASME Applied Mechanics Review

参考文献

評価方法 レーポート、論文

備考 航空宇宙構造物への興味があること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 29/668 ページ



科目名付クラス名 システム論研究（旧専攻）

科目キー 360102B037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 真吾

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 30/668 ページ



科目名付クラス名 建築計画研究

科目キー 360105E020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 修武

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 31/668 ページ



科目名付クラス名 建築計画研究

科目キー 360105E021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 古谷 誠章

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 32/668 ページ



科目名付クラス名 建築計画研究

科目キー 360105E022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 入江 正之

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 33/668 ページ



科目名付クラス名 建築計画研究

科目キー 360105E023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡辺 仁史

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 34/668 ページ



科目名付クラス名 建築防災研究 （旧専攻）

科目キー 360105E054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷見 雄二

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 35/668 ページ



科目名付クラス名 建築材料及施工研究

科目キー 360105E063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 幸夫

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 36/668 ページ



科目名付クラス名 素材工学研究

科目キー 360108H010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 不破 章雄

年度

授業概要 金属をはじめとする多数の素材は各種の天然の原料から化学的な手法を用いて製造されている。これらのなか

で，金属精錬は種々の化学的な手法により硫化物や酸化物である鉱石を還元し，金属を元素として製造することの

総称である。これらの金属精錬をはじめとして，熱化力蒸着反応等による化学的な素材製造における諸工程の解析

を熱力学的，反応速度や移動速度論的な観点から研究し，現在の製造工程の改善や新しい製造方法の開発の基

礎となる知見を得ることを目指している。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 37/668 ページ



科目名付クラス名 高温物理化学研究

科目キー 360108H012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

授業概要 -

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 38/668 ページ



科目名付クラス名 材料損傷破壊学研究

科目キー 360108H032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀部 進

年度

授業概要 固体材料（金属，セラミックスおよび複合材料）の静荷重下や繰返し荷重下における損傷累積過程（疲労現象）を

力学的ならびに組織学的観点から調べ，その基本機構解明に関する研究を行う。金属系材料に関しては，各種強

化組織因子と荷重繰返し過程で形成される転位組織の関係の体系的解明，疲労き裂発生を導く変形の局在化過

程の究明などを行っており，またセラミックス系材料に関しては，結晶構造や粒界構造に着目しながら疲労現象の

基本メカニズム解明を目指し，また相変態や擬弾性と疲労損傷の関係などの研究を進めている。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

堀部 進 (horibe@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 39/668 ページ



科目名付クラス名 固体物理研究

科目キー 360108H040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 合金および酸化物での構造相転移の特徴を回折結晶学的手法を用いて調べるとともに，構造相転移ならびに関

係する物性の物理的起源を格子振動，固体電子論ならびに統計力学等の基礎学問に基づき理論的に検討する。

現在進めている主な研究テーマは以下のとおりである。

１） 合金ならびに酸化物での変調構造とその起源

２） 合金ならびに酸化物での構造相転移の特徴

３） 酸化物超伝導体および関連物質での構造相転移と物性

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 40/668 ページ



科目名付クラス名 物質の数理構造研究

科目キー 360108H053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 韶彦

年度

授業概要 各種欠陥をもった結晶の構造について，主として位相数学の立場から検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 41/668 ページ



科目名付クラス名 量子材料学研究

科目キー 360108H055

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 物質の有する電子状態を理論計算により明らかにする事により，その物質固有の個性を電子論的に解明し，対象

系の属する物質群の電子構造の特徴を理論的に抽出・体系化する事を目的とする。対象物質群としては物理・化

学・生物にまたがる領域に拡張し，同物質群における電子論の確立とその体系化を踏まえながら，『理論計算によ

る物質設計』を目指した研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 42/668 ページ



科目名付クラス名 凝固工学研究

科目キー 360108H061

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄 宮澤 信太郎

年度

授業概要 金属の凝固に関する基礎から応用までを幅広く，固液界面エネルギーの凝固組織への影響を中心として，固液界

面の形態との関連，組織の制御に関して詳述する。凝固の分野は近年，鋳造のみにとどまらず，複合材料半導体，

セラミックス，機能材料等への応用が進展している。そこで凝固に関連する基礎から応用までの幅広い研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 43/668 ページ



科目名付クラス名 数理材料設計学研究

科目キー 360108H082

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 齊藤 良行

年度

授業概要 材料の組織形成過程に関して，理論・シミュレーション両面から検討を行う。特に組織形成の数理的側面に力点を

置いた研究を行う。たとえば以下の項目がある。

１ 非線形拡散方程式とその応用

２ 固相→固相変態の動力学，とくに相分離

３ 物質科学におけるカオス

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 44/668 ページ



科目名付クラス名 電子材料学研究

科目キー 360108H083

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 電子材料は，各種産業分野から基礎学問分野まで広く取り扱われている材料である。

各種電子材料の作製・高品質化，各種評価法による解析などを通じて将来を担う電子材料の開発や制御に関す

る研究を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 45/668 ページ



科目名付クラス名 環境材料学研究

科目キー 360108H084

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

授業概要 材料に関する総合的理解を踏まえ，電気化学（平衡論，速度論，化学量論，移動論など）の立場から，以下の様な

研究を意図する。

・腐食の局所化条件

・ステンレス鋼の局部腐食

・微量元素の役割

・材料や環境の不均一性の影響

・表面皮膜の工学的解明とその利用

・微小腐食損傷の検出と進展速度の評価

・寿命予測

・腐食環境評価

・高機能・多機能材料開発

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

酒井 潤一 (sakaijun@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 46/668 ページ



科目名付クラス名 複合材料学研究

科目キー 360108H085

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

授業概要 金属系およびセラミックス系複合材料の機械的特性や、変形・破壊挙動は金属組織、セラミックスの組織、教科繊維

とマトリックスとの界面組織、強化繊維の２次元あるいは３次元的構造、さらに環境、温度に大きく影響を受ける。複

合材料の特性向上や新材料の開発に役立てるため、代表的なアルミニュウム合金、チタン合金およびSiC基複合材

料の高温における変形挙動や破壊機構に及ぼす繊維／マトリックス界面組織などの影響について研究指導する。

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 47/668 ページ



科目名付クラス名 凝縮系の理論物理研究

科目キー 360108H086

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 多様な物質の状態について、現代物理学の視点から理論的研究を行う。理論の道具立てとしては、量子力学、場

の量子論、熱力学、統計力学、電磁気学が主なものであるが、これらの道具を総合的に駆使し、自然・対象とする物

質の本質に迫ることが目標である。特に、微視的世界で重要な量子論効果に重点を置いて研究を進める。日々進

展している微視的工作に基づく実験結果の中からテーマを見出し、理論的に解明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 48/668 ページ



科目名付クラス名 材料組織学研究

科目キー 360108H087

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉田 誠

年度

授業概要 -

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 49/668 ページ



科目名付クラス名 計算物質科学研究

科目キー 360108H088

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 知之

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 50/668 ページ



科目名付クラス名 移動速度論特論

科目キー 360108H211

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 不破 章雄

年度

授業概要 資源処理、金属製錬、リサイクル、廃棄物処理等の工学的分離プロセスの基礎を成す物理化学的原理とその応用

について講義する。応用面は湿式及び乾式製錬、金属リサイクル等の現行プロセスから事例を選んで解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 51/668 ページ



科目名付クラス名 高温物理化学特論

科目キー 360108H231

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

授業概要 材料科学において重要な移動現象論すなわち，拡散現象，流体力学，化学反応速度論の各々について，熱力学を

念頭におきつつ解説し，最後に非平衡熱力学を用いて全体を概観する。

シラバス (1)移動現象のアナロジー

(2)現象方程式

(3)多成分系の拡散

(4)流体中の拡散と物質移動

(5)ナビエ-ストークス方程式

(6)化学反応速度論

(7)不均一反応の解析

(8)反応拡散現象

副題

教科書 教科書：速度論，八千代出版，伊藤公久著

参考文献

評価方法 レポート・出席

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 52/668 ページ



科目名付クラス名 材料損傷破壊学特論

科目キー 360108H271

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀部 進

年度

授業概要 学部で修得した材料の強度や破壊に関する知識を基礎として工学的に重要な金属材料（一部セラミックスも含む）

の疲労とクリープの問題について講述し，機械構造材料に対する体系的理解を目指すとともに実際に金属やセラ

ミックスを柔軟に使用できる力を養う。

シラバス 1.疲労損傷

・一方向負荷と繰返し負荷

・疲労損傷の理論

・変形の局在化

・疲労き裂の発生と伝播

・疲労損傷と強化組織の関係

2.クリープ損傷

・高温における変形

・クリープ機構

・クリープ破壊

副題

教科書 教科書：プリントを配布

参考書：M. Klesnil， P. Lukas 著(荒木，堀部訳)「金属疲労の力学と組織学」養賢堂

参考文献

評価方法 レポート 、出席

備考 材料の強度と破壊に関する基礎的な知識を持っている人の受講が望ましいが，そうでなくてもこの分野に大いに興味

があれば差し支えない。

【担当教員連絡先等】

堀部 進 (horibe@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 相転移特論

科目キー 360108H280

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 本講義では、固体に存在する相転移の中で、結晶構造の変化、特に高対称晶相の対称操作の消失によって特徴

付けられる構造相転移を取上げ、群論の既約表現論に基づいた、これら相転移の理論的な取り扱いについて解説

する。具体的には、まず結晶学の基礎、既約表現論における可約表現や既約表現等の基礎概念、既約表現論に基

づく相転移の統計力学、すなわちランダウ理論について､さらに相転移での結晶構造変化に関係する原子変位の理

解のため、既約表現論により固体中での格子振動をどのように決定するかについて解説する。

シラバス １．固体の結晶構造・・・結晶学の基礎

1.1 結晶とは

1.2 空間格子

1.3 結晶点群と空間群

２．結晶における対称操作群の既約表現

2.1 群とは

2.2 対称操作群の既約表現

2.3 固体の電子状態と既約表現

３．固体の構造相転移と既約表現論の応用

3.1 固体における構造相転移の概要

3.2 ランダウ理論

3.3 ランダウ理論を用いた構造相転移の解析例

3.4 既約表現論による格子振動の解析

副題

教科書

参考文献 １．「群論入門」小野寺嘉孝著、裳華房

２．「応用群論」犬井鉄郎、田辺行人、小野寺嘉孝著、裳華房

３．「統計物理学（下）」ランダウ、リフシッツ著、岩波書店

評価方法 出席点とレポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料表面評価法特論

科目キー 360108H315

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 靖秀

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 凝固工学特論

科目キー 360108H331

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

授業概要 学部での講義，凝固工学を基礎として，固液界面エネルギーを導入した凝固理論を講義する。特に，凝固組織の形

成過程とその制御に関し，共晶合金系を中心として，OHP による講義を行う。

シラバス 1.界面エネルギーの基礎

2.化学反応を伴う濡れ

3.共晶凝固理論(凝固工学を持参のこと)

4.Fe-C 共晶系の凝固

5.Al-Si 共晶系の凝固

6.SiO-AlO 共晶系の凝固

7.Ni-W 共晶系の凝固

8.鋳造を界面エネルギーから見直す

9.Fe-C 系の核生成問題

10.固液界面での粒子の挙動

金属基複合材料のうち，粒子分散型材料の取扱いの基礎を論じる。これらの問題は金属材料中の非金属介在

物の制御にもつながる問題であり，凝固理論の一貫として取扱う。

副題

教科書 中江秀雄：凝固工学，アグネ

参考文献

評価方法 課題レポート

備考 講義を通じて，組織の形の決定に寄与している因子は何か，またこれらの因子を如何して推論し，これを証明するか

という手法を理解させる。研究に対する一つの物の考え方を凝固現象から解説する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理材料設計学特論

科目キー 360108H360

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 齊藤 良行

年度

授業概要 材料の特性・特に構造材料の特性は組織に依存することが大である。高機能材料を能率的に設計するためには組

織形成過程についての深い理解が必要である。本講義では材料設計の基礎理論を紹介する。具体的には核形成

理論，拡散成長理論，界面移動の dynamics に関して数理物理的な見地から解説する。

シラバス 1.材料設計に用いられる偏微分方程式

2.拡散方程式とその応用

2.1 Fokker-Planck 方程式

古典的核形成理論

2.2 連続体モデル

・非古典的核形成理論

・保存系の界面の動力学

一般化された拡散方程式

2.3 析出物の核形成・成長

3.コンピュータシミュレーション法

3.1 モンテカルロ法

3.2 Phase field法

3.3 組織形成のコンピュータシミュレーション

副題

教科書 Y. Saito，"Computational Materials Design"， Springer(1999)

齊藤良行「組織形成と拡散方程式」，コロナ社(2000)

Z.H. Barber Ed.: Introduction to Materials Modelling, MANEY Publishing,(2004)

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・(レポート，出席 )

備考 熱力学，統計力学および物理数学の基礎知識を持っている人が望ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料解析学

科目キー 360108H380

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宮澤 信太郎

年度

授業概要 光通信技術に代表されるオプトエレクトロニクス素子に不可欠となっている酸化物誘電体光学単結晶の多様性に

ついて概説する．本学科では「光」に関する講議は他にないので，光学の基礎的実験を混じえて，単結晶はレーザ

光を制御する「場」と捉えて議論を進める．光デバイス（光機能素子）の特性向上には，それらに用いられる種々の

基本材料の形態（バルク，薄膜），作製工程，などを通しての解析が重要で，最新ニュースを含めて光機能素子特性

における材料解析についても概説する．

シラバス 本講議では，酸化物誘電体結晶材料が持つ「光と結晶の相互作用」機能に焦点を当てて，光機能について学ぶ；

? オプトエレクトロニクスとは；紫外からTHz帯と結晶

? 酸化物光学結晶の機能；結晶内の光の伝播，光と化粧の相互作用，結晶構造と機能

? 光通信を支える光学結晶；光非相反，光変調と単結晶

? 光の波長を変換する光非線形結晶；その最前線

? 結晶の化学量論；組成制御と解析

? 青色/白色発光ダイオード；半導体と誘電体の融合

? 単結晶と透明セラミックス；固体レーザに向けて

? その他トピックス

副題 オプト結晶材料特論

教科書 ・「光学結晶」，宮澤信太郎著（培風館，1996）

（適時資料配布）

参考文献 ・「分極反転デバイスの基礎と応用」，宮澤・栗村監修（オプトロニクス社，2005）

・「先端デバイス材料ハンドブック」（オーム社，1993）

・「結晶工学の基礎」，小川智哉著（裳華房，1998）

評価方法 定期試験および出席点

備考 学部３年生以上（含む大学院生）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 量子材料学特論

科目キー 360108H390

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 物質の持つ電子物性を理論的に解明する事を目的とする。特に物質の有する電子論的個性が如何にその物質固

有の電子物性となって現れるかを対象系の電子構造まで遡り，第一原理的に理論考察する。

シラバス 物質が有する電子物性を理論的に理解するには次の三つの主題を解明しなければならない。(1)Fermi 面近くの電

子構造を決定し，状態密度を算出する。続いて(2)起こり得る全ての散乱機構を検討した後，(3)ボルツマン輸送方程

式を解き，種々の輸送定数を算出する。これら一つ一つの主題はそれ自身物性物理での大きな課題である。しかし

ながら最も重要な事は，これら三つの主題が，互いに密接に結びついていることである。これら主題の結びつきに焦

点を置いて講義を行う事により，物質固有の電子物性の出現の理論的背景の基礎を学ぶ。

副題

教科書 電気伝導の基礎と材料 裳華房

参考文献

評価方法 レポート，口頭試問

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電子材料学特論

科目キー 360108H391

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 電子材料の作製，評価において，今日注目されている最先端技術について講義する。材料を原子オーダーで制御

すると発現する現象や，物質の最表面の現象などについて，最新の話題を交えながら説明する。

シラバス (1)各種電子材料

(2)電子材料の作製方法

(3)微細構造における新規物性

(4)微細構造の作製法

(5)電子材料の評価

(6)表面とバルク

(7)表面の評価技術

(8)表面における微細構造の作製と評価

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート，出席，発表会

備考 材料工学系に限らず，広くいろいろな専門分野の学生の受講可能。結晶工学・半導体工学等の基礎知識を有してい

ることが好ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境材料学特論

科目キー 360108H392

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

授業概要 材料の耐食性(さびる性質，寿命など)は材料固有の性質ではない。耐食性は材料とそれが使われる環境の相互作

用であり，材料の特性と環境の特性が腐食現象を支配する。防食は環境材料学の工学的目標の第一である。材料

特性，環境特性の捉え方を学び，耐食材料の開発指針，使用方法，防食設計の考え方などを総合的に理解するこ

とを目的とする。

シラバス (1)環境材料とは：電気化学を背景として，環境材料学の位置づけ。

(2)腐食形態：化学的作用に加え，機械的作用，設計要因，材料要因などによる複合現象。

(3)材料：材料特性，経時変化・劣化。

(4)環境：各種環境の特徴，酸化剤，促進剤，抑制剤，複合作用。

(5)設計・診断：材料選定，防食設計，試験・評価，対策

(6)ケーススタディ：具体的事例解析学習による総合的理解

副題

教科書 プリント配布

教科書；腐食防食協会編

｢材料環境学入門｣、丸善（株）

参考書；腐食防食協会編

｢金属の腐食･防食Q&A-コロージョン110番｣

｢金属の腐食･防食Q&A-電気化学入門編｣

参考文献

評価方法 教場試験・レポート（作品を含む）・平常点・(レポート，出席 )

備考 【担当教員連絡先等】

酒井 潤一 (sakaijun@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 複合材料学特論

科目キー 360108H393

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

授業概要 近年従来の材料に比べて高比強度の材料として､複合材料を使用して部品を軽量化して、環境に優しいものつくり

が期待されている。ここでは物質開発工学科の学部２年の材料力学を基本として､複合材料内部に負荷が加わった

時の応力状態について詳細に解析する。すなわち複合材料に含まれるセラミックなどの強化材が受け持つ力学的

な状態や、その周囲における応力の集中、欠陥の周囲における力学的性質について解説する。

シラバス (1)授業の進め方は学生の理解度に応じて調整する。

１．複合則

２．繊維およびその周囲の応力状態

３．粒子分散強化合金の強化機構

４．破壊のメカニズム（引張り､疲労、クリープ、熱疲労等）

他

副題

教科書 「金属基複合材料入門」西田 義則著等

参考文献

評価方法 定期試験

備考 物質開発工学科２年の材料の材料力学に続く内容なので､良く復習をしておくこと。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 凝縮系の理論物理特論

科目キー 360108H402

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 多体量子系の基礎理論である場の量子論の入門講義を行う。物性物理、特に凝縮系への適用を念頭に置く。

受講には、量子力学の知識（学部の講義で半期ないしは通年程度）を必須とする。

シラバス （１）一体量子力学復習、同種多体系の量子力学、抽象表現

（２）多体量子力学における近似法

（３）多体量子力学と同等な場の量子論の導出

（４）自由場の量子論

（５）相互作用のある場の量子論、相互作用表示

（６）ファインマン図法

（７）超流動模型

副題

教科書 『物性研究者のための場の量子論 １』 高橋 康著（培風館）

参考文献

評価方法 平常点、課題レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料のリスク学特論

科目キー 360108H404

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石毛 健吾 木原 重光 野中 勇

富士 彰夫 中川 精和

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 計算物質科学特論

科目キー 360108H410

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 知之

年度

授業概要 計算科学的手法による機能性材料の諸物性の予測及び解析を行う．主として分子動力学法と電子状態計算法を用

いる．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

山本 知之 (tymmt@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 65/668 ページ



科目名付クラス名 材料加工プロセス学特論

科目キー 360108H411

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 林 宏爾

年度

授業概要 大学院では、学部と異なり、研究成果を挙げることが重要である。本講では、粉体プロセス工学分野の各種の研究

成果が得られた過程を概説する。

シラバス １． 研究の方法論

２． 粉体の焼結緻密化停滞の機構

３． サーメットの核/縁組織の形成機構

４． 熱電材料の核/縁組織の非消滅の機構

５． 粒子分散強化型材料の粒成長シミュレーション

６． 粒子分散強化型材料の粒成長抑制機構

７． 窒素含有焼結体の表面変質層形成機構

８． 硬質材料の破壊機構

９． 硬質材料の破壊靭性推定法

10. 新規材料の作製

副題

教科書

参考文献

評価方法 教場試験

備考 状態図、拡散、物理化学、強度論などの知識が必要。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 結晶成長制御プロセス学

科目キー 360108H412

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宮澤 信太郎

年度

授業概要 現在、多くのマイクロエレクトロニクス素子や光機能素子にはもっぱら単結晶が用いられており、その品質は結晶

成長過程で左右される。金属学工学における「凝固（鋳造）」過程は多結晶体であるが、単結晶成長と共通している

基本は融体からの固化現象である。単結晶育成は気体、液体、固体の３状態のいずれからも行われるが、この固

化プロセスは熱輸送と物質輸送を制御することになる。

本講義ではこの固化現象を結晶育成の観点から概説して、良質な単結晶を得るに必要な単結晶成長プロセスに

ついて実例を含めて議論する。

シラバス 薄膜結晶成長にも共通する結晶成長（固化）メカニズムを主に、各種単結晶の実物を回覧し、以下の項目につい

て議論していく；

(１) 結晶育成法と合成プロセスの選択

(２) 溶融液からの結晶成長の諸現象

(３) 結晶成長のミクロな描像（核発生と核の成長）

(４) 固化現象時の偏析現象

(５) 固相-液相界面のダイナミクス

(６) 結晶成長と化学量論的組成の制御

(６) グラフォエピタキシーと基板結晶

(７) その他トピックス

副題

教科書 ・「メルト成長のダイナミクス」，宮澤信太郎 編著（共立出版，20022~）

（適時、資料配付予定）

参考文献 理論的扱いから実際までの総合的教科書として以下を推薦する；

・「シリーズ：結晶成長のダイナミクス?全７巻?」

西永、宮澤、佐藤 編著（共立出版社、2002~）

・「結晶ー成長・形・完全生」，砂川一郎著（共立出版，2003）

・結晶成長ハンドブック（共立出版社 1995）

評価方法 定期試験と出席点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 新構造材料

科目キー 360108H504

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀部 進 香川 豊 中村 森彦

牧野 彰宏

年度

授業概要 近年、機械構造物に対して高度な特性が要求され、金属材料以外にも様々な新しい構造材料の研究開発が進め

られている。本講義では、その中で特に重要な金属間化合物、セラミックス、アモルファス材料、複合材料について

講述する。

「金属間化合物」では、その特徴と特性、問題点や研究開発の現状について解説する。「セラミックス」では、構造

用セラミックスの要件、セラミックスの構造と組織、強度と靭性の評価などについて講ずる。「アモルファス」は、アモ

ルファス材料、ナノ結晶合金などの非平衡材料についての講義であり、これら材料の作製法、性質および応用につ

いて概説する。「複合材料」は、異なる性質を持つ材料を人工的に複合化して目標とする特性を発現させる材料であ

る。本項目では、設計できる材料としての複合材料を理解し、競合材料との比較を通して新しい構造材料が実際に

用いられるまでに解決すべき問題点ならびにその解決方法を説明する。

シラバス (1)「金属間化合物」

1.金属間化合物の特徴

2.金属間化合物の特性

3.構造材料としての金属間化合物

4.まとめ

（中村）

(2)「セラミックス」

1.構造用セラミックスの要件

2.セラミックスの構造と組織

3.強度と靭性の評価

（堀部）

(3)「アモルファス」

非平衡相材料について歴史的に古いものから順（アモルファス材料、ナノ結晶、金属ガラス）に講義を進める。

（牧野）

(4)「複合材料」

1.複合材料が必要となった歴史的背景、材料科学としての位置付け

2.代表的な複合材料の力学特性の設計

3.複合材料学の材料学への応用方法、複合材料の応用と将来性

（香川）

副題

教科書 授業にてプリントを配布する。

参考書：「金属間化合物」（山口正治、馬越佑吉著）、日刊工業新聞社、昭和59年発行

その他の参考書は必要に応じて紹介する。

参考文献

評価方法 定期試験・平常点

備考 授業への出席を重視する。

【担当教員連絡先等】

堀部 進 (horibe@waseda.jp) 牧野 彰宏、中村 森彦、香川 豊、

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 鋳造・接合工学

科目キー 360108H506

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

授業概要 融体金属を用いる加工法の代表的なものに鋳造学と接合学（溶接，ろう付けを含む）がある。本講義ではこれら加

工技術を物理化学的な基礎に基づいて解説する。また工学とは何か，という概念にも言及する。これらの実学を通

じて，物の加工法の概念を解説する。

シラバス 「授業の概要とねらい」の項目を参照のこと。

副題

教科書 教科書：鋳造工学，中江著 産業図書

参考文献

評価方法 未定

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料の反応速度論

科目キー 360108H507

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 不破 章雄

年度

授業概要 均一系、不均一系反応における原子、分子レベルでの反応機構および反応速度について講義し、各々の特徴なら

びに反応速度解析手法について理解を深めることを目的とする。さらに代表的な解析演習を行う。また、反応容器

設計の手法についても均一系反応を中心に講義する。さらに不均一系反応の代表である固体-気体間反応につい

て詳しく述べる。

シラバス 次の順序で講義を行う予定であり、適宜、演習を行う

１ 概説

２ 均一系反応：反応機構、定常状態近似

３ 不均一系反応：触媒および非触媒反応機構、反応機構と物質異動の関連、気体-固体、気体-液体、液体-液体

反応

４ 反応の温度依存性：衝突理論、遷移状態理論（統計力学的ならびに熱力学的解釈）

５ 反応速度導出法：均一系（微分法、積分法）、不均一系（未反応核モデル）

６ 反応容器設計の基礎：均一系ならびに不均一系反応を対象とした反応容器解析（actor:Batch,Back-mix,Plug-

flow,Fixed-Bed)

副題

教科書 資料：講義ノートを配布する予定であり、これに基づく講義を行う

教科書：製錬工学：日本金属学会編

参考書：反応速度論：慶伊著（化学同人）

反応工学：橋本著（倍風館）、

反応工学：井本著（日刊工業新聞）

参考文献

評価方法 定期試験・レポート（作品を含む）・平常点

備考 演習、出席を加味して成績を評価する

【担当教員連絡先等】

不破 章雄 (akiofuwa@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 金属材料学

科目キー 360108H508

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 神尾 彰彦 大堀 紘一 三宅 淳司

年度

授業概要 実用物質材料のなかで最も多く生産され、使用されている金属材料について、材料科学の原理がどのように生かさ

れ応用されているかを講義し、鉄鋼、銅、アルミニウム、マグネシウム、チタン、ニッケル、その他の金属材料の種類

と特性・機能について概説し、さらに最新材料技術について紹介する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 詳細については、関連するURLからシラバスを確認してください。

関連ＵＲＬ: http://www2.sci.waseda.ac.jp/midas/SYLLABUS/ref_fr

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 素材工学演習Ａ

科目キー 360108H615

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 不破 章雄

年度

授業概要 素材製造工程の研究に，いわゆる，“移動速度論”や“化学反応工学”的な手法を用いて，工程の解析と改善を試み

る。これらは主としてコンピュータによるシミュレーションによって行われるが，要となる反応速度に関する情報は実

験により求める。現在は，熱化学蒸着反応の解析，塩化反応の解析，断熱膨張における凝縮の解析，亜鉛溶鉱炉

内解析，量子化学による反応速度論等を研究演習課題として行っている。また，これらの研究演習の成果は学会等

で発表する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 素材工学演習Ｂ

科目キー 360108H616

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 不破 章雄

年度

授業概要 素材製造工程の研究に，いわゆる，“移動速度論”や“化学反応工学”的な手法を用いて，工程の解析と改善を試み

る。これらは主としてコンピュータによるシミュレーションによって行われるが，要となる反応速度に関する情報は実

験により求める。現在は，熱化学蒸着反応の解析，塩化反応の解析，断熱膨張における凝縮の解析，亜鉛溶鉱炉

内解析，量子化学による反応速度論等を研究演習課題として行っている。また，これらの研究演習の成果は学会等

で発表する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 素材工学演習Ｃ

科目キー 360108H617

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 不破 章雄

年度

授業概要 素材工学における反応速度論や移動速度論ならびにシミュレーションの基礎等を教科書ならびに文献により学習す

るとともに，各種の素材製造プロセスの実際的な知識を習得する。従って，演習は教員の指導の下で各学生が自主

的に行い，適時，その成果を発表し，研究の計画や結果の評価のために役立てて，本演習の効果を上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 素材工学演習Ｄ

科目キー 360108H618

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 不破 章雄

年度

授業概要 素材工学における反応速度論や移動速度論ならびにシミュレーションの基礎等を教科書ならびに文献により学習す

るとともに，各種の素材製造プロセスの実際的な知識を習得する。従って，演習は教員の指導の下で各学生が自主

的に行い，適時，その成果を発表し，研究の計画や結果の評価のために役立てて，本演習の効果を上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 高温物理化学演習Ａ

科目キー 360108H632

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

授業概要 平衡熱力学における不均一平衡論，溶液論を用いて，材料プロセスの各分野における現象の解析法を演習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 76/668 ページ



科目名付クラス名 高温物理化学演習Ｂ

科目キー 360108H633

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

授業概要 平衡熱力学における不均一平衡論，溶液論を用いて，材料プロセスの各分野における現象の解析法を演習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 77/668 ページ



科目名付クラス名 高温物理化学演習Ｃ

科目キー 360108H634

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

授業概要 流体の関与する材料プロセスを，流体力学・非平衡熱力学を用いて解析する方法について演習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 78/668 ページ



科目名付クラス名 高温物理化学演習Ｄ

科目キー 360108H635

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

授業概要 流体の関与する材料プロセスを，流体力学・非平衡熱力学を用いて解析する方法について演習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 79/668 ページ



科目名付クラス名 凝固工学演習Ａ

科目キー 360108H642

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

授業概要 金属凝固の基礎となる分野の重要な英文の著書を用い、その基礎と応用に関する勉強と推論を行なう演習を行な

う。これから学習と並行して、基礎理論を実験を通して体験させ、その演習を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 80/668 ページ



科目名付クラス名 凝固工学演習Ｂ

科目キー 360108H643

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

授業概要 金属凝固の基礎となる分野の重要な英文の著書を用い、その基礎と応用に関する勉強と推論を行なう演習を行な

う。これから学習と並行して、基礎理論を実験を通して体験させ、その演習を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 81/668 ページ



科目名付クラス名 凝固工学演習Ｃ

科目キー 360108H644

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

授業概要 ここでは応用に関するものを主として行なう。ＡＢの調査、演習に基づいて凝固の諸問題を抽出し、各個のテーマに

関する深く掘り下げた理論的検討・考察を行なう。これら演習を通して凝固現象とその応用に関する解析力を養うと

共に、論文としてのまとめ方を修得させる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 82/668 ページ



科目名付クラス名 凝固工学演習Ｄ

科目キー 360108H645

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

授業概要 金属の凝固に関する基礎から応用までを幅広く，固液界面エネルギーの凝固組織への影響を中心として，固液界

面の形態との関連，組織の制御に関して詳述する。凝固の分野は近年，鋳造のみにとどまらず，複合材料半導体，

セラミックス，機能材料等への応用が進展している。そこで凝固に関連する基礎から応用までの幅広い研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 83/668 ページ



科目名付クラス名 環境材料学演習Ａ

科目キー 360108H652

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

授業概要 金属の腐食，環境による損傷・劣化に関する最新の研究を調査し，その背景にある解析法について演習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

酒井 潤一 (sakaijun@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 84/668 ページ



科目名付クラス名 環境材料学演習Ｂ

科目キー 360108H653

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

授業概要 金属の腐食，環境による損傷・劣化に関する最新の研究を調査し，その背景にある解析法について演習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

酒井 潤一 (sakaijun@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 85/668 ページ



科目名付クラス名 環境材料学演習Ｃ

科目キー 360108H654

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

授業概要 金属の腐食，環境による損傷・劣化に関する最新の研究を調査し，その背景にある解析法について演習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

酒井 潤一 (sakaijun@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 86/668 ページ



科目名付クラス名 環境材料学演習Ｄ

科目キー 360108H655

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

授業概要 金属の腐食，環境による損傷・劣化に関する最新の研究を調査し，その背景にある解析法について演習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

酒井 潤一 (sakaijun@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 87/668 ページ



科目名付クラス名 材料損傷破壊学演習Ａ

科目キー 360108H672

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀部 進

年度

授業概要 金属およびセラミックスの疲労・破壊に関する最新の研究を調査し、実験的・理論的問題点を討議するとともに、両

材料の損傷機構の違いについて考察する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

堀部 進 (horibe@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 88/668 ページ



科目名付クラス名 材料損傷破壊学演習Ｂ

科目キー 360108H673

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀部 進

年度

授業概要 金属およびセラミックスの疲労・破壊に関する最新の研究を調査し、実験的・理論的問題点を討議するとともに、両

材料の損傷機構の違いについて考察する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

堀部 進 (horibe@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 89/668 ページ



科目名付クラス名 材料損傷破壊学演習Ｃ

科目キー 360108H674

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀部 進

年度

授業概要 様々な材料の機械的性質を適切かつ正確に測定・評価することは重要であるが困難を伴う場合が多い。ここでは、

破壊靭性や疲労特性の実験を通して実験計画法・解析法の演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

堀部 進 (horibe@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 90/668 ページ



科目名付クラス名 材料損傷破壊学演習Ｄ

科目キー 360108H675

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀部 進

年度

授業概要 様々な材料の機械的性質を適切かつ正確に測定・評価することは重要であるが困難を伴う場合が多い。ここでは、

破壊靭性や疲労特性の実験を通して実験計画法・解析法の演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

堀部 進 (horibe@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 91/668 ページ



科目名付クラス名 数理材料設計学演習Ａ

科目キー 360108H692

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 齊藤 良行

年度

授業概要 拡散方程式の基礎となる非平衡熱力学の基礎を輪講形式で勉強する。

本年度はD.Kondepudi&I.Progogine, Modern Thermodynamics, J. Wiley & Sons,1998をテキストとする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

斎藤 良行 (ysaito@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 92/668 ページ



科目名付クラス名 数理材料設計学演習Ｂ

科目キー 360108H693

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 齊藤 良行

年度

授業概要 拡散方程式の基礎となる非平衡熱力学の基礎を輪講形式で勉強する。

本年度はD.Kondepudi&I.Progogine, Modern Thermodynamics, J. Wiley & Sons,1998をテキストとする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

斎藤 良行 (ysaito@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 93/668 ページ



科目名付クラス名 数理材料設計学演習Ｃ

科目キー 360108H694

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 齊藤 良行

年度

授業概要 組織形成理論の基礎となる統計熱力学の基礎を輪講形式により学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

斎藤 良行 (ysaito@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 94/668 ページ



科目名付クラス名 数理材料設計学演習Ｄ

科目キー 360108H695

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 齊藤 良行

年度

授業概要 組織形成理論の基礎となる統計熱力学の基礎を輪講形式により学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

斎藤 良行 (ysaito@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 95/668 ページ



科目名付クラス名 電子材料学演習Ａ

科目キー 360108H702

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 各種電子材料について，その作製法や設計論などについて，実験を中心とした演習を行い，関連する研究を調査し

ながら考察を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 96/668 ページ



科目名付クラス名 電子材料学演習Ｂ

科目キー 360108H703

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 各種電子材料について，その作製法や設計論などについて，実験を中心とした演習を行い，関連する研究を調査し

ながら考察を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 97/668 ページ



科目名付クラス名 電子材料学演習Ｃ

科目キー 360108H704

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 各種電子材料について，その作製法や設計論などについて，実験を中心とした演習を行い，関連する研究を調査し

ながら考察を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 98/668 ページ



科目名付クラス名 電子材料学演習Ｄ

科目キー 360108H705

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 各種電子材料について，その作製法や設計論などについて，実験を中心とした演習を行い，関連する研究を調査し

ながら考察を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 99/668 ページ



科目名付クラス名 固体物理演習Ａ

科目キー 360108H732

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 固体物理の中で、特に結晶構造の変化によって特徴付けられる構造相転移ならびに強誘電性等の関係する物性

について、その最近の文献を調査するとともに、文献理解の基礎となる固体物理全般、回折結晶学、および群論に

ついて演習等を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 100/668 ページ



科目名付クラス名 固体物理演習Ｂ

科目キー 360108H733

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 材料物理演習Aに引き続き、固体に存在する構造相転移および関係する物性について、最近の文献を調査し、発表

する。また、文献理解の基礎となる固体電子論、統計力学、回折結晶学、さらに群論について演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 101/668 ページ



科目名付クラス名 固体物理演習Ｃ

科目キー 360108H734

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 固体での結晶構造ならびに構造相転移の特徴を調べる実験手段の中で、特にX線回折法、電子回折法、明・暗視

野法、および高分解能電子顕微鏡法の原理、実験方法、解析方法について演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 102/668 ページ



科目名付クラス名 固体物理演習Ｄ

科目キー 360108H735

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 材料物理演習Cに引き続き、固体の結晶構造および構造相転移の特徴を調べる実験手段として、各種の物性測定

法、X線回折法、電子回折法、明・暗視野法、ならびに高分解能電子顕微鏡法等の原理、実験方法、さらに解析方

法について演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 103/668 ページ



科目名付クラス名 量子材料学演習Ａ

科目キー 360108H742

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 有限の大きさを有する分子・クラスター群の電子状態を記述するための分子軌道理論を修得し、理論計算による物

質設計を視野に入れた実例を通してその演習を行ない、理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

武田 京三郎 (takeda@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 104/668 ページ



科目名付クラス名 量子材料学演習Ｂ

科目キー 360108H743

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 有限の大きさを有する分子・クラスター群の電子状態を記述するための分子軌道理論を修得し、理論計算による物

質設計を視野に入れた実例を通してその演習を行ない、理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

武田 京三郎 (takeda@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 105/668 ページ



科目名付クラス名 量子材料学演習Ｃ

科目キー 360108H744

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 結晶性物質群の電子状態を記述するためのバンド構造理論を修得し、その演習を通して理解を深める。特に電子

構物が物質の電子物性を如何に決定するかを理論的に考察する事に重みを置く。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

武田 京三郎 (takeda@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 106/668 ページ



科目名付クラス名 量子材料学演習Ｄ

科目キー 360108H745

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 結晶性物質群の電子状態を記述するためのバンド構造理論を修得し、その演習を通して理解を深める。特に電子

構物が物質の電子物性を如何に決定するかを理論的に考察する事に重みを置く。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

武田 京三郎 (takeda@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 107/668 ページ



科目名付クラス名 物質の数理構造演習Ａ

科目キー 360108H752

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 韶彦

年度

授業概要 多結晶や各種回位等の幾何学的構造を調べるために位相空間論（特に連続体-conrinuum-）について議論する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 108/668 ページ



科目名付クラス名 物質の数理構造演習Ｂ

科目キー 360108H753

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 韶彦

年度

授業概要 多結晶や各種回位等の幾何学的構造を調べるために測度論（特にHausdorff測度）について議論する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 109/668 ページ



科目名付クラス名 物質の数理構造演習Ｃ

科目キー 360108H754

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 韶彦

年度

授業概要 演習Ａのつづき。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 110/668 ページ



科目名付クラス名 物質の数理構造演習Ｄ

科目キー 360108H755

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 韶彦

年度

授業概要 演習Ｂのつづき。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 111/668 ページ



科目名付クラス名 複合材料学演習Ａ

科目キー 360108H821

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

授業概要 複合材料の応力下における教科繊維およびその周囲における力学的状態の解析について演習する。

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 112/668 ページ



科目名付クラス名 複合材料学演習Ｂ

科目キー 360108H822

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

授業概要 複合材料の応力下における教科繊維およびその周囲における力学的状態の解析について演習する。

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 113/668 ページ



科目名付クラス名 複合材料学演習Ｃ

科目キー 360108H823

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

授業概要 複合材料の応力下における教科繊維およびその周囲における力学的状態の解析について演習する。

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 114/668 ページ



科目名付クラス名 複合材料学演習Ｄ

科目キー 360108H824

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

授業概要 複合材料の応力下における教科繊維およびその周囲における力学的状態の解析について演習する。

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 115/668 ページ



科目名付クラス名 凝縮系の理論物理演習Ａ

科目キー 360108H825

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 量子力学の応用と場の量子論を初等的レベルから学んでゆくことが二本の柱である。量子力学の応用は主に演習

で力をつける。不足する量子力学の知識はその都度確かなものとしていく。場の量子論は英語原書購読などを通し

て、ある程度系統的に理解し、場の量子論に基づく物理的思考が可能となることを目標とする。

シラバス (1)量子力学の応用や場の量子論の入門の文献の輪講を主として行う。必要に応じて、基礎的事柄を解説する。

副題

教科書 使用する文献は受講生のレベル・興味対象を勘案して決定する。

参考文献

評価方法 平常点

備考 量子力学のある程度の基礎知識が望ましい。それが不足と感ずる学生でも、意欲的に取り組む学生であれば受講可

能である。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 116/668 ページ



科目名付クラス名 凝縮系の理論物理演習Ｂ

科目キー 360108H826

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 凝縮系の理論物理演習Ａに引き続き、量子力学の応用と場の量子論の初等的レベルからの学習を行う。

シラバス (1)物質の物理演習Aを引き継ぐ形で、量子力学の応用や場の量子論の入門の文献の輪講を主として行う。必要に

応じて、基礎的事柄を解説する。

副題

教科書 使用する文献は受講生のレベル・興味対象を勘案して決定する。

参考文献

評価方法 平常点

備考 量子力学のある程度の基礎知識が望ましい。それが不足と感ずる学生でも、意欲的に取り組む学生であれば受講可

能である。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 凝縮系の理論物理演習Ｃ

科目キー 360108H827

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 物性物理学で取り上げられる様々なモデル系を演習を通して学習する。当然、量子力学、場の量子論、熱力学、

統計力学、電磁気学などの知識が必要であるが、むしろ演習を通してそれらの知識が補強されればよい。

シラバス (1)物質開発での応用を念頭に、物性物理学（量子多体系）の様々なモデルを、量子力学、場の量子論、統計力学

に基づきながら、取り上げる。演習と文献の輪講を組み合わせながら進める。必要に応じて、基礎的事柄を解説す

る。

副題

教科書 使用する文献は受講生のレベル・興味対象を勘案して決定する。

参考文献

評価方法 平常点

備考 量子力学、統計力学、物性物理学についての基礎的知識が望ましい。不足する事柄は講義中の解説と演習で補い

ながら解消することができる。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 凝縮系の理論物理演習Ｄ

科目キー 360108H828

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 凝縮系の理論物理演習Ｃに引き続き、物性物理学で取り上げられる様々なモデル系に関する演習を行う。

シラバス (1)物質開発での応用を念頭に、物性物理学（量子多体系）の様々なモデルを、量子力学、場の量子論、統計力学

に基づきながら、取り上げる。演習と文献の輪講を組み合わせながら進める。必要に応じて、基礎的事柄を解説す

る。基本的には「凝縮系の理論物理演習C」に続く内容であるが、それとは独立にも理解できる内容とする。

副題

教科書 使用する文献は受講生のレベル・興味対象を勘案して決定する。

参考文献

評価方法 平常点

備考 量子力学、統計力学、物性物理学についての基礎的知識が望ましい。不足する事柄は講義中の解説と演習で補い

ながら解消することができる。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 119/668 ページ



科目名付クラス名 材料組織学演習Ａ

科目キー 360108H829

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉田 誠

年度

授業概要 -

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 120/668 ページ



科目名付クラス名 材料組織学演習Ｂ

科目キー 360108H830

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉田 誠

年度

授業概要 -

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料組織学演習Ｃ

科目キー 360108H831

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉田 誠

年度

授業概要 -

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料組織学演習Ｄ

科目キー 360108H832

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉田 誠

年度

授業概要 -

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 123/668 ページ



科目名付クラス名 計算物質科学演習Ａ

科目キー 360108H835

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 知之

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 124/668 ページ



科目名付クラス名 計算物質科学演習Ｂ

科目キー 360108H836

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 知之

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 125/668 ページ



科目名付クラス名 計算物質科学演習Ｃ

科目キー 360108H837

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 知之

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 126/668 ページ



科目名付クラス名 計算物質科学演習Ｄ

科目キー 360108H838

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 知之

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 127/668 ページ



科目名付クラス名 無機合成化学研究

科目キー 360109J010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 義之

年度

授業概要 分析化学的手法によるキャラクタリゼーションを基に，無機および無機-有機機能材料の合成とその物性に関する

基礎研究を行う。具体的には，前駆体法による非酸化物セラミックスの合成，金属アルコキシドのゾルーゲル反応を

利用したセラミックス系材料合成，層状遷移金属酸化物のインターカレーション反応等を利用した無機-有機複合材

料の合成と構造等を取り上げ，研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

菅原 義之 (ys6546@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 無機合成化学研究

科目キー 360109J011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 本研究では様々な機能を有する無機化合物の合成，構造研究，物性測定を行う。特に層間化合物の合成，新し

い分子ふるいの開発と孔径の制御，無機高分子材料の合成，ケイ酸塩化学，無機-有機相互作用を利用した無機

化合物の分子設計等の分野を中心に研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 高分子化学研究

科目キー 360109J021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西出 宏之

年度

授業概要 高分子化学の基礎を把握し，その研究方法について柔軟に関連分野の手法と比較し，研究推進できる能力を養

成する。具体的には，要求される機能を発現できる化学構造の設計，その化学構造を有する高分子化合物の合成

について研究する。スピン配列した共役高分子の精密合成，気体分子の促進輸送膜の作成，医薬活性な高分子化

合物などで，これらのうち適当な課題を選び研究指導を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

西出 宏之 (nishide@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 高分子化学研究

科目キー 360109J022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武岡 真司

年度

授業概要 高分子物質に関連する化学について，分子工学的観点からその基礎と応用を学習する。高分子物質は，いわゆ

る狭義の分子結合により構成される巨大分子と、比較的分子量の小さな分子が二次的結合力で集合して構成する

分子集合体や超分子構造体, そして細胞膜にみられる様なこれらの複合システムに大別できる。

これらの高分子物質が発現する機能を精密に制御して応用するには，高次的な構造と相互作用力の種類と分子

環境による影響, これらの動力学的な理解が必要である。

本研究では, 精密な分子設計と合成, そして集合状態の制御までを課題とし, 特に生命科学に基づく生体分子やそ

のシステムの理解を具体的に分子素子につなげるための工学的アプローチができる研究者を目指した指導を行な

う。

シラバス １．週１回、研究指導を受ける。

２．日常的に、後進の指導補助にあたる。

３．学部講義、実験、演習課目の教務補助を行う。

４．研究倫理に関する指導を受ける。

５．産学連携、医工連携の共同研究において、研究計画の策定、役割分担、共同した研究方法、結果と考察につい

て共同研究者と取りまとめ、発表と討論を行う。

６．研究成果に対して、国内、国際学会にて発表、討論を積極的に行う。

７．論文発表や特許出願のための、打合せ、原稿の分担執筆を行う。

８．修士論文とりまとめのための、修士論文計画書作成、論文目次の打合せと本文執筆、概要書の作成、審査会で

の修士論文概要の報告を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法 修士論文に関する研究計画書に対する評価

修士論文本体の評価

修士論文審査会の発表に対する評価

備考

関連ＵＲＬ: http://www.takeoka.biomed.sci.waseda.ac.jp/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 触媒化学研究

科目キー 360109J031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊地 英一 関根 泰

年度

授業概要 触媒は，化学反応の速度を著しく増大させたり，特定の反応を選択的に起こさせたりする機能性材料であり，石油

や石油化学をはじめとする多くの化学工業の生産プロセスにおいて重要な役割を果たしている。また，特に最近で

は化学工業に限らず，環境問題の解決や，省資源・省エネルギーに関わる新技術などで化学反応の関与するあら

ゆる分野でも重要な役割を果たしている。その基礎となる触媒の科学，特に固体触媒の構造，物性，機能，あるい

は触媒反応の機構などについて研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 触媒化学研究

科目キー 360109J032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松方 正彦

年度

授業概要 触媒は，エネルギー生産・化学品製造・環境プロセスを支えるキーテクノロジーのひとつである。特に新規プロセス

を担うべき高機能固体触媒の論理的な開発・設計には，固体表面の機能の解明，固体表面の設計と合成手法の開

発，プロセス内における触媒挙動の解明と制御といった，原子・分子レベルの科学から実用レベルの反応工学に至

る広範な視点をもった，学際的な研究が必要となる。分析化学，反応速度論，熱力学，無機合成化学，固体物性論

および反応工学を基礎とし，固体の構造・機能の設計・制御に関する研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応用生物化学研究

科目キー 360109J040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 桐村 光太郎

年度

授業概要 現在，微生物や酵素を利用した反応は化学工業をはじめとした多くの産業プロセスにおいて利用されている。遺伝

子工学や細胞融合をはじめとする細胞工学，酵素や細胞の固定化技術などの進展に伴い，応用生物化学の研究

領域はさらに拡大しつつある。本研究においては，微生物による有機酸の生産と関連代謝系の解明，代謝工学を

利用した有用物質生産系の開発，遺伝子工学や細胞融合技術を利用した微生物の育種と機能開発，新規な酵素

を利用した選択的な有用物質の合成，極限環境微生物の探索と利用，を主要な研究課題として，基礎と応用の両

面にわたる研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応用生物化学研究

科目キー 360109J042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 木野 邦器

年度

授業概要 生物機能の利用は，食品工業，医薬品工業，化学工業，環境，エレクトロニクス分野などと多岐にわたり，最近の

遺伝子レベルにおける機能発現メカニズムの解明などの基礎的研究や工学的応用研究の進展によって研究・応用

範囲はさらに拡大している。本研究では，依然多くの可能性を秘めている微生物を対象に，新たな機能の探索や開

発と利用，遺伝子工学的手法による酵素機能の改変，代謝メカニズムの解明とそれを利用した有用物質生産を主

要課題として研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点・(発表、試問を含む)

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応用電気化学研究

科目キー 360109J050

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 136/668 ページ



科目名付クラス名 応用電気化学研究

科目キー 360109J051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 固体表面はその内部(バルク)とは異なる構造･性質を有するため，これを利用すれば全く新しい機能の発現が可能

となる．このような表面特有の性質はマイクロエレクトロニクス分野を始め様々な方面に応用されている．この中で

特に固液界面(電気化学系)における機能表面･薄膜形成に着目し，ウェットデバイスプロセスにおけるシリコン表面

反応素過程の解析，固液界面におけるナノ構造形成反応素過程の解析とモデル化，新規マイクロ・ナノファブリケー

ションプロセスおよび機能デバイスの開発，などについて研究指導を行う．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 137/668 ページ



科目名付クラス名 化学工学研究

科目キー 360109J060

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 平沢 泉

年度

授業概要 液相より固相を生成するプロセスは、反応、移動、流動が複雑にからみあう現象と、それを具現するプロセスを構築

する工学により研究開発される。本研究では、固相生成を伴う系を対象に、その基礎現象と操作条件の関連を得た

うえで、高機能性材料を生成するための最適操作、システム設計、ならびに環境工学の立場から固相を分離回収す

るプロセスの開発について研究を展開する。

シラバス (1)環境にやさしい生産体系の構築

(2)所望の結晶製品を得るための晶析操作・装置の設計

(3)物質循環型環境浄化システム

副題 先進晶析工学研究

教科書 新版工業晶析操作、J.W. Mullin, Crystallization, Butterworth Heinneman

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・(修士論文)

備考 【担当教員連絡先等】

平沢 泉 (izumih@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学工学研究

科目キー 360109J062

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 常田 聡

年度

授業概要 微生物の住み場所としてのバイオインターフェイスを創製し，水環境浄化プロセスに応用する研究を進める。また，

複合微生物系の生態を分子レベルで明らかにする手法の開発およびシミュレーション解析を行う。さらに，これらの

手法を他の生命・生態システムへ応用することをめざす。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

常田 聡 (stsuneda@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学工学研究

科目キー 360109J063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝

年度

授業概要 人工腎臓，人工肺、人工鰓など、装置内において物質移動が主要な役割を演じる物質移動型生体機能代行装置に

関連したテーマ（膜分離、モジュール設計、医療用センサ、シミュレーション解析、薬剤送達システムなど）について，

輸送現象論、反応工学の観点から研究を進める。いずれの物質移動型生体機能代行装置においても，膜や吸着剤

を用いた物質の透過や分離が行われており，この中の化学工学的課題について移動速度および反応速度に着目

し，装置の至適設計を目ざした研究を進める。何れの場合においても，患者からの要求に沿った医療機器開発の必

要性を教育したい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 有機合成化学研究

科目キー 360109J070

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竜田 邦明 細川 誠二郎

年度

授業概要 有機合成化学は，実験室レベルの複雑な天然物の全合成から，工業レベルの化成品および医薬品の生産に至る

まで，物質を創製するために必須の学問体系の一つである。その基本的な有機合成の考え方と戦略を修得するた

めに，複雑な構造を有する生理活性物質およびその類縁体の全合成と実用可能な物質の分子設計を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生物プロセス工学特別演習Ａ

科目キー 360109J715

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 常田 聡

年度

授業概要 バイオフィルムには多種多様な微生物が棲み分けて存在し，高度な生態系を形成している。バイオフィルムは感染

症・食中毒・材料腐食の原因となるが，その構造や機能に関しての知見がまだ十分でなく，人間がバイオフィルムの

制御を行うことは困難とされてきた。本演習では，バイオフィルムの構造や機能を明らかにするために，微生物の空

間分布特性を遺伝子配列に基づいて可視化する技術を学ぶ。例として，現行の蛍光遺伝子プローブを用いたFISH

法を高感度化するための手法，および化学反応プローブを利用した細胞内での遺伝子検出手法を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点に加え，ゼミの出席状況および成果発表状況を総合的に評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生物プロセス工学特別演習Ｂ

科目キー 360109J716

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 常田 聡

年度

授業概要 バイオフィルムの生態構造やメカニズムを解明する有効な手段の一つとして，シミュレーションによる現象の理解・予

測が挙げられる。本演習では，微生物細胞を1つのパーティクルとみなして増殖などの生理学的現象を表現する数

学モデル(Individual-based Model)を学ぶ。つぎに，この手法を利用して理論的に表現されたバイオフィルムの生態構

造と，生物プロセス工学特別演習Ａで習得した分子生態学的技術を利用して得られたバイオフィルム内の微生物個

体数分布を比較することで，バイオフィルムの構造を決定する因子の解明ならびに生態変動の予測を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点に加え，ゼミの出席状況および成果発表状況を総合的に評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理物理学研究

科目キー 360111L010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堤 正義

年度

授業概要 １．相転移，ヒステリシス，界面運動などの非線形現象の偏微分方程式系によるモデル化の研究。

２．種々の非線形偏微分方程式の解の構造を関数解析の理論と数値解析によるシミュレーションを活用して研究す

る。

３．非線形偏微分方程式に関連した係数同定問題，領域最適化等の逆問題と，その理工学への応用を研究する。

４．画像修正・補間，画像認識やエッジ検出などの理論で非線形解析の理論と関連のある話題を研究する。

５．非線形偏微分方程式研究の項も参照せよ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理物理学研究

科目キー 360111L011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 自然現象に現われる種々の非線形偏微分方程式の解の存在、一意性、漸進挙動・解集合の構造・アトラクターの

構造・解の周期性・概周期性等の問題を、主に無限次元空間に於ける変分法的立場から研究し、未解決の問題を

解決するための基礎知識を身につける。

これと同時に、これらの具体例を包含することのできる、バナッハ空間、ヒルベルト空間における抽象的理論の構

築に必要な基礎理論を身につける。

関数解析学の基礎知識が必要である。物理学の基礎知識を有している事も有用である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 素粒子理論研究

科目キー 360111L020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大場 一郎

年度

授業概要 広い意味での素粒子物理の理論的研究をおこなう。現在研究を進めているのは以下の通りである。

１ クォーク・レプトンの各種ゲージ相互作用とそれらの量子化（場の量子論）の問題

２ 統一理論・超標準模型に関わる問題

３ 新しい量子化の追求----確率過程量子化，Ｎｅｌｓｏｎの量子力学など

４ 高エネルギー素粒子反応の現象論的分析，特に相対論的重イオン衝突とＱＣＤ相など

５ メゾスコピック系の量子力学，特にトンネル現象の理論的枠組み整備，散逸系の量子化など

６ 核スピン量子コンピュータの基礎研究

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 理論核物理学研究

科目キー 360111L022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷹野 正利

年度

授業概要 主に原子核構造を理論的に研究すると共に，その成果を天体物理学等に応用する。原子核構造の研究では，量

子力学的多体問題の手法を用いた，無限に大きい仮想的な原子核の研究に重点を置く。またそれと関連して，中性

子星の内部構造の研究等を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 量子力学基礎論研究

科目キー 360111L023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中里 弘道

年度

授業概要 ニューフロンティアとしての量子力学の原理的・基本的諸問題の研究を行うとともに，量子化をめぐる問題と関連して

場の量子論，素粒子物理の理論的研究も行う。

シラバス 基本的に研究室の週間計画，年間計画に従うが，適宜セミナーや議論の時間を取り込む。

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 各自の研究テーマの探究と議論の深化のため，研究室（の人的資源）を大いに活用してもらいたい。また，自らの到

達度，方向性を常日頃から見つめるために，研究室内での定期的な研究報告(文献報告ならびに毎月の研究促進メ

モの提出)に心がけよ。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 原子核工学研究

科目キー 360111L042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊池 順

年度

授業概要 加速器を使用した高エネルギー原子核実験や素粒子実験，あるいは気球，人工衛星，スペースステーションなど

を利用した宇宙物理学の実験的研究，およびこれらの実験に使用される検出器の基礎的な研究，開発，またそれ

に使用される電子回路やソフトウエアーの開発などを行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 149/668 ページ



科目名付クラス名 宇宙放射線物理学研究

科目キー 360111L044

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷部 信行

年度

授業概要 宇宙科学の実験的研究を行います。主な実験的研究テーマは、１）宇宙線中の核成分観測による宇宙線の起源、

星内元素合成過程、銀河物質の進化の歴史、粒子加速と輸送過程に関する研究、２）惑星・衛星等の表面から放

出されるＸ線・γ線や中性子線観測から，惑星・小惑星・彗星・衛星の形成と進化についての研究、３）人工衛星、探

査機、地上観測データによる解析、４）宇宙放射線の検出器の基礎開発実験、人工衛星や宇宙ステーション等の飛

翔体に搭載する觀測機器の開発、電子機器やその支援ソフトの開発及び計算機シミュレーション、等です。それら

の研究・開発を行います。

シラバス (1)上述の実験研究を遂行する為の、実験、データ解析、数値計算、試験、論文研究、ゼミナールを行なう。学会、研

究会、シンポジュームに参加、講演に参加するとともに、関連する会議等に参加する。

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 150/668 ページ



科目名付クラス名 統計物理学研究

科目キー 360111L052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 相澤 洋二 蔵本 由紀

年度

授業概要 非線形非平衡系の統計力学。エルゴード問題ならびに散逸構造，カオス，フラクタル，パターン形成などの基礎的

問題を研究する。１力学が生み出す多様なカオス現象をエントロピー理論や分岐理論などの力学系の理論によって

調べる。２凝縮系，反応拡散系，流体系，プラズマ系などの平衡から遠く離れた状態に広く観測されている秩序パ

ターン，乱流パターン，フラクタルパターンの発生機構を調べる。３生物系に顕著にみられる非線形非平衡現象の理

論的研究も行ってゆく。これまでは，生体膜，筋収縮，形態形成などの理論研究を行ってきたが，巨大システ

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 151/668 ページ



科目名付クラス名 低温量子物性研究

科目キー 360111L054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 栗原 進

年度

授業概要 量子多体系が低温で示す諸現象を理論的に研究する。 例えば金属電子は，フェルミ面近傍で幾つかのタイプの赤

外発散をもつため，超伝導，電荷（スピン）密度波，近藤効果などのめざましい多体効果を示す。 また，低次元系や

メゾスコピック系では電子やクーパー対の波動性と粒子性が共に強調され，超伝導などの巨視的秩序そのものが量

子ゆらぎを示す。 更に、中性原子からなるBose-Einstein凝縮系や、Boson-Fermion 混合系でも，様々の新しい現

象が期待される。 このように、マクロ系,もしくはメゾスコピック系における量子現象を，主として解析的な手法を用い

て研究することを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 152/668 ページ



科目名付クラス名 統計物理学研究

科目キー 360111L056

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田崎 秀一

年度

授業概要 非線形動力学の手法，Ｃ＊代数等の数学的手法を用い，可逆力学系における散逸の生成や輸送現象など非平

衡統計力学の基礎事項および関連する問題の研究を行う。１．開放的量子多体系の非平衡定常状態の研究（メゾ

スコピック系への応用も視野にいれる），２．カオス系の統計的性質，特にカオス写像における確率分布関数の時間

発展方程式の厳密解の研究，３．非線形力学系の非平衡統計力学，例えば様々なカオス過程により生じる輸送現

象やエントロビー等の研究，４．物質系でのパターン形成とそれに伴う物性の研究などを行う。

シラバス (1)修士論文につながる課題について研究を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 153/668 ページ



科目名付クラス名 非平衡系物理学研究

科目キー 360111L057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 義弘

年度

授業概要 様々な要素の集団の非平衡系に着目し、要素集団によって構成される、構成要素の詳細には依存しない時空間構

造（パターン）の起源・および時間発展についての研究を行う。具体的には、結晶成長・粘着運動・粉粒体の集団運

動・生物群の集団運動など、物理系だけでなく化学・生物系におけるパターン形成も取り扱う。研究手法としては、主

に計算機シミュレーションを行い、得られた結果の妥当性を、実験を行うことによって確認し、実験結果に基づき理

論を構築する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 154/668 ページ



科目名付クラス名 表面物性研究

科目キー 360111L064

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平

年度

授業概要 表面物性の実験的の基礎技術である真空技術，電子分光，電子回析，トンネル分光等の測定技術を習得する。

更に，これらの手法を用いて固体表面の素励起現象（フォノン，プラズモン）を解明する。極高真空での新現象の発

見及び，超コヒーレント電子ビーム実現のための基礎研究も行う。新しい機能をもつ炭素系およびＢＮ系の超薄膜を

作製して，その物性を調べる。

本研究は表面物性演習ＡおよびＢを必修として，原則として２年に渡って履修することとする。

シラバス

副題

教科書 最近の学術雑誌

参考文献

評価方法 平常点

備考 週1度あるセミナーに出席し、議論加わること。また、担当者として

最新の研究成果を出席者に説明する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 155/668 ページ



科目名付クラス名 中性子線物性研究

科目キー 360111L066

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 角田 頼彦

年度

授業概要 原子炉から出てくる熱中性子線が固体によって散乱されるとき，固体を構成している原子により，回析を起したり

原子集団とエネルギーの授受をおこす。散乱された中性子を解析する事により，固体の原子配置，スピン配列やそ

れらの励起状態（格子振動・スピン波）についての情報を得ることが出来，原子間，スピン間に働く力についての知

識を得る。この様な物性物理に於ける基本的な量をミクロな立場から研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 156/668 ページ



科目名付クラス名 強相関電子物性研究

科目キー 360111L067

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 寺崎 一郎

年度

授業概要 近年，高温超伝導や巨大磁気抵抗のような従来の物性物理の常識を超える新現象が続々と発見されつつある。

これらの系では強い電子相関（電子間相互作用）が極めて重要であり，いまや電子相関の理解は現代物性物理学

の最重要課題の一つとなっている。本研究では，電子相関の強い固体の電子輸送現象の測定と解析を通じて，１電

子相関の基礎的理解を深め，基礎物理学の発展に貢献すること，２強い電子相関の引き起こす多彩な物性を利用

した機能性材料の設計・合成を行うことを目的とする。

強相関電子物性演習A,B,C,Dは必修である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

寺崎 一郎 (terra@waseda.jp)

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/terra/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 157/668 ページ



科目名付クラス名 複雑量子物性研究

科目キー 360111L068

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝藤 拓郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

勝藤 拓郎 (katsuf@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 実験生物物理学研究（物理応物）

科目キー 360111L071

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一

年度

授業概要 １）アクチン・ミオシン（筋肉）や微小管・キネシン（神経細胞）などの，生体分子モーターの仕組み（力発生，滑り運

動，エネルギー変換）に関する１分子レベルでの顕微解析・顕微操作。分子モーター集団の示す協同性・協調性（自

励振動（ＳＰＯＣ）現象など）。２）骨格筋・心筋収縮系における構造と機能の解体と再構築。心筋培養細胞を用いた

心拍（同調拍動）機構と細胞記憶。３）遺伝子ハンドリング技術による細胞内遺伝子・タンパク質発現手法の開発。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 159/668 ページ



科目名付クラス名 分子生物物理学研究

科目キー 360111L072

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 木下 一彦

年度

授業概要 生体内では、たんぱく質やＲＮＡの分子１個１個が、あたかも機械のように見事な機能を発揮して、生命活動を支え

ている。これら「分子機械」の働く仕組を理解したい。一方で分子機械の身になって考えるための基礎知識を習得す

るとともに、他方、光学顕微鏡の下で個々の分子機械が働く様子を実際に観察し、必要なら電場や磁場などによる

操作を加えることにより、メカニズムの解明に取り組む。種々の分子機械それぞれの仕掛もさることながら、できれ

ば分子レベルの機械がヒトの作るマクロな機械とどう違うか、共通原理に迫りたい。

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 160/668 ページ



科目名付クラス名 放射線分子物性研究

科目キー 360111L081

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 濱 義昌

年度

授業概要 本研究では高分子も含めた有機物質の放射線照射効果を取扱う。とくに，照射によって物質内に起る変化の初期

過程，生成した活性種の挙動等について種々の実験法を用い多面的に検討している。現在の主な研究テーマは，

１.被照射有機物の電子スピン共鳴，２.被照射有機物の熱ルミネッセンス，３.ＯＤＥＳＲ法による短寿命活性種の研

究，４.高分子の放射線照射効果におよぼす線質効果である。本研究科目を履修する者は放射線分子物性演習Ａ，

Ｂを必修とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点・(輪講形式を取る場合もある。)

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 161/668 ページ



科目名付クラス名 高品質ビーム科学研究

科目キー 360111L082

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲尾 方一

年度

授業概要 レーザー光，電子，陽電子，ＳＲ光，Ｘ線等各種の量子ビームの発生と応用に関する基礎と応用について，マン

ツーマンで徹底した指導を実施する。またレーザー光応用及び電子については，適切な企業・研究所及び高エネル

ギー加速器研究機構（ＫＥＫ），陽電子についてはＫＥＫ，都立大，米国ブルックヘブン等の研究機関との共同研究の

中でより高度な研究を実施できるよう配慮する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ソフトマター物理学研究

科目キー 360111L083

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 多辺 由佳

年度

授業概要 高分子・液晶・コロイド・ゲルさらに蛋白質のような生体分子も含め、ソフトマターと呼ばれる系は、身の回りに多く存

在しかつ幅広く利用されている。本科目では、中でも液晶を対象に、基本的な構造・相転移現象・電気光学特性など

を理解し、さらにソフトマターの最も興味深い空間域であるメゾスコピック領域に焦点をあてて、系を構成する分子の

構造や運動と、それが集団として発現するマクロな物性との関係を、段階的に明らかにする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 163/668 ページ



科目名付クラス名 結晶物理研究

科目キー 360111L091

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上江洲 由晃

年度

授業概要 研究の概要

（１） 物質のもつ種種の物理的性質を観察する新しい実験手段を 開発し，

（２） その機構を解明する新しいアルゴリズムを打ち立て，

（３） それに基づいて今までにない新たな機能をもった素材を開 発し，

（４） それを応用につなげる

ことを目的とした研究を行っている．

シラバス (1)光第2高調波発生を利用した新しい光学顕微鏡（ＳＨＧ干渉顕微鏡）の開発と強誘電体の反転分極構造の観察。

特に３次元イメージングを可能とする共焦点走査型SHG干渉顕微鏡を開発。

またＳＨＧ干渉顕微鏡を利用した強誘電体テラビットメモリの読み出しの応用研究も行う。

(2)本質的不均一性がもたらす巨大応答特性の研究：具体的にはリラクサー誘電体、量子常誘電体を対象としてい

る。

(3)ＤＸセンターをもつワイドギャップ半導体ＣｄＦ２のフォトリフラクティブ効果の物理と応用

(4)色素分子超薄膜のサーモクロミズムを伴う構造相転移機構の解明

(5)原子レベルで制御した酸化物強誘電薄膜の生成とその物性

(6)パルスレーザー成膜法の素過程の解明：レーザーをターゲットの照射→分子・原子の剥離過程→プラズマの生

成→基板の上での結晶膜生成。この過程の物理の理解。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 164/668 ページ



科目名付クラス名 応用光学研究

科目キー 360111L100

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鵜飼 一彦

年度

授業概要 本研究では，主としてレーザーから得られるコヒーレント光の基本的性質とその応用分野を中心に研究を進める。

特に工学的応用のみではなく，医学などをも含めた広い分野での光学計測法を中心に，さらには今後の重要課題

である光通信の諸問題，たとえば光導波路や光変調，光情報処理，光コンピュータ，Ｘ線光学系なども研究する。

また，光情報処理あるいは生理光学の立場から，生体の視覚系の問題も取扱う。特に眼球光学系と網膜の諸機

能の基礎研究と同時に，その光学的計測法，視覚機能とディスプレイ，眼鏡の諸問題，視覚傷害者用人工眼の研

究も行う。コヒーレント光学演習および生理光学演習を必修とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 165/668 ページ



科目名付クラス名 光物理工学研究

科目キー 360111L101

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 進一

年度

授業概要 光に関する基本的な物理現象の研究と，光計測，光情報処理，光・量子エレクトロニクス，レーザー工学，非線形

光学，統計光学，イメージサイエンス分野での応用研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 情報光学演習A，同B と光物理工学演習A，同B を必修とする。

【担当教員連絡先等】

小松 進一 (komatsu@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 166/668 ページ



科目名付クラス名 情報変換工学研究

科目キー 360111L111

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 啓幾

年度

授業概要 マルチメディア情報信号の変調・スイッチ・分配・計測など各種変換方式を支えるデバイスを主として光集積回路技

術に基づき，電子回路との整合を念頭に研究する。このために微小光学素子，光導波回路，面型光回路，光・電子

集積回路の設計・作成・評価・応用に関する諸々の課題をできうる限り簡易な実験手段（例えばポリマー系機能材

料の活用）により，効率よく，かつ網羅的に研究する。

本研究では，情報変換物理演習，情報変換方式演習，情報変換材料演習，情報変換応用演習を必修科目とす

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 167/668 ページ



科目名付クラス名 情報工学研究

科目キー 360111L114

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 周司

年度

授業概要 情報工学の進歩にはめざましいものがあり，従来の信号・記号の処理から，現在は意味・知識の情報処理の時代

に入り，さらに情報・感性の情報処理への技術的な展望もなされようとしている。しかしながら，情報処理の基礎理

論の面では未だ充分な体系化がなされていないのが現状である。この科目では，神経回路網，生体制御，画像処

理，音響処理など，種々の具体的な問題に理論及び実験の両面から取り組み，自然科学的な手法によって情報処

理の本質を考究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 半導体デバイス工学研究

科目キー 360111L115

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳

年度

授業概要 半導体量子構造中の超高速物理現象の解明を進めるとともに，半導体デバイスへの工学応用のための制御方法

を実験的に研究する。特に極短光パルスを計測手段として用い，キャリアの各種の超高速緩和現象，トンネル効

果，スピン緩和過程などの解明とデバイス応用を研究する。なお，本研究は，半導体デバイス工学演習Ａ，半導体

デバイス工学演習Ｂ半導体デバイス工学演習Ｃ，半導体デバイス工学演習Ｄを必修とする。

シラバス 半導体量子構造中の超高速物理現象

半導体デバイスへの工学応用のための制御方法

極短光パルスを用いた計測

・キャリアの各種の超高速緩和現象

・トンネル効果

・スピン緩和過程

副題

教科書 特になし

参考文献

評価方法 レポート・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 169/668 ページ



科目名付クラス名 実験天体物理学研究

科目キー 360111L120

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大師堂 経明

年度

授業概要 はくちょう座に年に１-２度大規模な電波爆発を起こす天体がある。この天体はチリにかくされて光ではみえない

が，Ｘ線や１０電子ボルトの高エネルギーγ線も出しているらしい。いつどこに出現するか分からないこのような電波

源をさがすために広い範囲を観測できる電波望遠鏡を建設している。直径２０ｍのアンテナ６４台分の働きをするよ

うに，スーパーコンピュータの百倍の速度のディジタルレンズを開発した。アレイアンテナや低雑音増幅器，並列ディ

ジタル処理装置を改良しながらこれらの天体を捜す。また，銀河団などの宇宙構造の起源を探るため

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 宇宙物理学研究

科目キー 360111L130

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 前田 恵一

年度

授業概要 相対論的宇宙物理学の基礎的な研究を行う。ここではおもに １宇宙の創成・進化，宇宙の相転移，インフレーショ

ン宇宙論，宇宙の大規模構造形成問題の宇宙論的テーマ，および ２ブラックホール，中性子星等の物理とそれに

関連した重力波の問題などの相対論的天体物理学の研究を対象とする。

選択上の注意：相対性理論，量子力学，統計熱力学および流体力学の基礎的な知識が必要である。本研究では

宇宙物理学演習Ａ-Ｄを選択することが望ましい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 171/668 ページ



科目名付クラス名 宇宙物理学研究

科目キー 360111L135

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 章一

年度

授業概要 大学院生向けの標準的な教科書や、宇宙物理学に関連したレビュー論文を輪講することにより、宇宙物理学を研究

するうえでの基礎的素養を養う。

シラバス (1)レビュー論文を中心に輪講する

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点・( )

備考 【担当教員連絡先等】

山田 章一 (shoichi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 画像情報処理研究

科目キー 360111L136

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 森島 繁生

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 実験低温物性研究

科目キー 360111L137

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松田 梓

年度

授業概要 固体中の電子は、低温下では時として思いもよらない秩序状態を発現し、その多くが現在でも十分に理解・解明され

ていない。その代表的な例は、高温超伝導現象である。本研究では、主に低温トンネル顕微鏡を用いて電子系の実

空間応答やエネルギー状態を調べ、秩序状態の理解やその起源の解明を目的とする。さらには、新奇な秩序状態

の発見を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 理論生物物理学研究

科目キー 360111L138

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高野 光則

年度

授業概要 生命と物質のインターフェイスとして１分子レベルで機能している蛋白質分子機械にはどんな巧妙な仕掛けが隠され

ているのだろうか？本研究ではこの生命科学の中心的課題の解明に向け、分子動力学シミュレーション法による蛋

白質分子機械システムの計算機実験を行う。特に，自由エネルギー変換マシンとしての蛋白質の物性研究を統計

力学・熱力学を中心とした物理の俎上で展開し，同時に生物らしさのみなもとを探る。構造生物学、物質科学、さら

にシステム（ナノ）バイオロジーにまたがる多角的な視座に立って研究を進める。分子モーターを筆頭として、細胞内

には多様な分子機械システムがあるが、これらを貫く普遍的な動作原理を見出し、生物ならではの巧妙な仕組みの

原理的理解、そしてその応用に結びつける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 日々の研究態度、特に、自ら問題を設定し、それを地道に解決していく不断の努力を最重要視する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数学基礎論研究

科目キー 360112M010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 江田 勝哉

年度

授業概要 集合論・帰納的関数論・モデル論・証明論その他の話題の中から適宜テーマを選び，輪講形式で研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 相対論研究

科目キー 360112M020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 米田 元

年度

授業概要 数学の研究対象としての相対性理論について扱う．線型代数，ローレンツ幾何学，テンソル代数，微分幾何，非線

形偏微分方程式，数値計算などの数学を駆使しながら，厳密な相対性理論の記述を行ったり，未解決の問題を研

究したりする．

シラバス

副題

教科書 テキストの選定は、学生と相談の上で決定する．

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

米田 元 (yoneda@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数解析学研究

科目キー 360112M021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 喜三雄

年度

授業概要 代数解析学は種々の解析学の対象を代数的手法で研究する分野である。超関数論と微分方程式の代数的理論

（所謂，Ｄ加群の理論）の上に築かれた堅固な体系である。本研究においては代数解析学的手法を用いて，ソリトン

方程式をはじめとする可積分系，量子可積分系とKniznik-Zamolodchikov方程式，ｑ-関数を含む特殊関数論，多重

ゼータ値 などを研究することを目的とする．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 178/668 ページ



科目名付クラス名 数理哲学・数学史研究

科目キー 360112M023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 足立 恒雄

年度

授業概要 数学の基礎に横たわる諸問題を研究する。たとえば数学的対象の実在性をめぐる対立，すなわちプラトン主義と

唯名主義，また数学の本質を問う対立，すなわち形式主義，論理主義，直観主義の比較検討が一つの重要な研究

主題である。

またそうした根本的な問題と対立を生み出した歴史的背景を究明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 179/668 ページ



科目名付クラス名 代数的符号理論研究

科目キー 360112M025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 近藤 庄一

年度

授業概要 代数的幾何的付号理論および関連する分野の研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 180/668 ページ



科目名付クラス名 保型函数論研究

科目キー 360112M026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 喜一朗

年度

授業概要 保型函数や楕円函数は１９世紀初頭に複素函数論が起こると同時にアーベル，ヤコビ，ガウス等によって発見さ

れた一種の特殊函数の族であるが，極めて豊富な性質と深遠な内容を有し，現代数学においても最も興味深い研

究対象の一つである。実際，数学（や物理学）のあらゆる分野の，最も深い所ではいつも保型函数が姿を現すといっ

ても過言ではない。

本研究では，保型函数や楕円函数およびその一般化である多変数の保型函数やアーベル函数について研究し，

さらに代数幾何学や整数論との関連について考察する。

シラバス 0. まず, 一変数の保型形式について一般的な事柄を学ぶ:

定義・保型因子・フーリエ展開・有限次元性など. その後, 以下の話題について学習と研究を進める.

1. 保型形式とL-関数の対応について

2. Hecke理論と Euler 積表示をもつ保型 L-関数

3. 種々の実例

4. 有理数体上の楕円曲線とそのL-関数

5. 保型形式の計算

6. 「谷山-志村」対応とその実例

7. 「谷山-志村」対応とその応用: Fermat 予想など

副題

教科書 G.Shimura: Introduction to the Arithmetic Theory of Automorphic Functions, Princeton Univ.Press, 1971.

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 関数論, ガロア理論を既知とする.

【担当教員連絡先等】

橋本 喜一朗 (khasimot@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジー研究

科目キー 360112M030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 展也

年度

授業概要 -

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジー研究

科目キー 360112M031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 隆一

年度

授業概要 力学系，分岐理論について研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学研究

科目キー 360112M036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 前田 英敏

年度

授業概要 代数幾何学とは代数多様体を研究する学問であり，代数多様体とはいくつかの多項式の共通零点の集合，すな

わち，多項式系で定義された図形のことである．

本研究では，特に射影空間への埋め込みが可能な代数多様体である射影代数多様体に関する研究指導を行う．

シラバス 本研究を希望する学生と相談のうえ研究テーマを決定し，研究指導を行う．

近年取り組んでいる研究テーマは次のとおり．

１）偏極多様体と半偏極多様体

２）数値的に半正な反標準直線束を有する代数多様体

３）豊富なベクトル束による多様体の分類理論

４）曲線種数

５）ベクトル束の構成

副題

教科書 特になし

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学研究

科目キー 360112M037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

授業概要 代数幾何学.

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論研究

科目キー 360112M038

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 啓一 三宅 克哉

年度

授業概要 ワイルズによるフェルマーの問題解決において重要な役割を演じた岩沢理論を研究する。岩沢理論は，いわゆる

Ｚ-拡大に関係したＡ＝Ｚ［［Ｔ］］-加群の研究をする学問である。本研究では，Ｚ-拡大のなかでも構成のしかたがよく

わかっている円分的Ｚ-拡大についてのグリーンバーグ予想と，反円分的Ｚ-拡大の正規底の構成を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 リー群研究

科目キー 360112M040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 義之

年度

授業概要 主に，リー群とその等質空間上の調和解析を研究する。リー群のユニタリ表現，Ｆｏｕｒｉｅｒ解析，均質空間上の微分

方程式，特殊関数などである。また，微分幾何（接続の幾何）と情報幾何への応用なども研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

清水 義之 (ykshmz@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 関数解析研究

科目キー 360112M042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 純一

年度

授業概要 関数解析学，とりわけＢａｎａｃｈ理論を話題の中心に，関連諸分野への応用を研究の主体とする。関数環論を利用

した有理関数での近似問題，集積値集合とＨａｒｄｙ空間Ｈ∞の極大イディアル空間の関係といった複素解析学とか

かわる話題，エルゴード理論から派生してくる関数環や作用素環の性質という確率論や作用素論との関連など，巾

広い応用を扱いたい。各自が興味をもつ問題を適宜選択し，着実に研究をすすめて欲しい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジー研究

科目キー 360112M047

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村上 順

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考 【担当教員連絡先等】

村上 順 (murakami@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 多様体上の解析学研究

科目キー 360112M050

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 郡 敏昭

年度

授業概要 １．多様体上の微分形式の理論（Ｄｅ Ｒｈａｍ理論），留数の理論，双対定理およびそれらと位相幾何学や代数幾

何学の理論との関連を学習・研究する。

２．モース理論とそれを用いたリー群の基本群の計算やＢｏｔｔ周期性を学習する。

３．ベクトル束の特性類の理論を位相幾何および微分幾何により学習・研究する。

４．写像群やゲージ空間の無限次元の位相幾何と微分幾何をトゥイスター理論，ゲージ理論により学習し，さらに

調べる。

５．シンプレクティク幾何学，ポァソン多様体の理論を学習し，剛体，流体の運動方程式や電磁気学への応用を調

べる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 偏微分方程式研究

科目キー 360112M051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 良弘

年度

授業概要 流体力学や，弾性体の数学的理論に現われる，偏微分方程式の解の一意存在や，解のいろいろな性質について

の研究に関する，研究指導を行う。さらに，非線形放物型方程式や，非線形双曲型方程式の同様のことについての

研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 偏微分方程式研究

科目キー 360112M052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 昌男

年度

授業概要 偏微分方程式論, 特に実解析学の深い結果を本質的に用いる偏微分方程式の研究について指導を行う,

シラバス -

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考 【担当教員連絡先等】

山崎 昌男 (masao.yamazaki@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 360112M055

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堤 正義

年度

授業概要 １．非線形偏微分方程式のうち時間発展をする系，即ち，放物型方程式，波動方程式，Ｓｃｈｒｏｄｉｎｇｅｒ方程式やＫ

ｄＶ方程式を含む分散型方程式の初期値問題，初期値・境界値問題の解について，解の存在・非存在，解の個数，

データ依存性，漸近挙動，解の（族の）対称性，解の族のコンパクト性等を関数解析の理論と数値解析によるシミュ

レーションを活用して研究する。

２．微分幾何学に現れる非線形偏微分方程式の研究，とくに変分問題とｈａｒｍｏｎｉｃ ｍａｐおよびそれに付随したｈ

ｅａｔ ｆｌｏｗの解の構造を調べる。

３．数理物理学研究の項も参照せよ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 360112M056

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 自然現象に現われる種々の非線形偏微分方程式の解の存在、一意性、漸進挙動・解集合の構造・アトラクターの

構造・解の周期性・概周期性等の問題を、主に無限次元空間に於ける変分法的立場から研究し、未解決の問題を

解決するための基礎知識を身につける。

これと同時に、これらの具体例を包含することのできる、バナッハ空間、ヒルベルト空間における抽象的理論の構

築に必要な基礎理論を身につける。

関数解析学の基礎知識が必要である。物理学の基礎知識を有している事も有用である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 360112M057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 義雄

年度

授業概要 非線形放物型偏微分方程式，楕円型偏微分方程式を中心に，数理科学に現われる非線形問題について，解の

構成や解の滑らかさなどの基本的な事項から解の漸近挙動・安定性などにいたる性質を関数解析的な手段をもち

いて研究する。最近は，反応拡散方程式系に現れる非線形ダイナミクスを明らかにすること，および関連する楕円

型方程式系の解集合の構造を分岐理論，写像度の理論，計算機によるシミュレーションなどを使って解析すること

が中心となっている。

シラバス セミナーにおいて提示する．

副題

教科書 個々の学生の興味、実力に合わせて論文、専門書を指示する．

参考文献

評価方法 平常点

備考 論文、専門書を読むにあたっては常に「何故、このようなアイデアを使うのか？」「自分ならば、どうやって解くか？」

「別の解法はないか？」といった意識をもってほしい．

【担当教員連絡先等】

山田 義雄 (yamada@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 360112M058

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西田 孝明

年度

授業概要 非線形偏微分方程式を数学的に解析することを目的にする。

自然科学の法則の数学的表現である常微分・偏微分方程式の典型的な例について、

数学的研究の対象として何が問題であるかを把握し、理論的基礎を学び、解を

構成的に求める。具体的には、初期値問題、境界値問題などとして定式化した後、

解の存在、一意性、安定性などの解の基本性質について既知の理論を学習すると

ともに理論的な解明のできていない問題を知り、大域的な問題、解空間の構造の

研究などをめざして、その解析・計算機援用解析に取組む。

シラバス

副題

教科書 特定のテキストは使用しない。

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 360112M059

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西原 健二

年度

授業概要 数理物理学に現れる非線形偏微分方程式，特に，１次元圧縮性流をモデルとする（粘性的）双曲型保存則の方程

式を中心に，解の一意存在，漸近挙動，非線型波-（粘性的）衝撃波，希薄波-安定性等について研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 変分問題研究

科目キー 360112M060

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 和永

年度

授業概要 変分問題の研究の歴史は非常に古く，古典的には汎関数がいつ最小値を達成するか，そして対応する危点の性

質を研究することが主なテーマであった。しかし近年の目覚ましい非線型解析の発展により退化特異点，鞍点を解

析的に扱うことが可能となり，変分問題の研究は著しい発展をみせている。またその発展は微分幾何学，微分方程

式論等にも深い影響を与えている。本研究では物理学，微分幾何学等に現れる様々な問題を変分問題の見地から

のａｐｐｒｏａｃｈを試みる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 偏微分方程式研究

科目キー 360112M061

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石井 仁司

年度

授業概要 偏微分方程式は科学の基礎において、重要な役割を果たしている。このような非線形偏微分方程式について数学

的に解析することを目的とする。特に、近年発展した微分方程式の一般解概念の一つである粘性解概念を利用した

解析を中心に非線形偏微分方程式を研究する。最適制御に現れるベルマン方程式は興味深い研究対象であり、最

適制御、確率制御も重要な研究課題である。これらは数理ファイナンスとも直接関連している。粘性解を利用して、

偏微分方程式の種々の解の漸近挙動の研究も行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献 適宜指示する．

評価方法 理解度，意欲等により総合評価する．

備考 【担当教員連絡先等】

石井 仁司 (ishii@edu.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理統計学研究

科目キー 360112M070

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷口 正信

年度

授業概要 金融工学入門と確率過程の基礎。

シラバス 上記に関係するセミナーテキストをよむ。

副題

教科書 Essentials of Stochastic Finance : A.N. Shiryaev 著、World Scientific 社

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理統計学研究

科目キー 360112M071

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 武

年度

授業概要 １統計的漸近理論。２正則モデル、非正則モデル，セミパラメトリックモデルにおける統計的推測。３確率過程にお

ける統計的推測。４確率過程とウェーブレット解析。５統計的予測 他。

シラバス テーマに関連する基礎的な本、あるいは論文を読む。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理現象学研究

科目キー 360112M080

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 大輔

年度

授業概要 可積分系理論を中心に，主に離散発展方程式の解の構造についての研究を行う．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 こちらの指導が可能である範囲ならば，相談の上，他の研究テーマを選ぶことも可能である．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析研究

科目キー 360112M081

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 室谷 義昭

年度

授業概要 数値解析の研究を行う。最近の話題を中心にテーマを絞って研究を進める。

シラバス 最近の話題を中心にテーマを絞って数値解析の研究を進める。

副題

教科書 教科書なし

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報数学研究

科目キー 360112M082

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 守屋 悦朗

年度

授業概要 コンピュータサイエンスの数学的基礎理論について研究する。アルゴリズム理論，計算量理論，オートマトンと形式

言語の理論，などから適宜テーマを選ぶ。

基礎理論としてアルゴリズムや計算モデルの様々の定式化とそれらの間の関係，具体的問題に対するアルゴリズ

ムの設計と解析についてまず研究するが，その後は，最新の研究結果をできるだけ踏まえつつ，計算モデル，近似

アルゴリズム，並列アルゴリズム，学習アルゴリズム，DNA計算をはじめとする分子計算理論や量子計算理論など

について研究する。そのための数学的道具として，グラフ理論や数理論理学および関連する諸理論についても併せ

て研究する。

この科目は講義ではなく，学生自身がオリジナルな研究成果（学外の研究会で発表できるようなもの）を修士課程

の修了までに挙げることが目標である。この科目はその１年目である。

シラバス (1) 学生と相談の上決めたテキストは、ほぼ前期で必要部分を読み切ることが目標である（基本的な部分は学部の

４年次に読んでおくことが求められる）。

(2) 後期は，テキストの前期読み残した部分を読むことと，関連論文を選んで購読する。

副題

教科書 なし。

参考文献 適宜指定する。

評価方法 レポート（研究成果としての論文を含む）・平常点

備考 原則として，学生が研究するテーマは学部の４年次の早い時期（大学院への進学が決定した時点）に決め，予備的

な勉強を４年次のうちに行なうことが必要である（特に，学内からの進学者）。学外からの進学者についても同様なの

で，進学が決定次第，担当教員に相談すること。

【担当教員連絡先等】

守屋 悦朗 (moriya@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理統計学研究

科目キー 360112M083

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 淳

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジーＢ演習Ａ

科目キー 360112M736

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 隆一

年度

授業概要 力学系についてセミナーを行う。最初は入門書を講読し基礎知識を整備して，基本的な論文の研究へ進む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジーＢ演習Ｂ

科目キー 360112M737

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 隆一

年度

授業概要 力学系についてセミナーを行う。最初は入門書を講読し基礎知識を整備して，基本的な論文の研究へ進む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジーＢ演習Ｃ

科目キー 360112M738

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 ２年以上

担当教員 伊藤 隆一

年度

授業概要 Iに続き，少し対象をしぼりつつ，最近の論文から学び，各自のテーマの研究へ進む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジーＢ演習Ｄ

科目キー 360112M739

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 ２年以上

担当教員 伊藤 隆一

年度

授業概要 Iに続き，少し対象をしぼりつつ，最近の論文から学び，各自のテーマの研究へ進む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 209/668 ページ



科目名付クラス名 代数的整数論演習Ｃ

科目キー 360112M754

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 ２年以上

担当教員 三宅 克哉

年度

授業概要 この演習においては代数的数論，類体論に関する基本的なテキストを受講者と協議して決定し，セミナーを行 う．受

講生の意欲的で自主的な参加が必須条件である．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数的整数論演習Ｄ

科目キー 360112M755

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 ２年以上

担当教員 三宅 克哉

年度

授業概要 この演習においては代数的数論，類体論に関する基本的なテキストを受講者と協議して決定し，セミナーを行 う．受

講生の意欲的で自主的な参加が必須条件である．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学合成法研究

科目キー 360113K013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久

年度

授業概要 生物活性化合物の不斉全合成を中心とした研究を展開する。全合成研究のみならず全合成研究に必要な反応、不

斉触媒反応、方法論の開発、及び全合成研究から得られる生物活性化合物を利用した生物有機化学的研究を行

なう。また生物活性化合物の活性発現機構、生体高分子（蛋白質、核酸等）による分子認識機構などを設計・合成し

た低分子化合物を用い分子レベルで解明解明する研究を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

中田 雅久 (mnakada@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 機能有機化学研究

科目キー 360113K014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鹿又 宣弘

年度

授業概要 特異な構造を有する機能性有機分子の設計，合成，および反応性に関して，構造有機化学・反応有機化学・複素

環化学・生物有機化学の観点から研究指導を行う．具体的には，面不斉シクロファン分子や補酵素ＮＡＤ類似機能

を持つモデル分子など，新規な機能性分子や天然有機化合物を研究対象として取り上げ，（１）構造特性を活かした

分子設計と新合成法の開拓，（２）非天然型有機触媒と新規有用反応の探索，（３）動的不斉変換を伴う立体制御法

の開発，（４）新しい生体モデル反応系の構築，を主な研究課題とする．特に分子構造と機能性発現の関わりに着目

し，分光学的手法・結晶解析・計算化学的手法を用いた構造解析アプローチと合成面への応用を指向する．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.chem.waseda.ac.jp/kanomata/index-j.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 213/668 ページ



科目名付クラス名 合成有機化学研究

科目キー 360113K015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 奈良坂 紘一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 214/668 ページ



科目名付クラス名 電子状態理論研究

科目キー 360113K021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中井 浩巳

年度

授業概要 分子構造や電子状態，化学反応のメカニズム，固体の示す様々な物性を理論的な手法により研究する。種々の

有機・無機分子に対して，その電子状態・幾何構造・振動状態・反応性・電磁気特性などを分子軌道法を中心とする

量子化学計算により解明する。気相分子だけでなく，溶液中の分子，表面吸着種，生体高分子などより実際的な系

を取り扱うために，計算アルゴリズムの改良や従来の理論の拡張を行う。また，超伝導，触媒作用，非断熱過程，相

対論的効果等に関する全く新しい理論の構築も目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

中井 浩巳 (nakai@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 215/668 ページ



科目名付クラス名 構造化学研究

科目キー 360113K031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 紘一

年度

授業概要 高感度ラマン分光法，フーリエ変換赤外分光法，非線型レーザー分光法を用いて金属半導体などの固体を含む

界面におけるエネルギー移動や化学結合の形成にともなう分子の動的および静的構造変化を明らかにし，有機薄

膜における分子の配向や構造と光学的電気的性質や化学的反応性との関連を解明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 216/668 ページ



科目名付クラス名 分光化学研究

科目キー 360113K034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 古川 行夫

年度

授業概要 分光法を用いて物質の分子・電子構造ならびに物理化学的諸現象を研究し，構造と光学的・電気的性質における

基本法則を明らかにする．以下のテーマに関して研究を行っている．(1)導電性ポリマーを含む有機半導体・導電体

の構造と光・電子物性，(2)界面における有機分子の配列，(3)有機発光ダイオードの発光機構解明と開発，(4)有機

電界効果トランジスターの動作機構解明と開発，(5)振動シュタルク効果．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

古川 行夫 (furukawa@waseda.jp)

関連ＵＲＬ: http://www.chem.waseda.ac.jp/furukawa/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 217/668 ページ



科目名付クラス名 無機反応化学研究

科目キー 360113K041

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石原 浩二

年度

授業概要 金属錯体および非金属錯体の配位子置換反応，溶媒交換反応，酸化還元反応，異性化反応等の溶液反応につ

いて，分光光度法，ＮＭＲ 法等により速度論的に研究し，反応のメカニズムを明らかにする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 218/668 ページ



科目名付クラス名 反応有機化学研究

科目キー 360113K043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 秋葉 欣哉 柴田 高範

年度

授業概要 金属（特に遷移金属）の助けを借りると、金属なしでは達成し得ない反応性や選択性をもつ反応試薬、触媒の創製

が可能となる。さらに金属上の配位子（有機化合物）を代えることで、その試薬や触媒の反応性を精密にコントロー

ルできる。本研究室では、そのような金属と有機化合物から創製される有機金属錯体の特性を巧みに利用し、有機

合成反応の基幹となる新規かつ有用な炭素?炭素結合生成反応の開発を目指している。

さらに、化学者が２１世紀に取り組むべき一大テーマのひとつである「環境にやさしい化学（Green Chemistry）」の達

成を目指し、環境調和を指向した反応系の構築を視野にいれ、研究を行っている。

シラバス (1)---

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

柴田 高範 (tshibata@waseda.jp) 秋葉 欣哉

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 219/668 ページ



科目名付クラス名 錯体化学研究

科目キー 360113K044

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山口 正

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 220/668 ページ



科目名付クラス名 超電導応用研究

科目キー 360114C051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 敦士

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 221/668 ページ



科目名付クラス名 電磁応用研究

科目キー 360114C052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 種々の電磁応用機器とその制御に関するシステム全体としての最適化を研究テーマとする。特に、電磁現象の数値

解析などに代表されるCAE（Computer Aided Engineering）技術を駆使し、さらにパワーエレクトロニクスに基づくエネ

ルギー変換・機器の駆動制御技術も含め、電磁現象の工学的応用・新規適用分野の開拓に関して総合的に研究を

おこなう。具体的な研究対象は、回転機、磁気浮上列車、エネルギー貯蔵装置、電磁誘導加熱装置などをはじめ電

磁現象に基づく機器全般にわたり、特に次世代に向けての資源・環境・福祉医療問題を考慮し、電気自動車、太陽

光／風力発電システム、磁気シールド、医療関連機器なども取り上げる。また機器関連以外に、数値解析技術に基

づく生体の現象解明として、心筋細胞における興奮伝播現象などの解明にも取り組む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 222/668 ページ



科目名付クラス名 電力システム研究

科目キー 360114C061

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩本 伸一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 223/668 ページ



科目名付クラス名 生物電子工学研究

科目キー 360115D044

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 庄子 習一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 224/668 ページ



科目名付クラス名 画像情報研究

科目キー 360115D051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 甲藤 二郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 225/668 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア開発工学研究

科目キー 360116P030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 深澤 良彰

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 226/668 ページ



科目名付クラス名 アルゴリズム設計論研究

科目キー 360116P032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 筧 捷彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 227/668 ページ



科目名付クラス名 情報システム工学研究

科目キー 360116P042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 滋樹

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 228/668 ページ



科目名付クラス名 バイオ・ロボティクス研究

科目キー 360117Q011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫 藤本 浩志

年度

授業概要 「ロボットにとって究極のお手本は人間（生物）である」を基礎においた人間形ロボット「ヒューマノイド」の設計論，制

御手法および，その応用技術の確立を目指し，機械モデルを伴った実証的研究を進める。 現在の研究テーマは，

主として人間の脳を中心とする中枢神経系と心理機能（認知・感情）および運動機能との関係性に着目しており，2

足ヒューマノイドロボット，2足ロコモータ，人間形上半身ロボット，咀嚼ロボット，顎関節障害者用開閉口訓練ロボッ

ト，頸部血流計測ロボット，臓器機械シミュレータ，フルート演奏ロボットおよびラット形ロボットの開発などがある。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 229/668 ページ



科目名付クラス名 生物電子計測・制御研究

科目キー 360117Q012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 戸川 達男

年度

授業概要 医用電子計測または制御に関するテーマを各自定め、それを実施するための研究を実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

戸川 達男 (prof@uchiyama.comm.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 分子生殖生物学研究 （生命理工）

科目キー 360117Q014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 正久

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 231/668 ページ



科目名付クラス名 分子生物学研究（生命理工）

科目キー 360117Q015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 東中川 徹

年度

授業概要 発生・分化の過程において一旦樹立された遺伝子発現状態が細胞分裂を経ても安定に維持される現象は、20世紀

初頭から「決定」と呼ばれその機構の解明が待たれていた。 近年、問題をより絞り込みこの現象を "Cell Memory "

とも呼び、遺伝子複製を通じての遺伝子発現状態の維持に焦点をあてて研究が開始されている。しかし、その分子

機構はまったく解っていないといってよい。本研究室ではこの問題を中心テーマとして多角的に研究を進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 232/668 ページ



科目名付クラス名 システム医生物学研究

科目キー 360117Q019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 233/668 ページ



科目名付クラス名 分子遺伝学研究

科目キー 360117Q020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大山 隆

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 234/668 ページ



科目名付クラス名 統合脳科学研究

科目キー 360117Q021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 筒井 和義

年度

授業概要 生体調節、本能と意欲、記憶・学習などの脳制御システムの新しい理解に向けた統合脳科学研究を行う。

シラバス 生体調節、本能と意欲、記憶・学習などの脳制御システムの新しい理解に向けた統合脳科学研究を行う。まず新

規脳分子を同定し、それらの作用を細胞・神経回路・個体の各レベルから解析することにより、生体調節、本能と意

欲、記憶・学習の新しい脳制御システムを解明する。これらのテーマについて毎週、研究報告を行わせることによっ

て研究の進め方の妥当性、進捗状況、成果の発表の仕方について習熟させる。

副題

教科書 なし

参考文献 最新の論文を対象にする

評価方法 研究と発表の内容によって評価する

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 235/668 ページ



科目名付クラス名 生命分子工学研究

科目キー 360117Q051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 236/668 ページ



科目名付クラス名 生理活性物質科学研究

科目キー 360117Q052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 竜田 邦明

年度

授業概要 ある生体（微生物、動植物など）の生産する生理活性物質が、 いかにして他の生体に機能するかを化学的に解明

するために、これらの生体間のキャッチボールのボールに相当する重要物質を、有機合成化学を武器にして科学す

る。すなわち、天然生理活性物質の単離から全合成までを精密に研究すると共に、活性機能物質の分子デザイン

および有用物質の医薬品への応用を目標にして、基礎研究から工業的生産規模の合成法の開発までを追及し考

え方を養う。特に、複雑で有用な天然物および類縁体の立体特異的全合成を行うと同時に、その構造-活性相関研

究および代表的な疾病の発病のメカニズムとその治療薬の基本概念に基づいた有用な医薬品の創製を指向する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 237/668 ページ



科目名付クラス名 応用分光学研究

科目キー 360117Q053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之 梅津 光生 會沢 勝夫

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 238/668 ページ



科目名付クラス名 実験生物物理学研究

科目キー 360117Q054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一

年度

授業概要 生体運動（筋収縮、自励振動現象、細胞運動、細胞内物質輸送）の分子メカニズムを、生体分子モーター（ミオシン、

キネシンなど）、基質フィラメント（アクチンフィラメント、微小管）、収縮・弛緩制御タンパク質（トロポミオシン,トロポニ

ン）、細胞骨格重合調節タンパク質（キャップ、切断因子）の構造と機能に基づいて解明する。ナノメートルの生体高

分子からマイクロメートルの細胞まで異なる秩序構造をもつ各階層における生物らしさ、生物らしい（運動）機能を、

物理の言葉で理解することを目指す。顕微ナノ操作・解析技術などの物理学的手法の他に、生化学・物理化学・細

胞生物学的手法、そして変異タンパク質を得るための遺伝子組み換え技術を駆使して研究する。第一に基礎科学を

志向するが、工学（新しい機能素子やDNAチップなど）や医学（心筋機能と病理の関係など）への応用も視野に入れ

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

石渡 信一 (ishiwata@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 239/668 ページ



科目名付クラス名 活性分子有機化学研究

科目キー 360117Q057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久 浅野 茂隆

年度

授業概要 生物活性化合物の不斉全合成を中心とした研究を展開する。全合成研究のみならず全合成研究に必要な反応、不

斉触媒反応、方法論の開発、及び全合成研究から得られる生物活性化合物を利用した生物有機化学的研究を行

なう。また生物活性化合物の活性発現機構、生体高分子（蛋白質、核酸等）による分子認識機構などを設計・合成し

た低分子化合物を用い分子レベルで解明解明する研究を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

中田 雅久 (mnakada@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 240/668 ページ



科目名付クラス名 無機バイオテクノロジー研究

科目キー 360117Q058

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 バイオテクノロジーに用いる希土類錯体蛍光ラベル剤の開発。核酸において塩基配列特異的に二本鎖を切断する

金属錯体の合成とそのヌクレアーゼ機能の評価。DNAチップ、マイクロDNAシークエンサーの開発。イムノアッセイに

おける新様式アッセイ系の開発。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

松本 和子 (kmatsu@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 241/668 ページ



科目名付クラス名 生体制御研究

科目キー 360117Q059

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 並木 秀男

年度

授業概要 細胞の増殖、分化、あるいは死は生物個体において調節、制御されている。本研究では、培養細胞あるいは実験小

動物を用いて、細胞増殖、細胞死とその救済、細胞外基質と形態形成について、それらの機能を明らかにするとと

もに、関与する生理活性物質の単離と同定を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 242/668 ページ



科目名付クラス名 分子生理学研究

科目キー 360117Q060

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 尚志 落谷 孝広

年度

授業概要 生理機能を担う生体分子は、多様な分子形態をもって存在し、それぞれの機能発揮は実に巧妙に制御されている。

本研究では、個体における生体分子機能の解析を進める格好の題材として、多くの生物種にとって基幹システムで

ある造血制御系とその周辺を主として扱う。各種の血球は、生体内外の環境刺激に受容応答しつつ造血因子の作

用を受け、血液幹細胞から分化し出現する。ヒトを含めた哺乳類はもとより、造血制御系が未だ解明されずにいる両

生類等の複数生物種を対象に加え、分子レベルから個体レベルまで、幅広い視点に立脚した造血制御系解析を進

める。課題の一つは、造血因子の構造・機能及び造血制御系の種共通性、種固有性の解明である。また、必要とす

る遺伝子・蛋白質・細胞等を扱う手法開発も並行して展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/tkato/index.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 243/668 ページ



科目名付クラス名 メディカル・ロボティクス研究

科目キー 360117Q062

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤江 正克 小林 茂昭

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

藤江 正克 (mgfujie@waseda.jp) 小林 茂昭

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 244/668 ページ



科目名付クラス名 環境微生物学研究

科目キー 360117Q063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄 藤野 秀樹

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 245/668 ページ



科目名付クラス名 生命設計解析システム研究

科目キー 360117Q064

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫 柳澤 政生

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 246/668 ページ



科目名付クラス名 理論生物物理学研究

科目キー 360117Q065

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一 高野 光則

年度

授業概要 生命と物質のインターフェイスとして１分子レベルで機能している蛋白質分子機械にはどんな巧妙な仕掛けが隠され

ているのだろうか？本研究ではこの生命科学の中心的課題の解明に向け、分子動力学シミュレーション法による蛋

白質分子機械システムの計算機実験を行う。特に，自由エネルギー変換マシンとしての蛋白質の物性研究を統計

力学・熱力学を中心とした物理の俎上で展開し，同時に生物らしさのみなもとを探る。構造生物学、物質科学、さら

にシステム（ナノ）バイオロジーにまたがる多角的な視座に立って研究を進める。分子モーターを筆頭として、細胞内

には多様な分子機械システムがあるが、これらを貫く普遍的な動作原理を見出し、生物ならではの巧妙な仕組みの

原理的理解、そしてその応用に結びつける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 日々の研究態度、特に、自ら問題を設定し、それを地道に解決していく不断の努力を最重要視する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 247/668 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア工学研究

科目キー 360118R010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 東 基衛

年度

授業概要 今日情報システムは，パーソナルコンピュータの高機能化と高速化，ユーザインタフェイス技術の発達，インターネッ

トの急速な普及，マルチメディア化及び知識化の進展などにより，急激な変化を続けている。 本研究は，変化を続

ける情報システムのソフトウェアについて，要求分析技術，開発プロセスとその環境，ソフトウェアメトリクス，品質評

価技術などに関する研究を行う。また，ユーザインタフェイス構築技術，インターネット応用ソフトウェア技術等につい

て研究を行う。

研究は，DAISY(進化適応型分散情報システム)研究プロジェクトに参加して行うが，テーマ選定は自主性を尊重す

る。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

東 基衛 (azuma@azuma.mgmt.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 248/668 ページ



科目名付クラス名 生産システムデザイン研究

科目キー 360118R011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大成 尚

年度

授業概要 製品開発，製造，流通といった生産活動を対象として，物流方式，作業方式，管理方式の新しい概念と処理機構に

関して研究する。具体的には１変種変量生産，２グローバル生産，３人間中心生産，４社会適応型生産，５自律分散

生産制御，６同時協調開発管理，７ＢＰＲ（Business Process Reengineering）手法などをテーマに，システムアーキテ

クチャ，生産情報モデル，計画・統制技法の研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

大成 尚 (onari@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 249/668 ページ



科目名付クラス名 プロフィットデザイン研究

科目キー 360118R012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大野 高裕

年度

授業概要 企業の様々な階層・タイムスパンにおいて行なわれる経営・業務意思決定は，すべて最終的にプロフィットに集約さ

れるが，それは結果としてではなく，あらかじめデザインされなければ経営が行なわれているとは言えない．そこで会

計情報を測定尺度として，企業における意思決定をコスト，マーケティングおよびファイナンスの立場からアプローチ

し，意思決定をモデリングおよびシミュレーションすることによって，プロフィットデザインを実現する研究を行う．

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

大野 高裕 (ohno@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 250/668 ページ



科目名付クラス名 生産管理学研究

科目キー 360118R013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 博

年度

授業概要 生産システム及び製造業の管理運営に関する分析と設計の理論及びそれらの現場への適用、評価について研究

する。特に、需要等の環境条件に対応する生産予測方式（製品の種類と量に関する予測技術）、生産計画方式（工

場や個別生産システムにおける生産量の計画技術）、生産指示方式（生産情報の移転技術）、生産実施方式（ライ

ン生産、ロット生産、ジョブショップ生産などの各生産形態の設計、運用技術）、進捗管理方式（計画スケジュール実

現技術）及びそれらの自動化，情報化、性能改善に関わる問題を中心に扱う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

片山 博 (kata@kata.mgmt.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 251/668 ページ



科目名付クラス名 ライフサイクル管理研究

科目キー 360118R015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高田 祥三

年度

授業概要 現在，生産活動に対する社会，環境面からの要請はますます高度なものになっている。これらの要請に答えるため

には，エネルギーや資源の消費量，および廃棄物量を最少化しつつ，ユーザが満足できる機能を社会に提供する

ための新たな生産パラダイムの構築が求められている。このためには，製品や設備のライフサイクルを通じた管理

を視野に入れ，そのために必要となる個々の活動を効率化し，それらを有機的に統合することにより全体として無駄

のない生産を実現することが重要となる。 このような高度な目標の達成にとって，情報処理技術による支援は不可

欠である。本研究では，そのような技術として，製品・設備ライフサイクルのコンピュータ内モデルの構築とそれに基

づくシミュレーション，および評価技術を検討する。対象領域としては，製造・分解・再生プロセスと生産設備管理とを

取り上げ，以下のような項目に関して研究を進める。

１．循環型生産の計画・運用法

２．製品・設備のライフサイクルシミュレーション

３．人間作業モデリングと組立，分解作業支援

４．ライフサイクルメンテナンスシステム

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

高田 祥三 (takata@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 252/668 ページ



科目名付クラス名 品質マネジメント研究

科目キー 360118R016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 棟近 雅彦

年度

授業概要 品質がよいとは，「要求との合致」であり，製品，サービスはもちろん，データ，文書等，人間の活動により得られる

産物にはすべて品質の善し悪しが考えられる．本研究では，これらの産物の品質を高めるために有効な技法，概念

の開発，改良をめざしている．具体的には，以下の4つの柱を中心に研究を進める．

1.品質管理手法：感性品質，設備管理，品質表

2.統計手法：工程能力評価，曲線，時系列データの解析，実験計画，回帰分析，多変量解析，探索的データ解析

3.医療の質保証：医療過誤の防止，臨床化学検査データの精度管理，病態判別

4.ソフトウェアの品質管理：要求分析，設計，テスト

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

棟近 雅彦 (munechika@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 253/668 ページ



科目名付クラス名 施設・ロジスティクス設計研究

科目キー 360118R017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉本 一穂

年度

授業概要 施設をサービスを含む生産の場（例えば病院、オフィス、工場など）として広く捉え、その

立地点選択・規模設定・レイアウト設計

の概念および技法について解説。

また、サプライヤーから生産そして消費者に至る"物（サービス）"の流れ、即ちSCM（Supply Chain Management）を

対象に輸送・配送・運搬システムの設計について、施設設計、ＳＣＭの事例を用い現在の課題またその解決方法に

ついて調査・研究を行なう。

シラバス 「Ｆａｃｉｌｉｔｉｅｓ Ｐｌａｎｉｎｇ」 を輪読。施設計画、運搬計画についての理論と実践の理解。また、配布資料によって生産・

流通システムの設計、特にＳＣＭの構築について学ぶ。

SCMおける各プレーヤーの“個”の設計と“繋ぎ”の設計、すなわち、「施設計画」と「ロジスティクス設計」の融合を

試みる。

副題

教科書 教科書：「Ｆａｃｉｌｉｔｉｅｓ Ｐｌａｎｉｎｇ」

最近のトピックに応じて、資料配布

・SCM ・グローバルSC など

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 経営システム工学科 学部３年 「施設計画」「ロジスティクス」を履修していることが望ましい

【担当教員連絡先等】

吉本 一穂 (kazuho@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 254/668 ページ



科目名付クラス名 企業経営論研究

科目キー 360118R019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村山 徹 大野 高裕

年度

授業概要 グローバル競争の激化、株主構成の構造的変化の中で、企業はより確実な成長に向けて改革を進めている。

昨今、企業の業績は回復してきているが、その多くは事業のリストラクチャリング等のコスト削減型によるものであ

り、今後は、需要創造型への以降を強く求められている。当授業では、下記のような論点を中心に進める。

ー企業と書くステークホルダー（株主・顧客・従業員）との関係

ー需要創造に求められる「顧客」を軸にした改革

ー改革を進めるための組織/体制など

シラバス 第1回 ・・・日本企業をとりまく環境

第2回 ・・・「企業と株主」関係の変化と挑戦

第3回 ・・・「企業と顧客」関係の変化と挑戦

第4回 ・・・「企業と従業員」関係の変化と挑戦

第5回 ・・・顧客指向の変遷

第6回 ・・・顧客指向で企業が学んだこと

第7回 ・・・ＩＴ投資の現状と課題

第8回 ・・・Ｍ＆Ａの現状と課題

第9回 ・・・人材育成の現状と課題

第10回目以降・・・課題発表

副題

教科書

参考文献

評価方法 成績評価はレポート提出にて行う。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 255/668 ページ



科目名付クラス名 人間生活工学研究

科目キー 360118R020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松原 明哲

年度

授業概要 経営システム工学分野における人的要素の要素特性の解明と記述、及び、それに基づくシステム設計方法論の研

究開発を行う。具体的には、人間の自然な行動のモデル化を行い、主に以下の領域について具体的な展開検討を

行う。

１．ヒューマンエラー防止等安全向上のためのヒューマンファクターズの方法論

２．技能継承、技術教育等の産業教育方法論

３．ユーザビリティ、ユニバーサルデザインなど、生活者視点における製品設計

４. 情報デザインなど情報環境設計

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 輪講での発表、演習評価による。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 256/668 ページ



科目名付クラス名 応用確率過程研究

科目キー 360118R050

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 逆瀬川 浩孝

年度

授業概要 経営システム工学分野での確率モデルおよび確率過程モデルについて研究を行う。具体的には、マルコフモデル、

待ち行列モデル、シミュレーションモデルなどに関して方法論的な研究と、実際の状況で現れる確率現象をモデル

化し、問題解決を模索する実証研究がある。適用分野としては通信ネットワークシステムの性能評価、携帯電話網

の設計問題、生産システムの最適設計問題、金融工学におけるリスクの分析などがある。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

逆瀬川 浩孝 (sakas@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 257/668 ページ



科目名付クラス名 システム論研究

科目キー 360118R051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 真吾

年度

授業概要 経営システム工学において必要とされるシステム思考とそれに基づく方法論およびその実践を研究する。研究領域

としてはハードシステムアプローチからソフトシステムアプローチまで幅広く扱う。特に，組織，社会，経済などの複雑

なシステムの環境適応の問題へのエージェント指向の枠組みによる数理的，計算論的なアプローチ，技術評価への

システムアプローチの開発，エージェントに基づく適応システム理論の開発をおもに行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

高橋 真吾 (shingo@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 258/668 ページ



科目名付クラス名 統計科学研究

科目キー 360118R052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 靖

年度

授業概要 次のアプローチにより，数理的な側面と計算機を用いた側面から研究を行う．

１．応用に役立つデータ解析方法の新たな開発

２．既存のデータ解析方法の性能の研究

３．既存の方法論の新たな適用分野の開拓とそのための改良

４．既存の方法論のアルゴリズムやプログラムの開発

５．様々な方法論を用いた実証的研究

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 259/668 ページ



科目名付クラス名 情報数理応用研究

科目キー 360118R053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 平澤 茂一

年度

授業概要 情報理論とその応用に関する研究を行なう。情報の高信頼化・圧縮・保護など情報そのものの性質を対象とする

他，フォールトトレラントコンピューティング，情報検索システムなどへの応用を図る。また，情報システム，特に知的

情報処理システム実現のための数理応用，ならびに方式開発の研究を行なう。不確実な知識の処理，ならびに機

械学習を取り上げる。大規模データベースからの知識発見を目的とするデータマイニングやテキストマイニングなど

の発見的学習も取り上げる。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

平澤 茂一 (hirasawa@hirasa.mgmt.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 260/668 ページ



科目名付クラス名 知識情報処理研究

科目キー 360118R054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松嶋 敏泰

年度

授業概要 人間の高度で複雑な情報処理機能の要素である記憶，学習，演繹等について情報及び数理的立場から研究を行

う。経営工学において人間も含む複雑な系に対する様々な決定，判断は重要な研究課題であり，それらの問題にた

いして基礎と応用の両面から研究を行っていく。情報理論，統計的決定理論，数理論理学，計算理論，制御理論等

の数理を基礎理論とし，狭義の人工知能分野だけでなく，情報システムや通信システムをはじめ様々な応用分野に

ついて研究をすすめる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

松嶋 敏泰 (toshi@matsu.mgmt.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 オペレーションズリサーチ研究

科目キー 360118R055

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 森戸 晋 今泉 淳

年度

授業概要 組合せ最適化・線形計画を中心とする数理計画法，スケジューリング，離散型シミュレーション等の理論を研究し，

それらの技法の適用対象として，主としてロジスティクスやスケジューリングにおける応用分野を開拓し，解法の開

発，開発された解法の評価，実用上の問題点の検討を行う。また，具体的な応用事例に対して最適化技法やシミュ

レーションが問題解決にいかなる情報を提供できるかを明らかにする。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

森戸 晋 (morito@morito.mgmt.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 262/668 ページ



科目名付クラス名 比較建築史方法研究

科目キー 360119S010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中川 武

年度

授業概要 建築の歴史的考察を通して、建築表現と設計方法および設計技術の体系との関連を追究する。建築史学的方法の

探求としての建築の歴史概念の創造を目標とする。考察の対象は主として伝統的な日本建築、東南アジアを中心と

したアジアの建築、およびエジプト建築など。

シラバス 指導教授の指示に従う

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

中川 武 (nakag@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 263/668 ページ



科目名付クラス名 建築社会論研究

科目キー 360119S011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 修武

年度

授業概要 さまざまな社会・文化的状況に対して、建築がどのような関係性をもってきたかを、古今の事例を通して考察し、現代

の建築がどのような状況に置かれているのかを、歴史的な視座のもとに研究する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

石山 修武 (ishiyamalab@ishiyama.arch.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 264/668 ページ



科目名付クラス名 建築空間論研究

科目キー 360119S012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 古谷 誠章

年度

授業概要 人間と建築、建築と都市、都市と自然環境の関係の中に、人間の生活空間がいかに築かれるべきか、風土に学

び、過去の事例に学びながら、新しい建築の創造を目指して、様々な空間デザイン手法の研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 265/668 ページ



科目名付クラス名 建築意匠論研究

科目キー 360119S013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 入江 正之

年度

授業概要 近代の建築家たちの人と作品、また建築の近代化の過程におけるスペイン・カタロニアのＡ・ガウディや同時代の建

築家たちの創作態度に関する研究に依拠しながら、建築各種施設のデザイン研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 266/668 ページ



科目名付クラス名 建築情報論研究

科目キー 360119S014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡辺 仁史

年度

授業概要 建築空間を利用する人間の行動モデルの研究および設計への情報システム利用の研究を中心とし，単に施設の使

われ方を調査するだけでなく，それを設計にフィードバックするための理論を追求する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

渡辺 仁史 (hitoshi@arch.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 都市設計・計画研究

科目キー 360119S015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 滋

年度

授業概要 都市空間の設計とその基礎となる都市計画の全体に関する方法論を、現代社会における参加と協働を基礎に確立

するための研究を行う。地域社会を基盤とした都市づくり、まちづくりの実践的な研究を、演習等と関連付けながら、

現場のまちづくり、都市設計・計画に直接に関わる中から、個人の研究テーマを設定し、修士論文、あるいは修士設

計・計画として完成させる。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 景観・地域デザイン研究

科目キー 360119S016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 春彦

年度

授業概要 都市・地域の構成原理やその可視的形象としての景観を背景となる風土・歴史・社会的文脈に照らして解明し、景

域計画と景観設計の基礎を理解する。前者はこれまで断片的になりがちであったまちづくりの成果の総合化・体系

化へと応用され、市町村における総合計画や都市計画マスタープランなど、部分から全体を構築する計画論へと展

開する。後者は考現学や発見的方法といったフィールドワークを中心に据えたアプローチ方法を継承しながら、新技

術の導入によるメディア考現学と発見的ワークショップの援用による具体の都市施設設計へと展開する。いずれも、

具体的なまちづくり・地域づくりを通して、望ましい都市・地域の空間像・生活像・社会像を提示する実践的な学修を

すすめる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 269/668 ページ



科目名付クラス名 建築技術史・表現史研究

科目キー 360119S019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中谷 礼仁

年度

授業概要 革新的な建築の誕生の際、その背景には常に建築技術の新たな展開が見られた。この意味で建築技術史の探求

は、建築史研究の基礎を形成している。

建築の誕生を迎えた古代中近東建築の分析、あるいは東南アジアの遺構に関する研究など、西欧文化と非西欧文

化における建築の技術と表現の相対化を手がかりとして、幅広い建築表現の領野の開拓をめざす。

シラバス 多数の文献を渉猟するとともに、建物を実見することが何よりも大切である。既往研究の探索の仕方について詳述

し、また未刊行資料の入手の際に必要な、海外研究機関への手紙の書き方などについても触れる。

だがもっとも重要なのは、他の研究者へのマナーであろう。この基本的な点を繰り返し述べ、各々の研究の展開に

のぞんでもらいたい。

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

西本 真一 (nishimot@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 居住地設計・計画研究

科目キー 360119S020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 有賀 隆

年度

授業概要 自然環境・人工環境・社会環境の調和した，持続可能な都市と居住地の形成及びマネジメント（制御）をするため，

都市の主体としての人間活動を重視する基本的原則の下に，都市及び居住地環境の計画とマネジメント（制御）に

関して，地域主体や市民協働による社会システムを基盤とした複眼的・総合的な視点から、１）将来問題となる課題

と論文研究に関連する問題点を整理し，２）論文研究のテーマ設定の上で具体的な調査・分析・考察を行い，３）そ

れに基づく関連研究のレビューを幅広く行い，４）独創的で価値ある学術論文を作成するための輪講を行う。

関連キーワード

都市・居住地環境の国際比較分析・考察，地域連携の設計・計画論，持続可能な居住地環境の計画，市民協働と

公共圏

シラバス １）現代に生きるまち 佐藤 滋 他 彰国社 １９９０

２）住み続けるための新まちづくり手法 佐藤 滋 鹿島出版会 １９９５

３）美の条例 五十嵐 敬喜 他 学芸出版社 １９９８

４）街づくりの変革 蓑原 敬 学芸出版社 １９９８

５）パートナーシップによるまちづくり 秋本 福雄 学芸出版社 １９９７

６）人間のための屋外環境デザイン クレア・クーパー・マーカス／湯川 利和 他訳 鹿島出版会 １９９３

７）まちづくりの科学 佐藤 滋 編著 鹿島出版会 １９９９

８）都市計画国際用語辞典 国際用語研究会・日本都市計画学会監修 丸善 ２００４

９）まちづくりの方法 日本建築学会編著 日本建築学会 ２００４

１０）中心市街地再生と持続可能なまちづくり 中出文平＋地方都市研究会 学芸出版 ２００３

１１）まちづくりデザインのプロセス 日本建築学会編著 日本建築学会 ２００４

授業内容に沿った輪講（セミナー）を行う。

副題

教科書 関連資料は講義時間内に配布する。

参考文献

評価方法 小レポート：毎回の時間内に行う小レポートの作成と提出（20%）。

研究成果の報告と討論：各履修者の予定研究テーマに関連する調査・考察のレジメ作成及び報告（50%）。

研究討論：上記レジメの報告内容に基づく研究討論への参加，及びその内容（30%）。

備考 履修に必要な基礎知識について，都市計画分野の学部関連講義・演習を履修済みであることが望ましい。

オフィスアワーを設け，レジメ作成や研究討論に関する指導を行う。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 都市環境研究

科目キー 360119S051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾島 俊雄

年度

授業概要 建築・都市・社会システムのあり方とその実態を研究することで，特に問題が顕著化してきた地球環境問題から考え

た都市の環境問題を学ぶ。早稲田大学が東京都心に立地しているところから，世界最大の都市であり，最も過密な

東京の都市計画を環境面から捉え，エネルギー，水，風，緑に加えて人々の生活様式を展望した２１世紀型の東京

都市像を研究する。

学部においては，広域環境論などを選択しておくことが望ましい。

(1)現代社会・建築における防災的課題の分析

(2)防災対策の基礎としての火災現象のモデル化

(3)新しい防災技術・設計手法の基礎研究・試行的設計開発

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

尾島 俊雄 (toshio@ojima.arch.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 建築防災研究

科目キー 360119S052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷見 雄二

年度

授業概要 建築防災への現代的要請とその将来展望に応えるために，次 の３段階に係る研究を行い，解決

への接近を図る。研究手法としては実験，理論，調査，シミュレーション等がある。

現代社会・建築における防災的課題の分析

防災対策の基礎としての火災現象のモデル化

新しい防災技術・設計手法の基礎研究・試行的設計開発

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 建築環境研究

科目キー 360119S054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田邉 新一

年度

授業概要 建築環境に関する論文作成指導および研究指導を行う。建築環境に関連する研究分野における最新研究情報を

提供し，研究テーマに関する指導を行うとともに研究遂行のためのフローチャートを作成する。実験，計算などによっ

て得られたデータをどのように学術論文にまとめるかの指導を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

田邉 新一 (tanabe@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応答制御構造研究

科目キー 360119S057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西谷 章

年度

授業概要 「応答制御」をキーワードとして、制震・制振機構、免震機構をあわせた全体としての、応答制御構造システムの設

計に関わる諸問題を対象に、構造工学、地震工学、動的システム論、システム制御論を応用、融合して研究を行う。

アクティブ及びセミアクティブ応答制御構造の設計法、制御対象となる構造物のシステム同定とモデル化手法、制

震・制振・免震構造の性能評価等を研究テーマとして、建築のための応答制御のあり方と設計方法論について広く

研究を進める。さらに、この過程で得られた知見をもとに、建築構造物にふさわしい振動制御システムの開発等の

応用研究も行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 275/668 ページ



科目名付クラス名 建築生産研究

科目キー 360119S058

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 嘉納 成男

年度

授業概要 建築物を建設する上で必要になる技術及びマネジメント的な問題について研究を行う。先ず建設活動の基盤となる

産業の仕組みを研究するとともに、その発注・受注をめぐるマネジメント問題、さらには建設過程において必要となる

各種の計画・管理手法について研究を行う。また、建設をより適正に且つ効率的に実施するために、生産性の改

善、安全・環境・資源・廃棄物の問題について研究を行う。

シラバス (1)各自の研究テーマに従って、グループ及び個別にゼミを行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

嘉納 成男 (kano@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 276/668 ページ



科目名付クラス名 建築構法研究

科目キー 360119S059

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 幸夫

年度

授業概要 建築構法計画にかかわるテーマを設定し、研究を行う。主なものとして、ます建築性能に関するものがあるが、なか

でも特に建築寿命、耐用性、耐久性に関するものをこれまで重視してきた。また建築のライフサイクルマネジメントあ

るいは維持管理に関するものについても今後は重点的に扱う。研究方法としては、内外の基本的な文献調査のほ

か、アンケート調査や基礎資料の統計的分析、および実例分析を中心とする。

シラバス 各自のテーマに応じて、ゼミで発表を行なわせる。また研究の進め方などについて、適宜指導を行なうこととする。

副題

教科書 なし

参考文献 適宜指示する。

評価方法 ゼミへの出席およびゼミにおける発表内容により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 277/668 ページ



科目名付クラス名 連続体力学研究

科目キー 360119S061

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 前田 寿朗

年度

授業概要 弾性波動論ならびに信号処理理論に立脚し、地震学との学際的な領域から構造物の地震時挙動の解析までを総

合的に研究する。現在の研究テーマとして、断層モデルを用いた地震動シミュレーション、ウェーブレット解析を用い

た模擬地震動作成法、微動測定による表層地盤モデル同定、基礎と地盤の動的相互作用解析、シェル構造物の耐

震性の検討、組積構造物の崩壊過程の研究等がある。以上に関するテーマを各自が選択あるいは設定し、研究を

行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 278/668 ページ



科目名付クラス名 建築材料研究

科目キー 360119S062

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 輿石 直幸

年度

授業概要 建築各部を構成する材料の選定方法（材料設計），材料・部材の性質や性能の分析・評価方法，新機能の賦与およ

び性能の向上，建築物の劣化診断法，産業廃棄物の有効利用，建材の変遷などのテーマを設定し，文献研究，調

査または実験を主とした研究を行う．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 279/668 ページ



科目名付クラス名 地震工学研究

科目キー 360119S063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 眞

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 280/668 ページ



科目名付クラス名 建築構造計画研究

科目キー 360119S064

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西谷 章 大越 俊男

年度

授業概要 近代建築は、鉄とコンクリートの発達とともに変化してきた。戦後の建築様式は、モダニズム建築、ポストモダニズム

建築、ハイテク建築、多様性建築、デジタル建築へと変化してきた。最近では、建築様式を変える因子として、計算

機の高機能化と低廉化をあげることができる。構造計画の本質的な部材計画や骨組み計画は、変わっていないが、

性能設計に変わり、実務的には大きく変わりつつある。実施例を基に、企画段階から計画段階での構造の役割を研

究する。また、性能設計における目標性能とシミュレーション技術を中心に、鋼構造、鉄筋コンクリート造、PCコンク

リート造等の構造計画を研究する。

シラバス -

副題

教科書 -

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 281/668 ページ



科目名付クラス名 構造システム研究

科目キー 360119S065

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 新谷 眞人

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 282/668 ページ



科目名付クラス名 電力システム研究

科目キー 360120T010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩本 伸一

年度

授業概要 電力システムの解析，制御，運用手法の研究を行なう。現在用いられている技術の改善と将来用いられるであろう

技術の開発に主眼を置く。数値解析，システム工学等の適用も，具体的な電力システムを用いて考慮する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

岩本 伸一 (iwamoto@mse.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 283/668 ページ



科目名付クラス名 超電導応用研究

科目キー 360120T011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 敦士

年度

授業概要 超電導現象を利用した機器の開発と特性評価に関する研究を行う。主たる研究課題を挙げると、１）核融合用大電

流容量超電導導体・コイルの安定性、２）高温超電導導体・コイルの安定性、３）電力貯蔵用高温超電導コイルの開

発、４）バルク超電導体の電磁的特性、５）バルク超電導体の応用（浮上搬送装置、リニアアクチュエータなど）、６）

SQUID（超電導量子干渉素子）磁束計の応用（生体磁気計測、非破壊検査、地震予知）などである。応用機器の試

作・実験だけでなく、有限要素法などを利用した数値シミュレーションによる特性評価を並行して行う。研究成果は、

国内外における学会での講演や、査読付き論文への投稿を通じて行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

石山 敦士 (ishiyama@elec.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 284/668 ページ



科目名付クラス名 固体電子工学研究

科目キー 360120T012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇

年度

授業概要 新しい電子デバイス機能をめざした電子材料、および固体内電子の動的現象の研究を目的とする。具体的には、

(1)銅酸化物超伝導体の電子構造、(2)層状構造物質の電荷密度波の電子状態、(3)高機能熱電変換材料の探索、

(4)希薄磁性半導体および強磁性微粒子の磁気抵抗効果、(5)CVDによるZnS/Siヘテロ接合、を主テーマとしてい

る。各人が、適度な独立性と関連性を有する各自のテーマをもって研究を行う。

シラバス 毎週の研究室ゼミで、各自の研究の進捗状況をプレゼンテーションする。研究成果を学会で発表する。

副題

教科書 各種原著論文。

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点・(学会における研究発表。)

備考 【担当教員連絡先等】

尾崎 肇 (ozaki@ozaki.elec.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 285/668 ページ



科目名付クラス名 誘電体材料研究

科目キー 360120T013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大木 義路

年度

授業概要 「誘電体」は禁制帯幅の広い物質であり「光の時代」にとってきわめて重要であると同時に、絶縁材料としていつの

時代にも重要な材料である。本研究では、光ファイバ、光導波路、フォトニッククリスタル、電力用高分子絶縁材料

(特に生分解性高分子、高分子ナノコン)、非晶質誘電体を対象に、基礎的電気電子物性、光物性について研究を行

う。特に、高電界やレーザ光、イオン、放射線などの照射下での電子の挙動の解明や、そこで生じる現象を応用した

デバイス開発を目的とした研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

大木 義路 (yohki@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 286/668 ページ



科目名付クラス名 フォトニクスA研究

科目キー 360120T014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 勇

年度

授業概要 本研究は高周波から光波に至る領域の電波（主として光波）と物質との相互作用の理論的解明とその各種の応用

について研究する。その１は光子工学（フォトニクス），すなわち各種のレーザ，光量子電子工学，電気磁気光学，光

ＩＣ，光通信，光コンピュータなどのレーザ応用であり，その２は前述の応用を広げるための新材料，すなわち光子材

料の作製法の研究であり，ここでは主として，当研究室で研究開発してきたマイクロ波プラズマＣＶＤ装置を用いて，

半導体，金属，誘電体，アモルファス，高分子材料などの光子材料としての各種薄膜の作製法の研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 287/668 ページ



科目名付クラス名 フォトニクスB研究

科目キー 360120T015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇高 勝之

年度

授業概要 フォトニクスを基礎学問分野として、半導体レーザ、光スイッチ、半導体非線形素子などの新規半導体フォトニックデ

バイスや非線形半導体材料としての半導体量子構造や光機能材料の開発を設計から基礎評価・作製まで一貫した

研究を行う。さらにフォトニックネットワークへの適用を念頭に、光集積スイッチングデバイス・システム応用の研究を

行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

宇高 勝之 (utaka@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 288/668 ページ



科目名付クラス名 コンピュータ援用電磁工学研究

科目キー 360120T016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 種々の電磁応用機器とその制御に関するシステム全体としての最適化を研究テーマとする。特に、電磁現象の数値

解析などに代表されるCAE（Computer Aided Engineering）技術を駆使し、さらにパワーエレクトロニクスに基づくエネ

ルギー変換・機器の駆動制御技術も含め、電磁現象の工学的応用・新規適用分野の開拓に関して総合的に研究を

おこなう。具体的な研究対象は、回転機、磁気浮上列車、エネルギー貯蔵装置、電磁誘導加熱装置などをはじめ電

磁現象に基づく機器全般にわたり、特に次世代に向けての資源・環境・福祉医療問題を考慮し、電気自動車、太陽

光／風力発電システム、磁気シールド、医療関連機器なども取り上げる。また機器関連以外に、数値解析技術に基

づく生体の現象解明として、心筋細胞における興奮伝播現象などの解明にも取り組む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 289/668 ページ



科目名付クラス名 学習型信号・情報処理システム研究

科目キー 360120T017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松本 隆

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 290/668 ページ



科目名付クラス名 アドバンス制御研究

科目キー 360120T018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 亮

年度

授業概要 ロボット，航空機，スペースヴィークル，船舶等に代表される実際のシステムには，数理モデルとして厳密に記述す

ることが困難な部分（不確かさ）が常に存在する。本研究では，このような不確かさを有する実際のシステムをより良

く制御することを目的に，モデリング，数理的制御理論，およびそれらの応用という三つの観点から研究をおこない，

新しい制御工学の実現を目指す。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

渡邊 亮 (ryo_watanabe@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 291/668 ページ



科目名付クラス名 インテリジェント制御研究

科目キー 360120T019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 健康

年度

授業概要 情報は制御するために収集・処理され、制御は情報に基づいてなされるという観点から、制御の方法論とその応用

を研究する。より具体的な研究課題は、確かなモデル・不確かなモデル、大域的モデル・局所的モデル、むだ時間を

含むモデルなどの制御対象のモデリングにおける情報処理法、それらのモデルとオンライン情報に基づく最適化制

御、予測制御、ゲーム理論的制御、適応制御、学習制御などの制御法である。実システムにおける具体的な制御問

題の解決とそこで生まれる情報処理・制御手法の普遍化が研究の両輪である。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

内田 健康 (kuchida@uchi.elec.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 292/668 ページ



科目名付クラス名 情報学習システム研究

科目キー 360120T020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村田 昇

年度

授業概要 データに内在する構造や性質を捉えることを目的とする「学習」を統計的・幾何学的に取り扱うことによって基本的・

普遍的な特性を調べるとともに，その工学的応用を研究する。

テーマは

１ on-line学習の統計的解析とその改良

２ 学習機械の構造の最適化（model選択，pruning，growingなど）

３ 集団学習による非大域的な学習法とその応用

４ 適応的に学習則を獲得する高次学習とその応用

５ 独立成分分析とその応用

６ 生体計測信号処理（脳波，脳磁図，筋電など）

等である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 293/668 ページ



科目名付クラス名 神経薬理研究

科目キー 360120T022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 重信

年度

授業概要 脳機能の解明は現在残されたフロンティアな研究部門である。我々は精神―神経―薬理という流れで、研究に取り

組んでいる。精神分裂病の研究がクロルプロマジンの発見によって格段に進んだように、脳機能解明に薬という武

器を積極的に用いる戦術である。我々は現在以下の研究項目について研究を進めている。（１）サーカディアンリズ

ム機構の分子基盤から行動表現へいたる仕組みの解明（２）体内時計と生活習慣病の関連性の研究（３）時刻認知

学習機構の解明（４）うつ病、不安のモデル動物の開発（５）精神異常誘発物質の作用機構解明。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 294/668 ページ



科目名付クラス名 神経化学研究

科目キー 360120T024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 宏子

年度

授業概要 神経細胞が刺激を受けた後には様々な反応が起こるので、そうした反応を生化学的に分析する。主に、プロテイン

キナーゼによるタンパク質リン酸化は重要な役割を担っていることが分っているので、どのような刺激によりどういっ

たタンパク質がリン酸化されるかを二次元電気泳動で解析する。また、刺激受容後、新たなタンパク質間の相互作

用が見られるようになると考えられるので、これを抗体を利用して解析する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 295/668 ページ



科目名付クラス名 構造生物学研究

科目キー 360120T025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 胡桃坂 仁志

年度

授業概要 構造生物学を基本学問分野として、生命現象の根幹であるゲノムDNA(染色体DNA)の複製や修復、遺伝子発現調

節などのDNA機能発現の分子機構に関する一貫した研究を行う。また、染色体DNA安定維持に重要なDNA組換え

修復機構のメカニズムに関する研究を、DNA組換え修復装置および染色体自身の構造・機能解析を通して行い、遺

伝情報を担うゲノムDNAの安定維持機構を理解する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 296/668 ページ



科目名付クラス名 生命システム研究

科目キー 360120T027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高松 敦子

年度

授業概要 構成要素が集合し、互いに作用した結果生じる「生き生きとしたシステム」のダイナミクス（メカニズム）について研究

を行う。 その手法として、システム生物学、複雑系の科学、非線形科学の視点に基づき、生物に係わる要素集団的

挙動について、実験と理論の両側面から理解することを目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

高松 敦子 (atsuko_ta@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 297/668 ページ



科目名付クラス名 細胞分子ネットワーク研究

科目キー 360120T028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩崎 秀雄

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 298/668 ページ



科目名付クラス名 分子細胞生物学研究

科目キー 360120T029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 岡野 俊行

年度

授業概要 生体を構成する細胞や分子の働きを理解するための実験を行う。具体的には、各自の研究テーマに沿った実験の

立案、ならびに研究テーマを他人に説明する能力・知識・技術を身につけさせる。同時に、必要な実験技術の習得、

および実験結果の考察と議論を実践する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 299/668 ページ



科目名付クラス名 半導体工学研究

科目キー 360120T030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 300/668 ページ



科目名付クラス名 知覚情報システム研究

科目キー 360121U012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 哲則

年度

授業概要 人間の知覚を伴う情報処理機能を持つ機械システムの実現に向けて，その基礎となるパターン認識，人工知能，認

知科学等の理論研究を行うとともに，実システムの試作を行う。応用対象としては，音声理解，画像理解等を中心と

したヒューマンインタフェースシステム，知能ロボットなどを取り上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 301/668 ページ



科目名付クラス名 メディア情報工学研究

科目キー 360121U013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 周司

年度

授業概要 計算機のハードウエアおよびソフトウエア技術の発展により，数値、意味・知識の情報処理から、人間の感性にかか

わる情報処理への技術的な展望もなされようとしている。しかしながら，感性的な情報の扱いの基礎理論について

は未だ充分な体系化がなされていないのが現状である。この科目では，画像処理，音響・音楽処理、マルチメディア

処理、人間共存ロボットなどの具体的な問題に理論及び実験の両面から取り組み，メディア情報技術およびヒュー

マン・マシンおよびヒューマン・ヒューマンコミュニケーションの本質を考究する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

橋本 周司 (shuji@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 302/668 ページ



科目名付クラス名 情報生成システム研究

科目キー 360121U014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 誉田 雅彰

年度

授業概要 人間による情報生成処理機能の機械システム実現に向けて、音声と運動を対象として情報生成処理の計算モデル

に関する研究を行う．具体的には、音声のデジタル符号化、音声合成、発話系モデル、運動パターン生成、知覚系

と生成系の統合などを取り上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 303/668 ページ



科目名付クラス名 画像情報研究

科目キー 360121U021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 甲藤 二郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 304/668 ページ



科目名付クラス名 ワイヤレスコミュニケーション研究

科目キー 360121U022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高畑 文雄

年度

授業概要 陸上移動通信、衛星通信、ディジタル放送などを中心とした各種無線情報通信（ワイヤレスコミュニケーション）ネット

ワークに関して、システム構成、ネットワーク制御、ディジタル無線伝送技術、電波伝搬特性の解析などの基盤技術

の確立に向けて研究する。研究項目の具体例として、熱雑音やフェージング環境下を対象とした、直交周波数分割

多重方式、周波数拡散通信方式、誤り訂正技術、ダイバーシチ技術、モバイルインターネットなどから構成される次

世代移動通信システムの開発、周回衛星通信システムにおける衛星配置や回線割当てに関する最適化アルゴリズ

ムの開発、電波干渉などの電波伝搬特性に関する解析、アドホックネットワークを対象としたルーティングアルゴリズ

ムの開発などが挙げられる。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

高畑 文雄 (fu@takahata.comm.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 305/668 ページ



科目名付クラス名 情報ネットワークシステム研究

科目キー 360121U023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 尚久

年度

授業概要 情報ネットワークにおけるセキュリティ、通信品質の観点から、ユーザと端末間ならびに端末とネットワーク間のイン

タフェース技術の基礎と応用に関する研究を行なう。特に、エレクトリックコマース、情報配信等のサービスを提供す

るネットワークシステムの機能と構成を念頭に置き、必要とされるユーザインタフェースとネットワークインタフェース

に関する考察を進める。具体的な研究項目としては、個人認証方式と通信プロトコル、新たなヒューマンインタフェー

スへの応用を目的としたメディア処理と符号化方式、安全性と品質を考慮したネットワーク制御等が挙げられる。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

小松 尚久 (komatsu@kom.comm.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 306/668 ページ



科目名付クラス名 情報システム工学研究

科目キー 360121U024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 滋樹

年度

授業概要 情報システム，特にコンピュータ・ネットワークに代表される『巨大で複雑なシステム』を対象として研究する。具体的

にはインターネットの新しい応用、測定法ならびに動作の解析法、障害を未然に防ぐ技術、不正侵入を防ぐセキュリ

ティ技術の研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

後藤 滋樹 (goto@goto.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 307/668 ページ



科目名付クラス名 情報数理工学研究

科目キー 360121U030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大石 進一

年度

授業概要 情報通信工学の問題の本質をなす数理的な構造を抽出し，問題解決を行うための情報システム構築を行うことを目

標に研究を行う。現在は，数値計算の精度を保証する精度保証附き数値計算の研究を主テーマとしている。精度保

証附き数値計算による計算機援用証明のためのソフトウエアシステムの構築にも重点を置いている．可積分系の理

論に基づく高性能アルゴリズムの構築，カオス系を含む数理的問題の計算機援用証明，並列分散数値計算システ

ムの構築などもテーマである。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

大石 進一 (oishi@oishi.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 308/668 ページ



科目名付クラス名 数値解析研究

科目キー 360121U031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

授業概要 精度保証付き数値計算と呼ばれる，計算を行うと同時にその結果の誤差評価を行うような新しい数値計算技法に

関する研究を行う。区間解析，自動微分などを基礎とし，既存の数値計算法を全て「精度保証化」することが目標で

ある。また，精度保証付き数値計算法の普及をめざして，汎用のソフトウェア・パッケージを作成・公開する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

柏木 雅英 (kashi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 309/668 ページ



科目名付クラス名 環境量子情報機構研究

科目キー 360121U032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 入江 克

年度

授業概要 映像処理技法と確率量子アルゴリズムを基礎に、生殖細胞の確率的運動過程・発生過程における環境電磁界への

応答を調べる。世代を超えた生命系保護に関する実験研究である。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

入江 克 (irie@elec.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 310/668 ページ



科目名付クラス名 並列知識情報処理研究

科目キー 360121U033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上田 和紀

年度

授業概要 並行・並列・分散処理、知識情報処理、インタラクティブ・システム、およびそれらに関わるプログラミング言語とプロ

グラミングの根幹技術の理論的・実践的研究。従来の手法では達成困難な機能、性能、信頼性をもったソフトウェア

を構築するための、新たなプログラミングパラダイム、言語、方法論、処理方式等の開発を行なう。理論と実際との

有機的関連づけを重視する。

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

上田 和紀 (ueda@ueda.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 311/668 ページ



科目名付クラス名 計算知能研究

科目キー 360121U034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松山 泰男

年度

授業概要 計算知能（Computational Intelligence）一般についての研究を行う．法としては，データに基づく記号処理的学習アル

ゴリズムと非記号処理的学習アルゴリズム（コネクショニズム的，パターン情報処理的学習）の両者を用いる．れら

の設計，統合，応用に向けて，知的で高度な知能（エージェント）の実現を目指す．ソフトウェアによる実現のみに限

らず，ハードウェア化も視野に入れて研究を進める．

シラバス 各自のテーマに対応した文献を指示する．

履修者はそれに基づいて内容を深め，研究発表を行う．

副題

教科書 各自のテーマに応じて，文献を指示する．

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考 【担当教員連絡先等】

松山 泰男 (yasuo2@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 312/668 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア開発工学研究

科目キー 360121U042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 深澤 良彰

年度

授業概要 高い信頼性をもったソフトウェアを容易に開発するための各種の思考法、方法論、ツール等に関する研究を行う。対

象とするソフトウェアには、一般的なビジネスアプリケーションの他に、コンパイラの内部における最適化ソフトウェ

ア、コンピュータハードウェアの設計など特定ドメインに属するソフトウェアも含む。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

深澤 良彰 (fukazawa@fuka.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 313/668 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア環境研究

科目キー 360121U043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 筧 捷彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 314/668 ページ



科目名付クラス名 情報構造研究

科目キー 360121U050

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 洋一

年度

授業概要 新しいコンピュータの応用ならびにそれを効率的に実現するためのソフトウェア・ハードウェア技術について研究を行

う。特に分散・並列処理の新しい応用であるPower GRIDならびにその後継としてのKnowledge GRIDのための技術開

発に主眼を置く。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

村岡 洋一 (muraoka@muraoka.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 315/668 ページ



科目名付クラス名 分散システム研究

科目キー 360121U051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 達夫

年度

授業概要 分散システムは地理的な離れたコンピュータを扱うための技術である。近年, ネットワークの発達により孤立したコ

ンピュータというものはなくなり、すべてのコンピュータは分散システムであると考えることができる。さらに, コン

ピュータが我々の環境に入り込んでくることにより分散システムの研究はますます重要となる. 本講義では実際にシ

ステムを構築する研究をおこなうことにより分散システムを構築するための技術の習得を目指す。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

中島 達夫 (tatsuo@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 316/668 ページ



科目名付クラス名 アドバンスト・コンピューティング・システム研究

科目キー 360121U052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 笠原 博徳

年度

授業概要 並列・分散処理コンピュータアーキテクチャ，並列・分散処理ソフトウェア及びそれらの応用に関する世界最先端の

研究を行うことを目標とする。具体的には，今後のプロセッサアーキテクチャの主流となると考えられるチップマルチ

プロセッサ、それをベースとした超高性能コンピュータ（スーパーコンピュータ），ハードウェアの能力を最大限に引き

出しさらに簡単に高性能コンピュータを使いこなせるようにする自動並列コンパイラ，並列コンピュータをネットワーク

接続したクラスタコンピューティング及びグローバルコンピューティング等の並列分散コンピューティングまでのキー

テクノロジーとなるスケジューリング・アルゴリズム，アーキテクチャとソフトウェアの協調及びVLSIシミュレーション・

バイオインフォマティクスなど各種応用技術について研究する。

シラバス

副題

教科書 最先端の学術論文、出版物、来学海外研究者の講演資料等

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

笠原 博徳 (kasahara@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 317/668 ページ



科目名付クラス名 並列・分散アーキテクチャ研究

科目キー 360121U053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山名 早人

年度

授業概要 並列・分散処理の高速化、高度化を中心とした研究を展開する。研究実施にあたっては、内外の研究開発動向の調

査を踏まえ、処理性能の高速化・高度化のための、問題点の抽出、方法論の開発、実証実験、評価を行う。以上を

通して、並列・分散アーキテクチャ研究における基礎知識と新知見創造のための基礎能力を練成する。題材として

は、プロセッサアーキテクチャ、並列アーキテクチャ、分散アーキテクチャ、さらに、各々のアーキテクチャ向けの並

列・分散化コンパイラ技術、データマイニング、情報検索技術、バイオインフォマティクスを対象とした高速化・高度化

までを対象とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 ■指導期間中、１年間に１回以上の外部発表・論文投稿（研究会レベル以上であること。なお、査読付き国際会議、シ

ンポジウム等が望ましい）が必須。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 318/668 ページ



科目名付クラス名 情報アーキテクチャ研究

科目キー 360121U054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大附 辰夫

年度

授業概要 回路理論，電子回路，情報回路，計算機プログラミング，信号処理，等が修得されていることを前提として，これらを

応用して情報通信処理アーキテクチャをシステムLSIによって構成するための設計手法とそれを応用したシステムに

関する研究を行う。具体的な課題として、画像処理システムLSIのハードウェア／ソフトウェア協調設計、通信処理シ

ステムLSIの高位合成アルゴリスム、FPGAの設計手法と応用、CAM(連想メモリー)システムの設計手法と応用、性

能指向レイアウト設計、モバイル環境における通信プロトコルとセキュリティ、地図情報処理システムなどが挙げら

れる。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 319/668 ページ



科目名付クラス名 設計解析システム研究

科目キー 360121U055

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生

年度

授業概要 情報通信システムの構成素子であるＬＳＩからコンピュータを結 ぶネットワークまで幅広い範囲からテーマを選び，シ

ステ設計と解析、ならびに、計算機支援設計（CAD: Computer-Aided Design）手法に関して，基礎理論から実践的な

応用までの研究を行う。回路理論，計算機プログラミング、コンピュータ・アーキテクチャなどが修得されていることが

前提となる。研究対象となるシステムとしては，画像処理プロセッサ，ネットワークプロセッサ，ＦＰＧＡ，ゲノム解析な

どが挙げられる。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

柳澤 政生 (myanagi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 320/668 ページ



科目名付クラス名 先端プロセッサ構成研究

科目キー 360121U056

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 木村 啓二

年度

授業概要 携帯電話やゲーム機などの組み込み機器から、スーパーコンピュータまで使用されうる最先端のマイクロプロセッサ

を、そのアーキテクチャ（構成法）とソフトウェアの両面から研究する。より具体的には、プロセッサの全体構成、各構

成要素とその接続方法、低消費電力化、コンパイラやオペレーティングシステムとのインタフェースに関して、包括的

に取り組む。

シラバス

副題

教科書 最新の学術論文・出版物等

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

木村 啓二 (kimura@apal.cs.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 321/668 ページ



科目名付クラス名 情報システム設計研究

科目キー 360121U057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望

年度

授業概要 SoC(システム・オン・チップ)設計から大規模ネットワーク構築に至るまで，広い意味での情報システム設計，情報シ

ステム解析ならびに計算機支援設計(CAD: Computer-Aided Design)に関して，基礎理論から応用設計までを研究

する．具体的な課題として，画像処理SoCや画像処理プロセッサ，通信処理プロセッサ，リコンフィギャラブルシステ

ム，FPGAなどの設計/解析ならびに設計手法に関する研究，通信プロトコル，移動体通信システム，地図情報処理

システムの設計/解析ならびに設計手法に関する研究などが挙げられる．

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 322/668 ページ



科目名付クラス名 パターン理解

科目キー 360121U212

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 哲則 榑松 明

年度

授業概要 「パターン理解」は，機械に視覚，聴覚などの機能を与え，外部環境を認識させる基本技術である。本講義では、音

声・画像の認識技術を中心に，特徴抽出，パターン識別，適応の各基本手法を解説する。特に近年重要性が再認

識されている統計的パターン認識の考え方に重点を置き，パラメータの最尤推定，EMアルゴリズム，MAP推定など

の基礎と応用事例を解説する。

シラバス ( 1) 導入

( 2) 主成分分析と独立成分分析

( 3) 線形識別

( 4) ニューラルネットワーク と SVM

( 5) 確率的パターン認識林

( 6) ベイズ推定

( 7) 音声の特徴

( 8) スペクトル分析

( 9) DTWによる時系列パターンの認識

(10) HMMによる時系列パターンの認識

(11) 音声合成

(12) 韻律

1-6 を小林が，7-12を榑松が担当

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 学部科目と合併授業

関連ＵＲＬ: http://www.pcl.cs.waseda.ac.jp/~koba/class_info/pa

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 323/668 ページ



科目名付クラス名 メディア情報工学特論

科目キー 360121U214

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 周司

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 324/668 ページ



科目名付クラス名 メディアシステム技術基礎論

科目キー 360121U226

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 富永 英義 小宮 一三 淺谷 耕一

年度

授業概要 ブロードバンドインターネット、モバイル、ユビキタスネットワークの進展とともに、メディアシステム・サービスの研究

が活発化している。特に通信と放送の融合に関わる新サービスが注目されている。

本講義ではメディアシステムの現状や研究課題の習得を目指し、基礎技術と応用システムを取り上げる。本講義は

以下の項目から構成される。

（１）メディアシステムの動向、研究課題、授業で取り上げる範囲

（２）メディアシステム要素技術

・デジタルカメラ、薄型ディスプレイ、ハイビジョンDVDなどの入出力ハードウエアの基礎原理と最新動向

・画像認識のアルゴリズムと応用装置

・映像の高能率圧縮符号化のアルゴリズムと国際標準化動向

（３）コンテンツ流通技術

・ブロードバンドインターネット、モバイル、ユビキタスのネットワーク構成、プロトコル、品質

・マルチメディアデータベースの構成と検索技術

・バイオメトリクスやネットワークセキュリティ技術の原理と性能

・コンテンツの権利システム

（４）技術課題の解決策と将来のメディアシステムに向けた討論

シラバス 初回ガイダンスを４月１０日（月）１６：４０から５１号館７０６ゼミ室で行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 本授業は、月曜５時限設定であるが、開始・終了時間を２０分遅らせて、16:40-18:10にする。

履修希望者多数の場合は、抽選を行うことがあるので、注意すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 325/668 ページ



科目名付クラス名 情報通信プロトコル特論

科目キー 360121U227

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 富永 英義

年度

授業概要 情報通信分野におけるシステムには様々な通信形態がとられているが，情報の授受にはプロトコルが深くかかわっ

ている。特に，最近の技術の向上，通信機能の高度化により，新しい通信サービスには新しいアーキテクチャに基

づく開発が行なわれている。製品の普及，相互接続性の確保のため，様々な視点からプロトコルの標準化(デジュア

標準とデファクト標準)が行われている。

本講ではこのような通信環境における情報通信システムとプロトコルの係わりについて，プロトコルの役割，背景，

基本機能，種類，具体的例の概要と特徴，課題，現状の問題点等について講義する。

シラバス 1.情報・通信プロトコル概要

1 プロトコルの基本機能と役割

2 プロトコルの変遷

3 プロトコルの大系(OSIプロトコルの基本)

2.情報・通信プロトコルの具体例とその概要

ネットワーク関連プロトコル

1 ISDN，LAN，無線，衛星通信，インターネットにおけるプロトコル

ネットワークに独立なプロトコル

2 赤外線通信プロトコル

3 マルチメディア通信プロトコル

4 テレマティークプロトコル

3.情報・通信プロトコルの課題

1 プロトコルの標準化，規制と普及推進

2 プロトコルの高度化と相互接続性の確保

3 通信，放送，コンピュータのプロトコルアーキテクチャ

副題

教科書 プリントを配布

参考文献

評価方法 レポート，出席

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 326/668 ページ



科目名付クラス名 精度保証数値計算

科目キー 360121U230

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大石 進一 中谷 祐介

年度

授業概要 数値計算の過程で生じるすべての誤差を厳密に評価して，数学的に正しい結論を導くための数値計算技法である

精度保証附き数値計算の体系について講述する。まず，IEEE754の倍精度浮動小数点規格について説明し，数値

計算の丸め誤差の評価のために著者が開発した高速な計算法について解説する。これをベースとして，次に，数値

線形代数の高速精度保証理論を体系的に講述する。連立一次方程式系，固有値問題などが主要テーマとなる。引

き続いて，計画問題の双対定理を利用した精度保証法，数値積分，微分方程式の精度保証，自動微分などの技法

について講義する。更に，初等関数の高速精度保証の技法について講義し，非線形系の精度保証の理論とその高

速なインプリメンテーションにおいて必要となるハードウエアの標準化の問題を明らかにする。

シラバス (1)--

副題

教科書 大石進一：精度保証付き数値計算(コロナ社)2000

大石進一：非線形解析(コロナ社)1997

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考 【担当教員連絡先等】

大石 進一 (oishi@waseda.jp) 中谷 祐介

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 327/668 ページ



科目名付クラス名 数値解析特論

科目キー 360121U231

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

授業概要 区間解析，自動微分等の数値解析における新しいトピックスについて講義を行う。また，近年計算を行うと同時に計

算結果の誤差評価を行なう精度保証付き数値計算の技術が急速な進歩を遂げているが，この分野についても解説

する。

シラバス (1)数値計算法概説

(2)計算機における数値の表現法

(3)区間解析

(4)ニュートン法とその周辺

(5)自動微分法と区間解析

副題

教科書 大石進一：非線形解析入門，コロナ社

参考文献

評価方法 レポート，出席

備考 【担当教員連絡先等】

柏木 雅英 (kashi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 328/668 ページ



科目名付クラス名 分散システム特論

科目キー 360121U251

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 達夫

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 329/668 ページ



科目名付クラス名 ネットワーク・アプリケーション

科目キー 360121U253

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山名 早人

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 330/668 ページ



科目名付クラス名 ネットワークインフラ概論

科目キー 360121U257

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 良明

年度

授業概要 ネットワークインフラの解析や設計に必要な基礎理論としてトラヒック理論がある。本講義では、トラヒック理論に関し

て、単なる理論の理解にとどまらず、実践力を身に付けるようにする。毎回問題を解くことにより、計算ができるよう

になるだけでなく、それから逆に理論の考え方が分かる。内容は、呼の性質とモデル化、即時式マルコフモデル、待

時式マルコフモデル、非マルコフモデル、迂回中継システムである。最後に、トラヒックに関する文献を一人1編読

み、輪講形式で発表を行う。

シラバス 第1回 教材配布と説明

第2回 序論

第3回 呼の性質とモデル化

第4回 呼の性質とモデル化（続き）

第5回 即時式マルコフモデル

第6回 即時式マルコフモデル（続き）

第7回 待時式マルコフモデル

第8回 非マルコフモデル

第9回 迂回中継システム

第10回 輪講

第11回 輪講

第12回 輪講

第13回 輪講

第14回 輪講

第15回 輪講

副題

教科書 秋丸春夫、川島幸之助、「情報通信トラヒック―基礎と応用―」、電気通信協会。

参考文献

評価方法 演習問題解答状況と輪講発表内容及び質疑状況

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 331/668 ページ



科目名付クラス名 通信網理論

科目キー 360121U258

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 良明

年度

授業概要 通信網トポロジーの設計手法について述べる。学部レベルの講義では、トポロジーが与えられたものとして、通信網

の設計手法を学ぶことが多い。通信網トポロジーの設計には、より高度な理論を必要とする。本科目においては、グ

ラフ理論及びネットワーク理論の基礎を講義した後、いろいろな特徴をもったトポロジーを作る手法、様々な制約条

件に合致するトポロジーを作る手法を示す。更に、トポロジー、回線数などを総合的に最適化する手法を示す。最後

に、通信網設計やルーチングなどのトポロジーに関係がある文献を一人1編読み，輪講形式で発表を行う．

シラバス 第1回 グラフ、経路と連結性

第2回 木とカットセット、グラフの行列表現

第3回 最短経路の探索、ネットワークとフロー

第4回 最大フロー最小カット定理、最大フロー問題、最小コストフロー問題

第5回 隣接行列によるグラフの構成

第6回 隣接行列によるグラフの構成（続き）

第7回 グラフの線形構成法

第8回 グラフの線形構成法（続き）

第9回 拡大完全グラフ

第10回 拡大完全グラフ（続き）

第11回 通信網構成最適化

第12回 輪講

第13回 輪講

第14回 輪講

第15回 輪講

副題

教科書 なし

参考文献

評価方法 輪講発表内容及び質疑状況

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 332/668 ページ



科目名付クラス名 リアルタイム3Dグラフィックスプログラミング

科目キー 360121U270

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川西 裕幸

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 333/668 ページ



科目名付クラス名 バイオインフォマティクス特論

科目キー 360121U320

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 佳奈 福田 賢一郎 野口 保

藤渕 航 秋山 泰 諏訪 牧子

関嶋 政和 塚本 弘毅 長野 希美

本野 千恵 藤 博幸 福井 一彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 334/668 ページ



科目名付クラス名 情報ネットワーク特別実験Ａ

科目キー 360121U410

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望 大附 辰夫 入江 克

大石 進一 村岡 洋一 筧 捷彦

笠原 博徳 深澤 良彰 小松 尚久

高畑 文雄 山名 早人 上田 和紀

年度

授業概要 本実験では、個々の分野における高度の専門技術を習得することを目的として実験を行う。これを達成するために、

分野ごとに時代に即応した適切なテーマを選定する。各人は，それぞれが所属している分野において選定された

テーマについて指導教員の指導に従い実験計画を作成する。次に，この計画にしたがって実験を行い，結果を報告

書にまとめて指導教員に提出する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

筧 捷彦 (narita@elec.waseda.ac.jp) 柏木 雅英、柳澤 政生、笠原 博徳、上田 和紀、大石 進一、大久保 榮、成

田 誠之助、深澤 良彰、誉田 雅彰、白井 克彦、高畑 文雄、山名 早人、安田 靖彦、高橋 大輔、入江 克、後

藤 滋樹、松山 泰男、中島 達夫、村岡 洋一、甲藤 二郎、木村 啓二、橋本 周司、小林 哲則、大附 辰夫、戸

川 望、小松 尚久

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報ネットワーク特別実験Ｂ

科目キー 360121U411

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望 大附 辰夫 入江 克

大石 進一 村岡 洋一 筧 捷彦

笠原 博徳 深澤 良彰 小松 尚久

高畑 文雄 山名 早人 上田 和紀

年度

授業概要 本実験では、個々の分野における高度の専門技術を習得することを目的として実験を行う。これを達成するために、

分野ごとに時代に即応した適切なテーマを選定する。各人は，それぞれが所属している分野において選定された

テーマについて指導教員の指導に従い実験計画を作成する。次に，この計画にしたがって実験を行い，結果を報告

書にまとめて指導教員に提出する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 メディア情報工学演習Ａ

科目キー 360121U540

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 周司

年度

授業概要 計算機による音声・画像の処理、ヒューマンインターフェース、人工現実感などの中で、主として要素技術に関する

最近の文献の輪読を行ない、理論およびそれを実現するソフトウェアとハードウェアの総合的な演習を行なう。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

橋本 周司 (shuji@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 メディア情報工学演習Ｂ

科目キー 360121U541

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 周司

年度

授業概要 計算機による音声・画像の処理、ヒューマンインターフェース、人工現実感などの中で、主としてシステム技術に関す

る最近の文献の輪読を行ない、理論およびそれを実現するソフトウェアとハードウェアの総合的な演習を行なう。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

橋本 周司 (shuji@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 メディア情報工学演習Ｃ

科目キー 360121U542

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 ２年以上

担当教員 橋本 周司

年度

授業概要 画像処理、音楽・音響処理、ニューラルネットワーク、ロボティックス等に関する文献を取り上げて、発表と討論形式

の演習を行う。文献は、発表者が自分で探すことを原則として、発表に先立ってＰＣによるプレゼンテーションの準備

を行っておくこと。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

橋本 周司 (shuji@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 メディア情報工学演習Ｄ

科目キー 360121U543

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 ２年以上

担当教員 橋本 周司

年度

授業概要 画像処理、音楽・音響処理、ニューラルネットワーク、ロボティックス等に関する文献を取り上げて、発表と討論形式

の演習を行う。また、各自の研究内容に関する合同討論を行う。文献は、発表者が自分で探すことを原則として、発

表に先立ってＰＣによるプレゼンテーションの準備を行っておくこと。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

橋本 周司 (shuji@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報生成システム演習Ａ

科目キー 360121U550

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 誉田 雅彰

年度

授業概要 情報生成システムにおける基礎事項について、音声信号処理、音声生成知覚系、学習理論運動制御理論に関する

文献を中心に輪講する。また、音声、運動データの収集及び計算機によるデータ処理の演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報生成システム演習Ｂ

科目キー 360121U551

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 誉田 雅彰

年度

授業概要 情報生成システムにおける基礎事項について、音声信号処理、音声生成知覚系、学習理論運動制御理論に関する

文献を中心に輪講する。また、音声、運動データの収集及び計算機によるデータ処理の演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報生成システム演習Ｃ

科目キー 360121U552

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 ２年以上

担当教員 誉田 雅彰

年度

授業概要 情報生成システムに関する各自の研究テーマに合わせて音声信号処理、音声生成知覚系、学習理論、運動制御

理論に関する最先端の文献を中心に輪講し、研究テーマにおける問題の所在、問題解決のための方法論を討論す

る．また、具体的な実験課題、情報処理課題を設定し、計測実験、プログラム作成、データ処理などを通して実践的

な技術の習得に努める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報生成システム演習Ｄ

科目キー 360121U553

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 ２年以上

担当教員 誉田 雅彰

年度

授業概要 情報生成システムに関する各自の研究テーマに合わせて音声信号処理、音声生成知覚系、学習理論、運動制御

理論に関する最先端の文献を中心に輪講し、研究テーマにおける問題の所在、問題解決のための方法論を討論す

る．また、具体的な実験課題、情報処理課題を設定し、計測実験、プログラム作成、データ処理などを通して実践的

な技術の習得に努める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報数理工学演習Ａ

科目キー 360121U710

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大石 進一

年度

授業概要 -

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考 【担当教員連絡先等】

大石 進一 (oishi@oishi.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報数理工学演習Ｂ

科目キー 360121U711

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大石 進一

年度

授業概要 -

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考 【担当教員連絡先等】

大石 進一 (oishi@oishi.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報数理工学演習Ｃ

科目キー 360121U712

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 ２年以上

担当教員 大石 進一

年度

授業概要 -

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考 【担当教員連絡先等】

大石 進一 (oishi@oishi.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報数理工学演習Ｄ

科目キー 360121U713

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 ２年以上

担当教員 大石 進一

年度

授業概要 -

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考 【担当教員連絡先等】

大石 進一 (oishi@oishi.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析演習Ａ

科目キー 360121U720

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

授業概要 精度保証付き数値計算に関し研究テーマを与え，研究報告及び討論を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

柏木 雅英 (kashi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析演習Ｂ

科目キー 360121U721

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

授業概要 精度保証付き数値計算に関し研究テーマを与え，研究報告及び討論を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

柏木 雅英 (kashi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析演習Ｃ

科目キー 360121U722

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 ２年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

授業概要 数値解析演習A、Bに引続き，研究報告及び討論を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

柏木 雅英 (kashi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析演習Ｄ

科目キー 360121U723

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 ２年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

授業概要 数値解析演習A、B、Cに引続き，研究報告及び討論を行う。

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

柏木 雅英 (kashi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 分子ナノ工学研究

科目キー 360122V010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌

年度

授業概要 ナノメータスケールの構造体（ナノ構造）を利用する未来の電子デバイスおよびその集積システムに関する研究を行

う。これから取り上げるテーマは，テラビットメモリや超高集積センサシステムなどのためのナノ構造を，ウエハス

ケールで作製する学理と技術であり，具体的には，固体表面のナノスケール改質，原子や分子などの単粒子の動

態制御，自己組織化など，である。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 353/668 ページ



科目名付クラス名 半導体工学研究

科目キー 360122V011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要 主として化合物半導体のエピタキシャル成長の研究、化合物半導体の基本的な物性研究をおこなう。具体的には分

子線エピタキシャル成長を修得し、必要な半導体デバイス構造を自分自身の手で作り出す訓練を行う。これによっ

て自分で製作した半導体レーザ、高速トランジスタなど化合物半導体を用いた各種デバイスの研究をすすめ、デバ

イス特性と材料物性の相関について理解を深める。さらに超格子や量子井戸構造など、ナノテクノロジーの基礎を

学び、新しい物性の探索や半導体における新機能の実現をはかる。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考 【担当教員連絡先等】

堀越 佳治 (horikosi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 354/668 ページ



科目名付クラス名 ナノデバイス研究

科目キー 360122V012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 川原田 洋

年度

授業概要 ナノデバイスをIT技術のみならず環境およびバイオ技術への応用を念頭に、炭素材料（ダイヤモンド、ナノチューブ）

のナノエレクトロニクス研究を行う。単電子トランジスタ、高いブレークダウン電界や高熱伝導率によるハイパワー高

周波素子、生体適合性と化学修飾性を利用したバイオセンサーの研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

川原田 洋 (kawarada@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 355/668 ページ



科目名付クラス名 マイクロシステム研究

科目キー 360122V013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 庄子 習一

年度

授業概要 集積回路の微細加工技術や精密加工技術などを用いたナノ・マイクロマシーニング技術により，医療，化学／生化

学，情報通信，宇宙開発分野への応用を目的とした高機能なマイクロシステムの開発目指す実践的研究を行う。具

体的には，生体情報計測を目的としたウエアラブルシステムやDNA，タンパク質などの生体物質の分析・合成，ハン

ドリングマイクロシステム，宇宙応用を目的とした超高感度マイクロセンサシステムなどがある。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

庄子 習一 (shojis@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 356/668 ページ



科目名付クラス名 ナノエレクトロニクス研究

科目キー 360122V014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 和田 恭雄

年度

授業概要 今後１０-２０年の社会を見通すと、エレクトロニクス、物理、化学、バイオ、機械等の領域が融合した、ナノエレクトロ

ニクスというマルチディシプリナリーな領域が研究開発の中心になることが予想され、これを担う広い視野を持った

人材を育成する。具体的には、ナノエレクトロニクスが支える情報技術を構成する、情報処理、情報蓄積、情報伝達

の全ての領域で、ペタ（Ｐ：１０１５）ＦＬＯＰＳ、Ｐ-ＢＹＴＥ、Ｐ-ＢＰＳの時代になることが予想され、これを実現可能な性

能を有する新規なナノスケール情報デバイスに関連した技術を中心に関連領域を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 357/668 ページ



科目名付クラス名 計算機実験学研究

科目キー 360122V015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邉 孝信

年度

授業概要 ナノスケールの構造体およびその加工プロセスで起こる反応を、理論計算手法により原子・分子レベルで解明する

研究を指導する。未知の構造や現象を理解し予測するための理想化された新たな実験手法として計算機実験学を

位置づけ、この理念の下で、半導体電子材料、生体分子を含む有機物質、あるいはそれらの複合材料における未

解明現象の理論計算研究に取り組む。研究を通じて、分子動力学法、量子化学計算法、モンテカルロ法など様々な

分子シミュレーション手法の原理と実践的活用法を指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 358/668 ページ



科目名付クラス名 ナノプロセス工学研究

科目キー 360122V016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷井 孝至

年度

授業概要 ナノスケールの新機能デバイスを開発する研究を行う。具体的には、機能性有機分子または生体分子と固体表面と

の界面において、ナノスケールの構造形成、化学的性質の制御、および、ナノ構造体が発現する電気的／光学的

特性を統合することにより、バイオミメティックデバイス、有機分子メモリ、次世代一分子イメージング技術などを開発

する。

シラバス 個々の研究の進捗に応じて進める。

副題

教科書 特になし

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 特になし

E-Mail：非公開

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 359/668 ページ



科目名付クラス名 ナノ材料合成化学研究

科目キー 360122V021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 本研究では様々な機能を有するナノ材料の合成，構造研究，物性測定を行う。特にナノスケールでの構造制御を基

本に、無機-有機相互作用を利用したナノ材料の分子設計等の分野を中心に多方面へ展開する。無機層状物質層

間をナノ空間として捉え、有機化合物の導入によるナノ複合材料の合成，無機有機ナノ複合化を活用した新多孔質

材料の開発とナノポアの孔径の制御，有機分子集合能を生かした無機有機ナノ組織体の合成，ケイ酸塩を基礎とし

たナノ化学等の研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

黒田 一幸 (kuroda@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 360/668 ページ



科目名付クラス名 ナノ機能表面化学研究

科目キー 360122V022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 固液界面における固体表面の構造，反応性，機能発現をナノレベルで解明し，その精密な制御手法を確立するとと

もに，それを用いた新規ナノファブリケーションプロセスおよびマイクロ/ナノシステム・デバイスの創製を目的とした

研究指導を行う．特に極微細半導体電子回路形成のためのシリコンウェハ表面プロセスおよび各種ナノ構造形成

のための金属反応析出プロセス，さらにこれらを用いたエレクトロニクスおよびケミカルマイクロ/ナノデバイスを研究

対象とする．

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 361/668 ページ



科目名付クラス名 ナノ電気化学研究

科目キー 360122V024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 門間 聰之

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 362/668 ページ



科目名付クラス名 表面ナノ物理学研究

科目キー 360122V031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平

年度

授業概要 主として固体表面の原子構造・電子状態およびフォノン構造を物性生物理学の立場からとらえ、従来のバルク物性

物理学との違いを明確化する。このために、幾つかの実験手段（XPS,UPS,AES,HREELS,LEED）の原理および操作

に習熟し、データー解析に必要な基礎知識を学ぶ。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 363/668 ページ



科目名付クラス名 半導体量子物理研究

科目キー 360122V032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳

年度

授業概要 半導体中の量子物理現象の解明を進めるとともに，半導体デバイスへの工学応用のための制御方法を実験的に

研究する。特に極短光パルスを計測手段として用い，キャリアの各種の超高速緩和現象，トンネル効果，スピン緩

和過程，発光過程などの解明とデバイス応用を研究する。なお，本研究は，半導体量子物理演習Ａ，半導体量子物

理演習Ｂ，半導体量子物理演習Ｃ，半導体量子物理演習Ｄを必修とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 364/668 ページ



科目名付クラス名 ナノキラル科学研究

科目キー 360122V033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 朝日 透

年度

授業概要 ナノキラル科学の立場に基づき，ヘリカル構造を有した誘電体，磁性体，半導体などの無機キラル物質，及びタンパ

ク質，アミノ酸などの有機キラル物質の光学的性質，電磁気的性質，化学的性質をナノ材料の機能として利用する

研究を指導する．物理学，化学，生物学に関与する固体のキラリティの発現機構を解明するために必須となる基礎

知識ならびに実験技術を習得する．

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 365/668 ページ



科目名付クラス名 ナノ構造理論解析研究

科目キー 360122V034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 塚田 捷

年度

授業概要 -

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 366/668 ページ



科目名付クラス名 環境配慮デザイン研究

科目キー 360123W010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也

年度

授業概要 「資源と環境の制約」は21世紀の大きな課題であり、その解決のための循環型社会の構築はわが国ばかりでなく、

世界各国の大きな目標になっている。循環型社会で目標とするところは、「人間の生命・健康」と「生態系の健全

性」、「将来世代の生活・生産基盤（資源・エネルギー）」の維持・保全・確保であり、こうした状況にあって、我々の生

活を支える工業製品にも、そのライフサイクルにわたっての環境配慮を意図したデザインが求められている。

本研究指導では、学生それぞれの研究課題に合わせて、循環型社会の構築に資するための環境配慮デザインの

あり方や評価手法の開発等について指導を行う。

シラバス

副題

教科書 配付資料

参考文献

評価方法 課題レポート（作品等を含む）、プレゼンテーション、ディスカッション、平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 367/668 ページ



科目名付クラス名 環境・モビリティ研究

科目キー 360123W011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大聖 泰弘

年度

授業概要 本研究は機械工学の各分野の技術がSystematicに総合された自動車用動力システムを対象とし，先端的なテーマ

を選んで実験の計画，実施とその解析，シミュレーション等を行わせ，この分野での高度技術者としての能力を養成

することを狙いとする。例えば，エンジンにおける燃焼現象に関連する基礎的研究のほか，性能，排気浄化，燃料経

済性を考慮した機関の最適化，次世代動力システム，新燃料・エネルギー，エンジンあるいは燃料電池とモーター

の組合せによるハイブリッドシステム等を研究対象とする。

シラバス

副題

教科書 随時，提示する。

参考文献

評価方法 研究課題を与え，その計画，方法，成果の報告により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 368/668 ページ



科目名付クラス名 環境・新エネルギー研究

科目キー 360123W012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝田 正文

年度

授業概要 世界的なエネルギー需要の拡大に伴う供給の逼迫および地球温暖化問題を背景に、多くのエネルギー関連研究プ

ロジェクトが国内外で展開されている。本研究では、このような背景を直視して、｢エネルギー資源と環境の制約｣を

視野に入れつつ，現状の生活や生産基盤を維持しながらエネルギー面における循環社会の構築を目指す。

本研究指導では、伝熱工学を基盤として省エネルギー、新エネルギー、再生可能エネルギーの高度化、高効率利

用化を目標に、学生自身が課題の抽出から、研究計画、研究の実施、問題解決法の探索、研究の成果公表まで、

一連のプロジェクトを体験し、修士論文計画の一助とする。各フェーズにおいて、環境へのインパクトを十分配慮す

ることはもとより、評価法などにも言及し、目的とする成果を達成できるように助言・指導する。

シラバス

副題

教科書 配布資料による

参考文献

評価方法 レポートおよびプレゼンテーション、平常点

備考 学部での伝熱工学あるいは熱移動、移動速度論を修得しておくこと

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境・パワーシステム研究

科目キー 360123W013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 草鹿 仁

年度

授業概要 現代の環境問題の多くは燃焼に起因するものであり，近年では種々の環境汚染化学物質が注目されている．今後

は，このような環境汚染化学物質の生成・分解過程の解明に対する要求はより一層高まるものと考えられる．この

ような状況をふまえ，主に内燃機関，エンジンシステムを対象に化学反応により支配される燃焼現象及び有害排出

物質の生成・分解過程を扱う．さらに次世代のエネルギー変換システムである燃料電池とそれを応用したパワーシ

ステムについて研究する．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境システム評価研究

科目キー 360123W014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 納富 信

年度

授業概要 21世紀は「環境の世紀」といわれ、人類が地球環境問題に本格的に取り組むべき時期とされており、様々な活動が

展開されている。

その背景には、地球システムの限界ということを境界条件として、工学的新技術や新たな社会システムの導入に

あたり、現在から将来にわたる時間軸における影響度と社会全体に普及させた場合の効果をダイナミックに予測、

定量化して、最適な選択肢を与える定量化評価手法が求められている。

本研究指導では、各種の環境配慮型システムを評価するための分析手法を、具体的に学生が設定対象とした各

種システムに適用することを通じて習得し、それを発展させかつ具体的な問題解決において用いることができるレベ

ルまで上げるることを目指す。

また、並行して、具体的な環境関連の問題解決にあたるＯＪＴ的な研究活動を展開し、机上の評価のみならず現物

を対象とした問題解決のアプローチ（実験実証的）も組み合わせて実践することとする。

シラバス 本年度の具体的な研究テーマは以下のとおりである。

○バイオマスエネルギー研究：地域の特性・実情に合った、再生可能資源を用いたエネルギー供給システムに関す

る研究開発

○グリーン水素モデル社会システム研究：廃棄物等を利用した水素エネルギーの製造・貯蔵・利活用に関する包括

的研究

○熱音響・スターリングサイクル研究：周期往復振動流による熱移動促進および熱・動力変換効率の向上ならびに

実用化の向けた研究開発

○エンジン等排熱利用システム研究：エンジン等からの排熱の利用や触媒作用の最適条件を明確にすることを目

的とした、主としてエンジンアウトから排気管、触媒前までの熱流体的解析に関する研究開発

○各種リサイクルシステム評価研究：各種の未利用廃棄物ならびに未利用エネルギーの有効活用を志向した研究

開発

実施を予定している研究テーマ

○LCA・リスクアナリシス研究：環境負荷評価およびリスク解析における手法の高度化データの不確かさ・信頼性に

関する研究・考察

○エコロジスティクス研究：環境配慮型ロジスティクスシステムの構築

○エココミュニティ研究：本庄地域における一貫環境教育システムの導入に関する検討および各種環境システムの

導入に向けた検討および施策の提案

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

納富 信 (nohtomi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ: http://www.ｆ.waseda.jp/nohtomi/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 エネルギー・環境政策研究

科目キー 360123W015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 友成 真一

年度

授業概要 エネルギー・環境問題は、広範な学問領域をカバーする、総合的な社会問題である。

エネルギー・環境問題を政策的に捉えようとする場合、表の論理と裏の論理を立て分けて整理する必要がある。

本研究指導では、エネルギー・環境政策の本質をえぐる目を養い、政策のもつ技術的、経済的、社会的、国際的、

外交的側面に留意しつつ、日本にとって真に意味のあるエネルギー・環境政策を探求することを目的とする。

シラバス

副題

教科書 その都度最低限の情報は提供するが、基本的には学生が自らの関心に応じて、自分で探しだす。

参考文献

評価方法 ディスカッションへの貢献、プレゼンテーション、フィールドワークの取り組み、最終成果物の完成度により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 372/668 ページ



科目名付クラス名 環境政策科学研究

科目キー 360123W016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉田 徳久

年度

授業概要 科目名も副題も堅苦しくて、いったいどのような研究指導するのかといぶかしく思われるかもしれません。実は私の

研究室に来られる院生一人一人が自分の研究テーマをある程度自由に決めていただきたいのでこんな題名にして

います。ただし、環境政策科学に関することに限っていただきたいのですが。

私が院生の皆さんに期待することは、現在の国や地方自治体の環境政策や、企業・市民・NGO/NPOによる環境保

全への取り組みが本当に有効なものになっているかどうかについて、何らかの疑問をもって研究室に出かけてきて

欲しいということです。

その疑問を研究室でぶつけ合いましょう。疑問を煮詰めるために、情報を集めて、現場に出て行きましょう。企業に

出向く、行政機関に出かける、NPOと意見を交換してみる。とにかく納得がいくまで自分の疑問を解き明かしていき

ましょう。そこに、環境政策と環境科学がおかれた不可思議、あいまいさ、矛盾が浮かび上がってくるでしょう。しか

し、現状を単に否定することでは問題は解決しません。皆さんが環境政策と環境科学のあり方に対してどのような提

案をしていくのか、それが研究テーマなのです。

なお、2007年度から早稲田大学はIR3S（サステイナビリティ学連携研究機構）に協力機関として参加します。IR3S

は、あまりにも巨大である「サステイナビリティ学」を国内の複数の大学が共同して構築していこうと、東京大学が中

心になって設立しものです。東京大学、京都大学など11の大学が協力して、持続可能な社会を作るための知恵を出

し、行動することを目的とした組織です。早稲田大学は特に「政治とジャーナリズム」の視点からサステイナビリティ

学に貢献することになりました。環境総合研究センターにおいて私はIR3Sのプロジェクトの推進役を務めています。

サステイナビリティ（持続可能性）への到達は、環境政策及び環境科学と深く結びついた議論だからです。早稲田で

は2007年度からIR3Sプロジェクトが本格的にスタートします。院生の皆さんにもこのプロジェクトに参加していただき、

若々しい感覚で地球と人間社会の持続性を追及して欲しいと希望しています。

シラバス

副題 環境保全のレジームを探る

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

吉田 徳久 (toc_yoshida@waseda.jp)

関連ＵＲＬ: http://www.ir3s.u-tokyo.ac.jp/top.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 373/668 ページ



科目名付クラス名 新エネルギー論

科目キー 360123W210

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝田 正文

年度

授業概要 地球温暖化対策が叫ばれる中、京都議定書に定められるCO2削減を遵守できるか危ぶまれる状況にある。このよう

に環境問題とエネルギーは密接に関連しており、その中でも一次エネルギーのほとんどを輸入に依存するわが国で

は、省エネルギーに対応する新しい技術開発が特に産業分野を中心に推進された。この背景には、熱エネルギー

変換はもとよりその基本体系である伝熱工学の寄与する所が非常に大きい。本講の前半では、冷凍機分野での省

エネルギーに係る伝熱技術を例題として、その基本体系について論述する。後半では、今後期待される再生可能な

新エネルギーや水素エネルギーについて、グローバルな視点でその課題や将来性について議論する。

シラバス

副題

教科書 ppt資料、英文資料を毎回配布する

参考書：伝熱工学関連の教科書、伝熱概論（養賢堂）など

参考文献

評価方法 課題提出（レポート）2から3回

総合課題（プロジェクト）プレゼンテーションを含む 1回 により評価

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境配慮デザイン論

科目キー 360123W211

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也

年度

授業概要 我々の生活では、さまざまな場面で各種の工業製品が活用されている。こうした製品にあっては、その生産・使用・

廃棄／リサイクルにわたるライフサイクルにおいてエネルギーや資源の消費削減・有効利用、有害物質の使用回避

等に配慮した対応が求められている。本講義では、こうした製品の環境配慮デザインの必要性、手法、実状等に加

え、今後の展望について考察する。

シラバス 本講義では、以下の内容を含む。受講者の調査・考察結果の発表とそれに基づく討論を積極的に実施する。

1.環境配慮デザインとは何か、なぜ必要か?物づくりを取り巻く状況--

2.国際的な要請事項と今後の進展

3.国内における制度と対応

4.環境配慮デザインのための手法その１--製品アセスメント--

5.環境配慮デザインのための手法その２--LCA

6.環境配慮デザインのための手法その３--DfE--

7.産業界における取り組みの実例その１--家電製品--

8.産業界における取り組みの実例その３--自動車--

9.産業界における取り組みの実例その４--パーソナルコンピュータ--

10.産業界における取り組みの実例その４--容器包装--

11.実製品の解剖による環境配慮の実態調査

12.特許にみる環境配慮の動向調査

副題

教科書 配付資料

参考文献

評価方法 レポート（作品等も含む）、プレゼンテーション、ディスカッション、平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境エネルギー変換論

科目キー 360123W212

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大聖 泰弘

年度

授業概要 運輸交通の分野で幅広く利用されている自動車用エンジンは，環境・エネルギーに関連して多くの課題を抱えなが

ら，今後さらに技術発展を遂げるポテンシャルを持つ原動機である。そこで，エンジンについて燃焼工学や環境・エ

ネルギー工学的な側面からを講じ，さらに，今後の性能向上，排気浄化，熱効率向上の可能性や次世代エンジン，

新燃料・エネルギーについても論じる。

シラバス １.エンジンの種類・機構と関連装置の機能（その１）

２.同上（その２）

３.エンジンの基本性能とその影響因子（その１）

４.同上（その２）

５.各種燃料とその性状

６.燃焼特性と燃焼現象（その１）

７.同上（その２）

８.燃焼場におけるガス流動特性

９.燃焼のモデリング（その１）

10. 同上（その２）

11. 有害成分の生成機構とその低減対策技術（その１）

12. 同上（その２）

13. 代替燃料および次世代機関の燃焼技術

14. 各種の燃焼関連計測技術

以上の講義と並行して，コンピュータを用いた燃焼やサイクルに関する演習，関連文献の調査等のレポート課題を

随時与えて評価する。

副題

教科書 随時資料を配布する。参考書としては，1.“Internal Combustion Engine Fundamentals"(J. Heywood， McGraw?Hill)，

2.「熱機関演習」(大聖他著，実教出版) 他

参考文献

評価方法 課題レポートおよび授業における質疑により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境反応プロセス論

科目キー 360123W213

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 草鹿 仁

年度

授業概要 近年，自動車によるエネルギー環境問題が注目されている。本講義ではこのような状況をふまえ，主に現代及び次

世代動力システムを対象に化学反応と物質輸送により支配されるエンジン燃焼にを対象とする．さらに，電気化学

の基礎理論を扱い，燃料電池内部の輸送と化学反応によるエネルギー変換過程について学習する．

解析手法は有限体積法をベースとし，まず定常、非定常伝熱問題による基礎理論を体得したの後，エンジング

ループと燃料電池グループに別れコーディングとそのプログラムを用いた解析を実施する.

シラバス (1)序 論

熱・流動の数値シミュレーションの実例の紹介

本講義の目的

(2)熱伝導における数値解析（１）

支配方程式の導出

離散化の実際

定常１次元熱伝導

(3)熱伝導における数値解析（２）

非定常１次元熱伝導

(4)２次元及び３次元問題

(5)総合演習（１）

(6)エンジングループ：流動、燃焼のモデリング(1)

燃料電池グループ：物質輸送、過電圧のモデリング（１）

(7)エンジングループ：エンジン内の流動、燃焼のモデリング(２)

燃料電池グループ：物質輸送、過電圧モデリング（２）

(8)エンジングループ：エンジン内の流動、燃焼のモデリング(３)

燃料電池グループ：物質輸送、過電圧モデリング（３）

(9)エンジングループ：エンジン内の流動、燃焼のモデリング(４)

燃料電池グループ：物質輸送、過電圧モデリング（４）

(10)エンジングループ：エンジン内の流動、燃焼のモデリング(５)

燃料電池グループ：物質輸送、過電圧モデリング（５）

(11)総合演習（２）

(12)総合演習（３）

副題

教科書 スハスＶ．パタンカー 原著

コンピュータによる熱移動と流れの数値解析

森北出版株式会社

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 学部において、エネルギー・反応工学、熱エネルギー工学、熱エネルギー変換工学、移動速度論及びそれらに準ずる

科目を履修していること。

【担当教員連絡先等】

草鹿 仁 (kusaka@mse.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

％

％

％
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科目名付クラス名 環境反応プロセス論

科目キー 360123W213

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

その他 ％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 378/668 ページ



科目名付クラス名 環境科学と行政施策論

科目キー 360123W221

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉田 徳久

年度

授業概要 「21世紀は環境の世紀」だといわれます。確かに、今日、世界のすべての国々において、「環境」は避けて通ることの

できない重要な政策課題となっており、模索されているのは”持続可能な社会”への道です。

すでに、持続可能社会の形成に異を唱える者はなく、社会の隅々にまで環境意識は浸透し、地域市民や企業の

環境取組の意欲は高まっているやにみえます。しかし、有害物質の管理、温暖化防止対策の推進、資源・廃棄物の

リサイクル等をみても、環境保全の歩みは決して順調ではありません。それはなぜなのか。

本講義では、我々が直面する数々の環境問題の構造を、科学的な側面と社会的な側面の両方から考察しつつ、

それに対処してきたこれまでの環境施策の論理と手法を検証していきます。環境科学が施策推進に果たした役割と

限界についても考えていきます。

環境保全の推進力が時として弱まり、施策が停滞する理由を分析し、逆に、世論が短期間に形成され、一挙に環

境施策が進展する例を取り上げて考察します。また、1992年の地球サミットを頂点とする国際環境レジームの形成

の過程も追ってみます。

そこに環境保全のジレンマとデリカシーが浮かび上がってきます。

毎回、講義内容のレジュメと参考資料を配布します。また、講義テーマに関連するいくつかの今日的な環境トピック

スについて討論も行います。なお、講義の基礎知識を得るため、環境省のHPにアクセスして最新版の環境白書と循

環社会白書を一読してください。

シラバス 第１回オリエンテーション

第２回人類の環境認識はどう変化してきたか

第３回地球の環境容量と人間活動

第４回もう公害は終わったか

第５回化学物質汚染の教訓は生かせるか

第６回自然環境と生物多様性の保全（外部講師）

第７回循環型社会形成は成功しているか

第８回地球環境問題と地球環境レジーム

第９回地球温暖化議論は矮小化されていないか

第10回環境保全の科学的手法（LCA,環境リスク評価を含む）

第11回環境保全の行政的手法（環境影響評価を含む）

第12回様々な主体の環境取組をみる

第13回環境政治とジャーナリズム論

第14回環境学とサステイナビリティ学

第15回総合討論

副題 環境保全のジレンマとデリカシー

教科書 環境白書、循環型社会白書

資料配布

参考文献 松下和夫「環境ガバナンス」環境学入門12 岩波書店（2004）

橋本道夫「環境政策」公務員研修双書 ぎょうせい（1999）

原田正純「水俣病」岩波新書（1972）

西村肇・岡本達明「水俣病の科学」日本評論社（2001）

海上知明「環境思想」NTT出版（2005）

倉阪秀史「環境政策論」信山社(2004)

大塚直「環境法」（第二版）有斐閣（2006）

評価方法 レポート・平常点

備考

関連ＵＲＬ: http://www.waseda.jp/weri/e3/index.html

http://ww

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％
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科目名付クラス名 環境科学と行政施策論

科目キー 360123W221

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 380/668 ページ



科目名付クラス名 環境システム評価論

科目キー 360123W222

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 納富 信

年度

授業概要 循環型社会構築のためには，物質・エネルギーに関するフローの明確化と高効率利用とともに、それらシステムを

適切に評価することが非常に重要となっている。その背景には、地球システムの限界ということを境界条件として、

工学的新技術や新たな社会システムの導入にあたり、現在から将来にわたる時間軸における影響度と社会全体に

普及させた場合の効果をダイナミックに予測、定量化して、最適な選択肢を与える定量化評価手法の要請がある。

そこで，本講義では、環境負荷低減を目的とした環境配慮型システムを“環境面”に基礎を置いて評価するために必

要な基本テクニックと、それをコミュニケーション手段として活用するための方法論等について教授する。

本講義は、環境を機軸としたシステム評価手法の考え方とその実践テクニックを習得することを企図しているが、検

討対象となる各種システムの選定などは院生個々人が行う。それに必要な情報の収集方法や、事例の紹介などの

サポートを行う。

シラバス 第１回：“環境システム”とは？

概要説明、および授業を通しての課題（最後に発表）の設定

課題は、グループ毎に設定をしたシステム等に関しての環境負荷評価や安全性評価、およびコミュニケーション手

法等に関して、グループ毎に調査・整理・分析を行い、その成果を講義終盤において発表する。

第２回-第４回：環境システムの実際 -環境配慮システムの詳細-

廃棄物処理システム、物流システム、食品加工システムなどを対象に

第５回-第７回：環境システム評価の要件は？

環境システム評価手法（各種LCA手法や安全性評価手法など）の詳細

第８回：中間発表会

課題の進捗状況等の発表およびディスカッションを行う。

第９回-第１１回：環境システムとコミュニケーションの実際

評価とそれの表現・伝達方法に関して、実態としての取り組みと共に、受け取る側の立場にたっての必要な情報等

の整理を行い、円滑なコミュニケーションとは何かについて言及する。

第１２回-第１３回：課題発表会

グループ毎の課題発表会および質疑・討論

第１４回：総括

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート・発表、平常点

備考 【担当教員連絡先等】

納富 信 (nohtomi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/nohtomi/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境プランニング論

科目キー 360123W223

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也 大聖 泰弘 勝田 正文

納富 信 草鹿 仁 紙屋 雄史

友成 真一 吉田 徳久

年度

授業概要 本講義では、

・企業、自治体をはじめとするさまざまな組織において、環境に配慮した経営や運営のあり方に関する知識と実務全

般を習得すること。

・関連箇所向けに環境全般のアドバイスができる能力を持つこと。

・幅広い環境に関する知識を習得し、実務や実生活に生かす能力を持つこと。

などを目指した教育を行う。

また、本講義には、学生のみでなく、企業やＮＰＯの関係者も参加しており、受講者間の討論・協働等を通じて、それ

ぞれの立場での環境問題の理解と対応を相互に認識し合い、実務や生活の場での環境に配慮した行動の実践等

に役立ててもらうことを期待している。

シラバス 講義内容には、以下のテーマが含まれる。また、最後には数人のグループごとに課題を選び、調査・考察結果をとり

まとめ、それを持ち寄っての発表・討論会が修了演習として1泊2日で実施される。

1.環境総論

2.環境・エネルギー論--熱・エネルギー分野における--

3.環境・エネルギー論--自動車・運輸分野の取り組み--

4.資源循環論

5.地球温暖化と森林の役割

6.環境毒性学

7.環境生態学

8.ライフサイクルアセスメント（LCA）

9.環境配慮設計（ＤｆＥ）

10.環境マネジメントシステム

11.環境関連法

12.環境経営

13.環境会計

14.係争からみた環境対策

15.環境リスクコミュニケーション（Public Involvement）

16.環境問題の国際化

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・プレゼンテーション・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境経済学原論

科目キー 360123W313

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 栗山 浩一

年度

授業概要 本講義では環境経済学の理論と分析手法を扱う。環境経済学研究（Ａ）では，市場の失敗による環境問題の発生メ

カニズム，環境税や排出権取引などの環境政策の理論などを扱う。受講者は事前にReading Listのテキストおよび

参考文献を読んだ上で講義に参加すること。受講者には，演習問題やミニレポートなどの課題を毎回提出してもら

い，学期末にはサーベイ論文または特定テーマの研究論文を提出してもらう予定である。なお，本講義では，中級レ

ベルのミクロ経済学と計量経済学の知識を前提として講義を進める。講義の詳細については，担当者のウェブサイ

ト（http://www.envecon.com/）を参照されたい。

シラバス 本講義では環境経済学の理論と分析手法を扱う。環境経済学研究（Ａ）では，市場の失敗による環境問題の発生メ

カニズム，環境税や排出権取引などの環境政策の理論などを扱う。受講者は事前にReading Listのテキストおよび

参考文献を読んだ上で講義に参加すること。受講者には，演習問題やミニレポートなどの課題を毎回提出してもら

い，学期末にはサーベイ論文または特定テーマの研究論文を提出してもらう予定である。なお，本講義では，中級レ

ベルのミクロ経済学と計量経済学の知識を前提として講義を進める。講義の詳細については，担当者のウェブサイ

ト（http://www.envecon.com/）を参照されたい。

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境制御システム工学

科目キー 360123W323

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 河合 素直

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境電気・機械システム工学

科目キー 360123W331

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 紙屋 雄史

年度

授業概要 本講義は，環境調和型エネルギーの主役となっている「電気エネルギー」を利用する「機械システム」を主な対象とし

ている。具体的には，電気・機械システムの例として「環境調和型電動車両」をとりあげ，これを構成するモータ駆動

システムを中心に詳細に解説する。

シラバス １． 直流モータ

（直巻，分巻，等）

２． 交流モータ１

（回転磁界と非同期回転モータ）

３． 交流モータ２

（同期回転モータ）

４． 交流モータ３

（埋込磁石同期モータ（IPMSM））

５． 種々のモータ方式に共通する諸特性

６． 変圧器

（自己・相互・もれインダクタンス，等）

７． DC／DCコンバータ

副題

教科書 配布資料

参考文献

評価方法 レポートの完成度ならびに提出状況による

備考 サンデン寄附講座

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境政策論A

科目キー 360123W340

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 寄本 勝美

年度

授業概要 本講義では、地方分権の推進、政府間関係、環境問題と地方自治、企業やNPO（非営利団体）の公共的活動、市町

村合併、住民投票など、自治行政をめぐるカレントな問題を取り上げながら、関連資料を配付して講義する。他方、

内外の文献を紹介するので、受講生は各自の分担部分の内容を要約して発表し、ディスカッションを行う。授業で

は、こうした２本立てで進めていきたい。

シラバス 4月

・自治行政研究の問題提起

・最近の地方自治をめぐる状況

・役割相乗型社会の形成と地方自治

５月-６月

・環境行政と住民参加

・紛争から合意形成へ

・日本および諸外国の住民投票

・市町村合併と近隣自治機構

・ローカル・ガバナンス

７月

・分権と自治

・前期授業のまとめ

副題

教科書

参考文献

評価方法 授業への出席、発表とディスカッションおよびリポートによる評価

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境政策論B

科目キー 360123W341

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 寄本 勝美

年度

授業概要 授業の進め方は基本的には自治行政Aと同じである。ただし、講義で取り上げる項目については重複しないように

配慮する。なお本講義では自治体レベルでのNPMやガヴァナンスの意味、動向、機能などにも注目していきたい。

シラバス １０月-１１月

・市民、企業、行政と地方自治

・自治と協働、ＮＰＯの役割と課題

・近隣自治と近隣政府

・循環型社会の形成と地方自治

１２月-１月

・各国の地方自治をめぐる動向

・後期授業のまとめ

副題

教科書

参考文献

評価方法 授業への出席、発表とディスカッションおよびリポートによる評価

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 387/668 ページ



科目名付クラス名 環境化学概論

科目キー 360123W342

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 土

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 388/668 ページ



科目名付クラス名 環境ビジネス論

科目キー 360123W343

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 長沢 伸也

年度

授業概要 広範に渡る環境問題でも特に廃棄物問題に焦点を当て、廃棄物をマネジメントする必要性と事業（ビジネス）への

展開を日米を比較しながら概論する。新たな環境ビジネスを生み出す源にもなっている廃棄物・リサイクル関連法令

に触れながら、「持続可能な開発と消費」を目指して生まれつつある「環境ビジネス」としての廃棄物・リサイクルビジ

ネスへの取組みについて詳しく述べる。適宜、「PETボトルのリサイクルは無駄」等のトピックスに触れる。

シラバス 第１回 環境問題の現状：環境問題の定義、歴史、現状

第２回 廃棄物処理事業の問題点と廃棄物マネジメントの必要性

第３回 日本の廃棄物をめぐる法制度と現状（１）日本の環境行政、廃棄物処理関連の法制度

第４回 日本の廃棄物をめぐる法制度と現状（２）日本の廃棄物の現況

第５回 米国の廃棄物をめぐる現状と法制度：米国の環境行政、産業廃棄物処理の法制度、米国の廃棄物の現況

第６回 日本の廃棄物処理事業の概況（１）環境ビジネスにおける廃棄物処理業、廃棄物処理業界の現状

第７回 日本の廃棄物処理事業の概況（２）廃棄処理事業の大手・ベンチャー企業

第８回 日本の廃棄物処理事業の概況（３）廃棄処理事業の先進企業

第９回 米国の廃棄物処理業界の概況：環境ビジネスにおける廃棄物処理事業、米国の廃棄物処理企業

第10回 ウェイスト・マネジメント社（１）ウェイスト・マネジメント社の歴史、事業内容

第11回 ウェイスト・マネジメント社（２）ウェイスト・マネジメント社のマーケティング活動、ビジネスモデル

第12回 廃棄物処理事業の展望：日本の廃棄物処理事業の問題点、廃棄物処理事業の発展に向けて

第13回 まとめ

なお、以上は予定であり、受講者の興味や理解度などに応じて変更する場合もある。

副題

教科書 長沢伸也・森口健生共著『廃棄物ビジネス論：ウェイスト・マネジメント社のビジネスモデルを通して』同友館、2003年

長沢伸也・黒坂俊介共著『廃棄物ビジネスの挑戦』環境新聞社、2005年

参考文献 参考書：

長沢伸也編著、早稲田大学ビジネススクール長沢研究室共著『生きた技術経営MOT：プロジェクトマネジャーからの

メッセージ』日科技連出版社、2004年

長沢伸也著『環境にやさしいビジネス社会：自動車と廃棄物を中心に』中央経済社、2002年

岡本眞一・市川陽一共編著、長沢伸也・林正康・前田高尚共著『環境学概論第2版』産業図書、2005

環境省編『環境白書（各年度版）』『循環型社会白書（各年度版）』ぎょうせい など、環境問題関係図書全般

評価方法 定期試験による。

備考 最低到達目標は、廃棄物問題や廃棄物ビジネスについての正しい知識を得ることである。

また、努力目標は、廃棄物問題や廃棄物ビジネスについてマスコミ等に惑わされずに自分で考える力を養うことであ

る。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 389/668 ページ



科目名付クラス名 環境配慮デザイン演習Ａ

科目キー 360123W610

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也

年度

授業概要 われわれの生活を支える製品は、原材料の製造やそのための資源採取、さらには各段階間での輸送、使用時のエ

ネルギー・資源の消費、廃棄段階での処理・リサイクルなど、いわゆるライフサイクルにわたるさまざまな段階で環

境負荷を発生させている。その環境影響も人体や生態さらには空間消費、景観変更など広範な内容に及ぶ。こうし

た環境影響は保全・維持すべきと考える環境目標と関連づけられる。本演習では、こうした製品やサービスの実態

を、現地・現場調査等を通じて学生自らが学び取り、またその体系化を考察する。

シラバス 本演習には、以下の内容が含まれる。

１．さまざまな製品あるいはサービスにおける環境配慮デザインの実状調査

インターネット等による企業情報を調査し、種々の製品における環境配慮デザインの実状を調査し、各自が体系化

を試みる。さらに関連製品の解体実験や素材判別等を通して環境配慮デザインの現状を調査するとともに、問題点

やその改善方策を検討する。

２．さまざまな製品あるいはサービスにおける廃棄・リサイクル実態の調査

製品の使用済み後の回収ならびにその後の廃棄・リサイクル、あるいはサービスに関連した廃棄物の現状等を関

係者からの講義とともに、現場を訪れ、その実態の調査を行う。

３．受講者による発表会の実施

以上をもとに、受講者による発表を行い、討論によって検討を深める。

副題

教科書 配布資料

参考文献

評価方法 レポート（作品等も含む）、プレゼンテーション、ディスカッション、平常点

備考 環境配慮デザイン演習Bも履修すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 390/668 ページ



科目名付クラス名 環境配慮デザイン演習Ｂ

科目キー 360123W611

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也

年度

授業概要 製品やサービスにおける環境配慮デザインでは、それを実施する企業等の姿勢も問われる。こうしたなかにあって、

生産者（販売者等も含む）には環境配慮製品の提供とともに、その生産・販売した製品が使用され、廃棄された後に

おいても、当該製品の適切なリユース・リサイクルや処分に一定の責任（物理的又は財政的責任）を負うとする拡大

生産者責任（ＥＰＲ：Extended Producer Responsibility）や、こうした対応を含めた企業の社会的責任（ＣＳＲ：

Corporate Social Responsibility）の重要性が増している。

また、環境配慮デザインを実効あるものにするためには、使用者としての市民に加え、国や地方自治体等の行政関

係者の役割も重要である。

本演習では、こうした実態を把握し、生産者、市民、行政の異なる立場の考え方とその実態を学び、共創の理念に

基づく対応の高度化を考察する。

シラバス 本演習には、以下の内容が含まれる。

１．企業等のＥＰＲやＣＳＲに関する実態調査

インターネット等によって企業の環境報告書やＣＳＲ報告書を収集し、その実態を把握するともに、問題点等を明ら

かにする。

２．企業関係者による講演と討論

わが国の代表的企業の関係者から企業としての取り組みの方針や具体的内容等の説明を受け、討論を実施する。

３．市民活動と行政施策に関する実態調査

外部関係者より市民による環境活動の実態や行政対応の実情を聞き、討論を行う。

４．体験学習と討論

上記の実態を体験学習により学ぶ。

５．受講者による発表会の実施

以上をもとに、学生による発表を行い、討論をして検討を深める。それぞれの成果は「共創」理念に基づく取り組み

のあり方としてとりまとめる。

副題

教科書 配付資料

参考文献

評価方法 レポート（作品等も含む）、プレゼンテーション、ディスカッション、平常点

備考 環境配慮デザイン演習Aも履修すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 391/668 ページ



科目名付クラス名 環境配慮デザイン演習Ｃ

科目キー 360123W612

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也

年度

授業概要 本演習では、各受講者が以下から自らのテーマを選定し、調査・考察・発表を実施する。これに対してＯＪＴでの指導

を行う。

・製品や技術に関するライフサイクルアセスメント手法の構築

・それらを応用した社会経済システムやライフスタイルの評価

・「成長」概念を導入したものづくりと使用体系の構築

・環境配慮型モビリティシステムの開発とその運用

・企業や都市等の環境評価指標の開発とそれによる評価

・供給･需要、周囲環境を連携させたエネルギー最適化システムの開発

・システムの安全安心体系の構築とその高度化

・共創的情報共有システムの開発とその構築

・消費行動に関する環境教育プログラムの作成とその評価

・新たな温暖化対策システムの開発･調査 など

シラバス それぞれの受講者は、２ないし３回のプレゼンテーションを行い、討論の結果を再度レポートとしてまとめ、提出す

る。

副題

教科書 配付資料等

参考文献

評価方法 レポート（作品等を含む）、プレゼンテーション、ディスカッション、平常点

備考 環境配慮デザイン演習A、Bを履修した者に限る。また環境配慮デザイン演習Dも履修すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 392/668 ページ



科目名付クラス名 環境配慮デザイン演習Ｄ

科目キー 360123W613

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也

年度

授業概要 本演習では、環境配慮デザイン演習Cで各受講者が選定した以下のテーマについて、調査・考察を深め、さらに発

表を実施する。これに対してＯＪＴでの指導を行う。

・製品や技術に関するライフサイクルアセスメント手法の構築

・それらを応用した社会経済システムやライフスタイルの評価

・「成長」概念を導入したものづくりと使用体系の構築

・環境配慮型モビリティシステムの開発とその運用

・企業や都市等の環境評価指標の開発とそれによる評価

・供給･需要、周囲環境を連携させたエネルギー最適化システムの開発

・システムの安全安心体系の構築とその高度化

・共創的情報共有システムの開発とその構築

・消費行動に関する環境教育プログラムの作成とその評価

・新たな温暖化対策システムの開発･調査 など

シラバス それぞれの受講者は、２ないし３回のプレゼンテーションを行い、討論の結果を再度レポートとしてまとめ、提出す

る。また、最終的に環境配慮デザイン演習CならびにDの調査・考察結果を集大成としてとりまとめ、提出する。

副題

教科書 配付資料等

参考文献

評価方法 レポート（作品等を含む）、プレゼンテーション、ディスカッション、平常点

備考 環境配慮デザイン演習A、Bを履修した者に限る。また環境配慮デザイン演習Cも履修すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 393/668 ページ



科目名付クラス名 環境・モビリティ演習Ａ

科目キー 360123W620

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大聖 泰弘

年度

授業概要 エンジンの燃焼，性能，有害排出成分の生成機構とその低減，次世代エンジン，新燃料，エンジン・モーターによる

ハイブリッドシステム等を対象に，コンピュータを用いた数値シミュレーション技法を修得することを狙いとする。ま

た，海外の関連文献の調査・読解力を身に付けることを目標とする。

シラバス １.高温における各種ガスの熱物性値とその数値計算法と演習課題（Ａ）（２回）

２.高温燃焼ガスに関する化学平衡論とその数値計算法，演習課題（Ｂ）（２回）

３.燃焼ガス温度の数値計算法と演習課題（Ｃ）

４.演習課題（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）の報告とディスカッション（２回）

５.各種熱力学サイクルとその数値シミュレーション法，演習課題（Ｄ）（３回）

６．有害排出成分の生成反応とその数値計算法と演習課題（Ｅ）

７．演習課題（Ｄ），（Ｅ）の報告とディスカッション（３回）

副題

教科書 随時参考文献や資料を指定・配布する。

参考文献

評価方法 レポート課題の報告と質疑応答により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 394/668 ページ



科目名付クラス名 環境・モビリティ演習Ｂ

科目キー 360123W621

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大聖 泰弘

年度

授業概要 エンジンの燃焼，性能，有害排出成分の生成機構とその低減，次世代エンジン用燃料・エネルギー，さらにはエンジ

ンあるいは燃料電池とモーター・２次バッテリの各種組合せによるハイブリッドシステム等を対象とする文献の講読と

関連調査を行う。

シラバス １．火花点火エンジンの高効率化と排気浄化に関する文献講読（３回）

２．火花点火エンジンの高効率化と排気浄化に関する課題

３．ディーゼルエンジンの高効率化と排気浄化に関する文献調査（３回）

４．ディーゼルエンジンの高効率化と排気浄化に関する課題調査

５．新燃料・エネルギーハイブリッドシステムに関する文献講読（2回）

６．新燃料・エネルギーハイブリッドシステムに関する課題

７．ハイブリッドシステムに関する文献講読（2回）

８．ハイブリッドシステムに関する課題

副題

教科書 随時参考文献や資料を指定・配布する。

参考文献

評価方法 レポート課題の報告と質疑応答により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 395/668 ページ



科目名付クラス名 環境・モビリティ演習Ｃ

科目キー 360123W622

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大聖 泰弘

年度

授業概要 自動車用のエンジンの環境関連技術，各種各種の電気自動車とハイブリッド車の動力システム，および各種の関連

計測技術と数値シミュレーションに関する従来研究の調査・報告を行う。

シラバス １．エンジンの環境技術に関する従来研究の調査・報告（４回）

２．ハイブリッドシステムに関する従来研究の調査・報告（４回）

３．各種関連計測技術に関する従来研究の調査・報告（３回）

４．各種関連数値シミュレーションに関する調査・報告（３回）

副題

教科書 随時参考文献や資料を指定・配布する。

参考文献

評価方法 レポート課題の報告と質疑応答により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 396/668 ページ



科目名付クラス名 環境・モビリティ演習Ｄ

科目キー 360123W623

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大聖 泰弘

年度

授業概要 修士論文に関連する自動車用のエンジンの環境関連技術，各種の電気自動車とハイブリッド車の動力システム，各

種の関連計測技術と数値シミュレーションに関する課題を与える。

シラバス １．エンジンの環境技術に関する解説・課題（２回）

２．エンジンの環境技術に関する課題の結果報告（２回）

３．各種電動・ハイブリッドシステムに関する解説・課題（２回）

４．各種電動・ハイブリッドシステムに関する課題の報告（２回）

５．各種関連計測技術に関する課題検討（２回）

６．各種関連計測技術に関する課題の報告（１回）

７．各種関連数値シミュレーションに関する解説・課題（２回）

８．各種関連数値シミュレーションに関する課題の報告（１回）

副題

教科書 随時参考文献や資料を指定・配布する。

参考文献

評価方法 課題の報告と質疑応答により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 397/668 ページ



科目名付クラス名 環境・新エネルギー演習Ａ

科目キー 360123W630

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝田 正文

年度

授業概要 本演習では、熱機関におけるエネルギー変換に欠くことのできない基盤学問体系として伝熱工学を取り上げ、アップ

デートな研究動向やエネルギー分野への応用法を学ぶ。

特に、高効率熱輸送、熱機関および冷凍空調装置における伝熱工学の応用、そしてその促進法など最新の情報

について議論する中で、省エネルギーへの実践・応用の事例調査やさらなる改善策などの提案を行う。

シラバス 第1回 演習の目標設定と『伝熱工学における最近の話題』

教員からの提案およびテーマ設定

第2回から6回 輪講形式で受講者からのプレゼンテーションによって伝熱工学の基礎を理解する。その一助として

演習問題を設定して、各グループで解法について討論する。

第6回から10回 特に最近の話題の中から、伝熱促進法や熱交換器の設計に関するプロジェクト課題を設定して

webや関連文献を用いて調査検討し、問題点を解決する手段を模索する。毎回、グループ別に成果の経過報告を

行う。

第10回から14回 受講者による発表を実施して、討論によって、特に伝熱工学と省エネルギー、環境問題へのイン

パクトや評価法について理解を深める。

副題

教科書 例えば Adrian BEJAN “Heat Transfer” Wiley など

配布資料

参考文献

評価方法 レポートおよびプレゼンテーション、課題提出

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 398/668 ページ



科目名付クラス名 環境・新エネルギー演習Ｂ

科目キー 360123W631

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝田 正文

年度

授業概要 本演習では、演習Aで習得した基盤体系を活かして、高効率化や高性能化の進展が急な機器を例にその要素にお

ける改善成果と、それぞれの寄与度などを分析して、究極の省エネルギーへの施策を検討することでより理解を深

める。また、同時に新エネルギーの可能性や、再生可能エネルギーの高度利用、コジェネレーションやコンバインド

サイクルなどについて、環境技術政策・戦略の面から独自の将来像を描くとともに、技術ロードマップの作成を行う。

シラバス 第1回および2回目 本演習の目標と課題設定（一例として、蒸気圧縮式冷凍機器の最新技術について、教員および

設計開発現場担当者からの話題提供）

第3回および4回目 課題に適した生産現場の見学と現場担当者との技術課題について討論する。

第5回から10回 2から3名のグループを作り、課題を設定する。このプロジェクト課題に対して、最新文献の調査や

必要であれば簡単な設計、性能計算などを実践して課題解決のための施策を検討する。この間、教員からの助言

やグループによる発表や討論を重ね、成果を検討しつつ解決策をブラッシアップする。

10回から12回 現場担当者も同席の上、プレゼンテーションによる成果発表を行う。特に製作法やコストに対する

認識を高める。

13回と14回目 以上の体験を通して、解決法の実現までのロードマップと将来の可能性について評価し報告す

る。

副題

教科書

参考文献

評価方法 課題提出とプレゼンテーション

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 399/668 ページ



科目名付クラス名 環境・新エネルギー演習Ｃ

科目キー 360123W632

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝田 正文

年度

授業概要 すでに修士論文テーマが決定しているので、本演習では各自のテーマを意識しつつ、関連文献の調査や、実際にモ

デル実験を行うのであれば装置の構成や測定方法などの吟味を、受講生のプレゼンテーションと討論を通して行

う。もちろん得られた成果の物理的な解釈や現象のモデル化や数値計算手法などについても討論し、修士論文作

成の一助とする。

シラバス 第1回から3回目 受講者による各プロジェクトの目的と背景、さらに従来行われてきた関連する研究の解説、および

新規性や独創性に関するプレゼンテーションを行い、受講者間での論文テーマ相互理解に努める。

第4回から10回 受講者の調査による関連最新文献の輪講を行う。プレゼンテーションは学会報告に近いものとし、

発表者以外は少なくとも各自一回質問を課せられる。従って、発表者は一週間前に当該論文を受講者および教員

に配布する必要がある。

第1１回から14回 成果に係る報告を行い全員で討論することで、今後の研究進展の一助とする。教員は報告に対

する助言や指導を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法 プレゼンテーションとディスカッションへの寄与度

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 400/668 ページ



科目名付クラス名 環境・新エネルギー演習Ｄ

科目キー 360123W633

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝田 正文

年度

授業概要 演習Cのアドバンスである。修士論文プロジェクトを意識しながら、成果の環境評価や新エネルギーへの貢献あるい

は有効性について、議論を深める。受講生は研究の進捗状況と得られた成果を報告することで、データ整理の手法

やその物理的解釈、加えて現象のモデル化と理論的な背景などについて議論し、研究の総括やその後の学会発表

の一助とする。

シラバス 第1回から7回 受講生による修士論文研究成果の進捗状況報告

およびディスカッション 一回目の実施

第8回から14回 同二回目の実施。研究成果の総括に向けた、物理現象のモデル化や理論計算との整合性など

を議論する。また成果の環境評価や新エネルギーへの貢献あるいは有効性について報告する。

副題

教科書

参考文献

評価方法 成果報告とディスカッションへの寄与度

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 401/668 ページ



科目名付クラス名 環境・パワーシステム演習Ａ

科目キー 360123W640

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 草鹿 仁

年度

授業概要 現代及び次世代のエンジンシステムの燃焼，性能，有害排出物質の生成機構とその低減，ハイブリッド自動車，燃

料電池自動車などの先端的なもの対象に海外文献の調査，精読を行う．また，エネルギー変換反応を対象としたコ

ンピュータシミュレーションに関する演習を行う

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

草鹿 仁 (kusaka@mse.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 402/668 ページ



科目名付クラス名 環境・パワーシステム演習Ｂ

科目キー 360123W641

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 草鹿 仁

年度

授業概要 現代及び次世代のエンジンシステムの燃焼，性能，有害排出物質の生成機構とその低減，ハイブリッド自動車，燃

料電池自動車などの先端的なもの対象に海外文献の調査，精読を行う．また，エネルギー変換反応を対象としたコ

ンピュータシミュレーションに関する演習を行う

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

草鹿 仁 (kusaka@mse.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 403/668 ページ



科目名付クラス名 環境・パワーシステム演習Ｃ

科目キー 360123W642

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 草鹿 仁

年度

授業概要 本演習では、各受講者が以下から自らのテーマを選定し、調査・モデリング・考察・

発表を実施し、これに対してディスカッションと指導を行う。

・ディーゼル燃焼及び直接噴射ガソリン燃焼のSpray Combustion Modeling

・ディーゼル燃焼及びガソリン燃焼の燃焼反応機構の構築とその活用

・ディーゼル燃焼及びガソリン燃焼の有害排出物質生成過程の反応機構の構築とその活用

・ディーゼル燃焼及びガソリン燃焼における乱流混合-化学反応相互干渉のModelingとその活用

・乱流モデルの構築とその活用

・触媒表面反応機構の構築とその活用

・触媒表面反応を含む熱物質輸送のmodeling

・燃料電池内部における各種物質輸送過程のmodelingとその活用

・燃料電池各種分極現象のmodelingとその活用

・上記燃料電池モデルを統合させた燃料電池性能予測Modelingとその活用

シラバス それぞれの受講者は、２ないし３回のプレゼンテーションを行い、討論の結果を再度レポートとしてまとめ、提出す

る。

副題

教科書 配付資料等

参考文献

評価方法 レポート（作品等を含む）、プレゼンテーション、ディスカッション、平常点

備考 環境・パワーシステム演習A、Bを履修した者に限る。また環境・パワーシステム演習Dも履修すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 404/668 ページ



科目名付クラス名 環境・パワーシステム演習Ｄ

科目キー 360123W643

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 草鹿 仁

年度

授業概要 本演習では、環境・パワーシステム演習Cで各受講者が選定した以下のテーマについて、考察を深め、さらに発表を

実施する。これに対してディカッションと指導を行う。

・ディーゼル燃焼及び直接噴射ガソリン燃焼のSpray Combustion Modeling

・ディーゼル燃焼及びガソリン燃焼の燃焼反応機構の構築とその活用

・ディーゼル燃焼及びガソリン燃焼の有害排出物質生成過程の反応機構の構築とその活用

・ディーゼル燃焼及びガソリン燃焼における乱流混合-化学反応相互干渉モデルのModelingとその活用

・乱流モデルの構築とその活用

・触媒表面反応機構の構築とその活用

・触媒表面反応を含む熱物質輸送のmodeling

・燃料電池内部における各種物質輸送過程のmodelingとその活用

・燃料電池各種分極現象のmodelingとその活用

・上記燃料電池モデルを統合させた燃料電池性能予測Modelingとその活用

シラバス それぞれの受講者は、２ないし３回のプレゼンテーションを行い、討論の結果を再度レポートとしてまとめ、提出す

る。また、最終的に環境・パワーシステム演習CならびにDの結果を集大成としてとりまとめ、提出する。

副題

教科書 配付資料等

参考文献

評価方法 レポート（作品等を含む）、プレゼンテーション、ディスカッション、平常点

備考 環境・パワーシステム演習A、Bを履修した者に限る。また環境・パワーシステム演習Cも履修すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 405/668 ページ



科目名付クラス名 環境システム評価演習Ａ

科目キー 360123W650

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 納富 信

年度

授業概要 循環型社会を構築するためには、実社会に普及している各種システムに対するライフサイクルにわたる環境負荷の

適切な評価が求められる。

そこで、本演習においては、環境システムの分析手法および環境負荷評価手法の基礎を習得することを目的とし

て、その特質を整理・分析し、具体的なシステムを対象とした手法の適用を通じて、より理解を深めることを目指す。

シラバス 初回の演習において、履修者が興味を持つ対象に関するヒアリングを実施する。

その後、具体的な修士論文研究やプロジェクト研究などにおいて有用となる各種周辺情報の収集や論文輪読、ディ

スカッションなどを通じて、研究者としての価値観の確立ならびに研究対象あるいは興味対象への知識の深化を図

る。

本年度は、「環境システム評価研究」の研究項目を基本とした下記のテーマから、履修者が選択し、個別テーマごと

の演習（ゼミ形式）を実施する。

＜テーマ＞

｢地域におけるバイオマス利活用システムについて｣

｢自然エネルギーを活用したエネルギー変換システムについて（熱音響・スターリングシステム）｣

｢次世代の地域における環境配慮型エネルギーシステムについて（水素エネルギーシステム）｣

｢原動機における総合的エネルギー利用効率の向上について｣

｢各種リサイクルシステムの環境性評価ならびに社会受容性向上に向けた検討」

副題

教科書 配布資料、官公庁等のＨＰ、各種報告書、各種論文など

参考文献

評価方法 レポート・発表、平常点

備考 環境システム評価演習Ｂも履修すること。

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/nohtomi/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 406/668 ページ



科目名付クラス名 環境システム評価演習Ｂ

科目キー 360123W651

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 納富 信

年度

授業概要 循環型社会を構築するためには、実社会に普及している各種システムに対するライフサイクルにわたる環境負荷の

適切な評価が求められる。

そこで、本演習においては、環境システム評価演習Ａにおいて習得した各種環境負荷評価手法を発展させ、より多く

の因子を包含した総合的な環境負荷評価を実践・体系化することを目的とする。具体的には、安全性を重視する安

全システムや品質を重視する流通システムなどを対象として、安全や品質を評価因子として加えることを考える。

シラバス 環境システム評価演習Ａに引き続く内容ならびに方法で実施する。

初回の演習において、履修者が興味を持つ対象に変更が生じる場合は、グルーピングを変更する。

具体的な修士論文研究やプロジェクト研究などにおいて有用となる各種周辺情報の収集や論文輪読、ディスカッ

ションなどを通じて、研究者としての価値観の確立ならびに研究対象あるいは興味対象への知識の深化を図る。

本年度は、「環境システム評価研究」の研究項目を基本とした下記のテーマから、履修者が選択し、個別テーマごと

の演習（ゼミ形式）を実施する。

なお、演習Ｂにおいては、同時に修士論文研究計画の立案ならびに基礎情報の収集・整理・検討などを並行する。

＜テーマ＞

｢地域におけるバイオマス利活用システムについて｣

｢自然エネルギーを活用したエネルギー変換システムについて（熱音響・スターリングシステム）｣

｢次世代の地域における環境配慮型エネルギーシステムについて（水素エネルギーシステム）｣

｢原動機における総合的エネルギー利用効率の向上について｣

｢各種リサイクルシステムの環境性評価ならびに社会受容性向上に向けた検討」

副題

教科書 配布資料、官公庁等のＨＰ、各種報告書、各種論文など

参考文献

評価方法 レポート・発表、平常点

備考 環境システム評価演習Ａを履修すること。

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/nohtomi/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 407/668 ページ



科目名付クラス名 環境システム評価演習Ｃ

科目キー 360123W652

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 納富 信

年度

授業概要 真に環境に配慮した循環型社会を構築するためには、実社会に普及している各種システムに対するライフサイクル

にわたる環境負荷等の適切な評価が求められる。

そこで、本演習においては、環境システム評価演習AおよびBを通じて習得した各種環境負荷評価手法および配慮

事項に関して、学生自らに課せられている修士論文研究の内容とリンクさせ、より具体的に明確化させたシステム

等を対象とした総合的環境システム評価および研究開発をＯＪＴ的に実践する。

ここでは、環境システムの評価を実践するにとどまらず、それをコミュニケーション手段として如何に有効活用してゆ

くか、その方法論についても研究を行う。

以下が、本年度の設定テーマである。

＜テーマ＞

｢地域におけるバイオマス利活用システムについて｣

｢自然エネルギーを活用したエネルギー変換システムについて（熱音響・スターリングシステム）｣

｢次世代の地域における環境配慮型エネルギーシステムについて（水素エネルギーシステム）｣

｢原動機における総合的エネルギー利用効率の向上について｣

｢各種リサイクルシステムの環境性評価ならびに社会受容性向上に向けた検討」

＜その他のテーマ＞

○LCA・リスクアナリシス関連研究：環境負荷評価およびリスク解析における手法の高度化データの不確かさ・信頼

性に関する考察

○エコロジスティクス関連研究：環境配慮型ロジスティクスシステムの構築

○エココミュニティ関連研究：本庄地域における環境システム導入に向けた検討および施策の提案

シラバス それぞれの受講者は、２ないし３回程度のプレゼンテーションを行い、討論の結果を再度レポートとしてまとめ、提出

する。

副題

教科書 配布資料等

参考文献

評価方法 レポート・発表、平常点

備考 環境システム評価演習Ａ，Ｂを履修したものに限る。また、環境システム評価演習Ｄも履修すること。

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/nohtomi/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 408/668 ページ



科目名付クラス名 環境システム評価演習Ｄ

科目キー 360123W653

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 納富 信

年度

授業概要 真に環境に配慮した循環型社会を構築するためには、実社会に普及している各種システムに対するライフサイクル

にわたる環境負荷等の適切な評価が求められる。

そこで、本演習においては、環境システム評価演習AおよびBを通じて習得した各種環境負荷評価手法および配慮

事項に関して、学生自らに課せられている修士論文研究の内容とリンクさせ、より具体的に明確化させたシステム

等を対象とした総合的環境システム評価および研究開発をＯＪＴ的に実践する。ここでは、上述の内容に加え、さら

に調査や考察を深め、議論の内容と理解の深化を図ってゆくこととする。以下が、本年度の設定テーマである。

＜テーマ＞

｢地域におけるバイオマス利活用システムについて｣

｢自然エネルギーを活用したエネルギー変換システムについて（熱音響・スターリングシステム）｣

｢次世代の地域における環境配慮型エネルギーシステムについて（水素エネルギーシステム）｣

｢原動機における総合的エネルギー利用効率の向上について｣

｢各種リサイクルシステムの環境性評価ならびに社会受容性向上に向けた検討」

＜その他のテーマ＞

○LCA・リスクアナリシス関連研究：環境負荷評価およびリスク解析における手法の高度化データの不確かさ・信頼

性に関する考察

○エコロジスティクス関連研究：環境配慮型ロジスティクスシステムの構築

○エココミュニティ関連研究：本庄地域における環境システム導入に向けた検討および施策の提案

シラバス 受講者は、２ないし３回程度のプレゼンテーションを行い、討論の結果を再度レポートとして整理して提出する。最終

的には、環境システム評価演習ＣおよびＤの調査・考察結果を取りまとめて提出する。

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート・発表、平常点

備考 環境システム評価演習Ａ，Ｂを履修したものに限る。また、環境システム評価演習Ｃを履修すること。

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/nohtomi/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 409/668 ページ



科目名付クラス名 エネルギー・環境政策演習Ａ

科目キー 360123W660

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 友成 真一

年度

授業概要 エネルギー・環境政策につき、一番興味がわき、一番面白いと思う政策を各自で取り上げ、その政策の探求を通じ、

エネルギー・環境政策の本質にたどり着くことを目的とする。

探求の手法として、自分プロジェクトマネジメントcTomonari、フィールドワーク、プレゼンテーション、YouMEディスカッ

ションcTomonariを多用する。

フィールドワークでは、政策担当者、政策の利害関係者へのインタビュー、政策現場での体験を実施する。

前期では、各自のテーマのビルドアップを中心に行う。

シラバス １．オリエンテーション

２．エネルギー・環境問題ブレインストーミング

３．エネルギー・環境問題ブレインストーミング

４．各自のテーマ設定

５．各自のテーマ設定

６．各自のテーマ・プレゼンテーション

７．各自のテーマ・プレゼンテーション

８．各自のテーマ・プレゼンテーション

９．各自テーマのブラッシュアップ

10．各自テーマのブラッシュアップ

11．行動計画の策定

12．行動計画の策定

13．最終プレゼンテーション

14．予備日

MLを活用し、講義時間外での議論を促進させる。

副題

教科書 その都度最低限の情報は提供するが、基本的には学生が自らの関心に応じて、自分で探しだす。

参考文献

評価方法 ディスカッションへの貢献、プレゼンテーション、フィールドワークの取り組み、最終成果物の完成度により評価する。

備考 金曜日３時限の環境政策科学演習Aと合同で連続実施するため、

両方を履修すること

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 410/668 ページ



科目名付クラス名 エネルギー・環境政策演習Ｂ

科目キー 360123W661

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 友成 真一

年度

授業概要 エネルギー・環境政策につき、一番興味がわき、一番面白いと思う政策を各自で取り上げ、その政策の探求を通じ、

エネルギー・環境政策の本質にたどり着くことを目的とする。

探求の手法として、自分プロジェクトマネジメントcTomonari、フィールドワーク、プレゼンテーション、YouMEディスカッ

ションcTomonariを多用する。

フィールドワークでは、政策担当者、政策の利害関係者へのインタビュー、政策現場での体験を実施する。

後期では、各自のテーマのフィールドワークを中心に行う。

シラバス １．後期の演習オリエンテーション

２．各自テーマの再発表（夏休み期間のブラッシュアップを踏まえて）

３．各自テーマの再発表（夏休み期間のブラッシュアップを踏まえて）

４．各自テーマの再発表（夏休み期間のブラッシュアップを踏まえて）

５．フィールドワークの発表

６．フィールドワークの発表

７．フィールドワークの発表

８．各自テーマの中間報告

９．各自テーマの中間報告

10．フィールドワークの発表

11．フィールドワークの発表

12．フィールドワークの発表

13．各自テーマの最終発表

14．各自テーマの最終発表

MLを活用し、講義時間外での議論を促進させる。

副題

教科書 その都度最低限の情報は提供するが、基本的には学生が自らの関心に応じて、自分で探しだす。

参考文献

評価方法 ディスカッションへの貢献、プレゼンテーション、フィールドワークの取り組み、最終成果物の完成度により評価する。

備考 金曜日４時限の環境政策科学演習Bと合同で連続実施するため、

両方を履修すること

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 411/668 ページ



科目名付クラス名 エネルギー・環境政策演習Ｃ

科目キー 360123W662

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 友成 真一

年度

授業概要 エネルギー・環境政策につき、一番興味がわき、一番面白いと思う政策を各自で取り上げ、その政策の探求を通じ、

エネルギー・環境政策の本質にたどり着くことを目的とする。

探求の手法として、自分プロジェクトマネジメント&copy;Tomonari、フィールドワーク、プレゼンテーション、YouMEディ

スカッション&copy;Tomonariを多用する。

フィールドワークでは、政策担当者、政策の利害関係者へのインタビュー、政策現場での体験を実施する。

２年度生を対象とし、前期では、策定した政策ブラッシュアップとの現場への適用を検討する。

シラバス １．エネルギー・環境政策モデルの議論

２．エネルギー・環境政策モデルの議論

３．エネルギー・環境政策モデルの議論

４．地域の特定について議論

５．地域のステイクホルダーの特定

６．フィールドワーク

７．フィールドワーク

８．政策モデルブラッシュアップ

９．フィールドワーク

10．フィールドワーク

11．フィールドワーク

12．政策モデルのブラッシュアップ

13．今後の計画について議論

14．予備日

MLを活用し、講義時間外での議論を促進させる。

副題

教科書 その都度最低限の情報は提供するが、基本的には学生が自らの関心に応じて、自分で探しだす。

参考文献

評価方法 ディスカッションへの貢献、プレゼンテーション、フィールドワークの取り組み、最終成果物の完成度により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 412/668 ページ



科目名付クラス名 エネルギー・環境政策演習Ｄ

科目キー 360123W663

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 友成 真一

年度

授業概要 エネルギー・環境政策につき、一番興味がわき、一番面白いと思う政策を各自で取り上げ、その政策の探求を通じ、

エネルギー・環境政策の本質にたどり着くことを目的とする。

探求の手法として、自分プロジェクトマネジメント&copy;Tomonari、フィールドワーク、プレゼンテーション、YouMEディ

スカッション&copy;Tomonariを多用する。

フィールドワークでは、政策担当者、政策の利害関係者へのインタビュー、政策現場での体験を実施する。

２年度生を対象とし、後期では、各自の政策モデルを現場で適用し、仮説と検証を繰り返し、最終提言まで結びつけ

る。

シラバス １．後期の計画を議論

２．フィールドワーク

３．フィールドワーク

４．フィールドワーク

５．フィールドワークの仮説と検証の議論

６．フィールドワークの仮説と検証の議論

７．フィールドワーク

８．フィールドワーク

９．フィールドワーク

10．フィールドワークの仮説と検証の議論

11．フィールドワークの仮説と検証の議論

12．最終提言への準備

13．最終提言への準備

14．予備日

MLを活用し、講義時間外での議論を促進させる。

副題

教科書 その都度最低限の情報は提供するが、基本的には学生が自らの関心に応じて、自分で探しだす。

参考文献

評価方法 ディスカッションへの貢献、プレゼンテーション、フィールドワークの取り組み、最終成果物の完成度により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 413/668 ページ



科目名付クラス名 環境政策科学演習Ａ

科目キー 360123W670

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉田 徳久

年度

授業概要 前半では、国際機関における環境・エネルギー戦略と、国内（国、県、市町村）における環境・エネルギー戦略の相

互連関を理解するため、コアとなる国際約束・ドキュメント・法令等を輪読し、多面的な理解を深めるとともに、実際の

政策効果を分析・評価する。

後半は、環境・エネルギーに関する行政において、国ー都道府県・政令市ー市町村の役割分担がどのようになさ

れ、相互の連携がうまく図られているかを知る。また、行政機関から現在の施策と課題をヒアリングし、さらに、埼玉

県下の環境・エネルギー関連施設を視察して、行政的及び技術的観点から分析・評価を行う。

シラバス （１）前半は環境・エネルギーに関する国際及び国家戦略について考察する

・国際エネルギー機関（IEA)の年次報告から世界のエネルギー事情をみる。

・IPCC第四次報告を読み解く

・新国家エネルギー戦略を読み解く

・京都議定書目標達成計画を読み解く

・新エネルギー・再生可能エネルギーの導入可能性を考える

（２）後半は国内の環境・エネルギー対策における国ー県ー市の役割分担を学ぶ

・環境・エネルギーに関連する主要な法令の概要を知る

・埼玉県の環境・エネルギー行政の課題と対応について考える

・熊谷・本庄市の環境・エネルギー行政の課題と対応を考える

・埼玉県内の環境施設（廃棄物、下水道）、リサイクル産業、先進環境対策工場の視察

（３）総合討論とレポート作成（テーマは例えば次のようなもの）

・わが国の環境・エネルギー政策への展望

・わが国の地方自治体における環境・エネルギー対策の課題

副題 環境・エネルギー政策を検証する

教科書

参考文献 IPCC第四次報告

新国家エネルギー戦略（資源エネルギー庁、2006.5）

京都議定書目標達成計画（環境省、2005.4）

2030年のエネルギー需給展望（資源エネルギー庁、2005.3）

（以上はインターネットでダウンロードすることができます。）

World Energy Outlook（最新版はダウンロードできません）

環境関連法令集、エネルギー関連法令集

評価方法 レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 414/668 ページ



科目名付クラス名 環境政策科学演習Ｂ

科目キー 360123W671

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉田 徳久

年度

授業概要 過去１０年間に東京・埼玉及びその周辺地域で発生した、環境保全に関連する社会的事案から、ゼミ生各自が1

テーマを取り上げ、事案の経過から結末（未決着の案件でもよい）までを追跡しながら、（１）当該事案に係る行政的

な仕組みや法令・条例の規定を整理し、（２）利害関係者の主張を比較検討しつつ対立構造を把握し、（３）関係する

科学的知見や技術的な事項を把握し、（４）行政当局の対応の適切性や合理性について考察し、（５）合意形成プロ

セスと事案終結の姿の妥当性について考察し、（６）事案の社会的な意義と教訓について考察する。

各自の検討結果をもちより、教員と院生相互が意見交換をしながら、環境法令、環境技術への理解を深めるととも

に、環境問題の解決における関係者間の信頼、コミュニケーションの重要性を理解する。ゼミ生の学習成果はレ

ポートとしてとりまとめて提出する。

事案の候補としては例えば以下のようなものがある。

１．築地市場の豊洲移転計画

２．ダイオキシン問題と所沢ほうれん草事件

３．小田急線連続立体交差事業認可処分取消請求

４．杉並病の原因裁定

シラバス １．オリエンテーション（環境紛争とその処理について）

２．各自の課題選定（意見交換と教員からの助言・注意事項）

３．事案調査１（粗情報整理）

４．事案調査２（現地調査）

５．事案調査３（現地調査）

６．中間報告（調査結果を持ち寄って意見交換）

７．行政的仕組み、関係法令・条例の検討

８．科学的・技術的な事項の検討

９．行政指導の適切性・合意形成の方法の妥当性を分析

10．事案の社会的な意味と環境保全上の教訓を考察

11．最終報告の発表会及び討論会（１）

12．最終報告の発表会及び討論会（２）

13．最終報告の発表会及び討論会（３）

※７．ー10．については各自が教員と相談し、また、ゼミ生相互が意見交換しながら資料の取りまとめ作業を行う。

副題 地域の環境事案のケーススタディ

教科書 環境六法及び環境法令解説集

参考文献 公害等調整委員会年次報告

東京都・埼玉県の環境年次報告

関係する事案の環境影響評価書

評価方法 レポート

備考 ケーススタディの対象とする事案の決定に当たっては、関係者の協力が得られないなどの理由によって調査に著しく

困難を伴うもの、遠距離旅行を伴うものなどは避けること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 415/668 ページ



科目名付クラス名 環境政策科学演習Ｃ

科目キー 360123W672

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉田 徳久

年度

授業概要 ローマクラブの「成長の限界」（1970）や、米国政府特別調査報告「西暦２０００年の地球」（1980）などによる問題提

起によって、人類の成長限界は革新的技術の創出のみでは克服不可能との理解が高まり、人間のパラダイム変革

が不可欠との認識も生まれつつある。しかし、地球温暖化問題ひとつをとっても南北世界の不公平感の深まり、エネ

ルギー・セキュリティや国際経済競争力の確保への不安など、多くの要因に阻害されてその対策は容易に進捗しな

い。

本演習では、改めて今日的な地球環境問題―とりわけ地球温暖化問題―を念頭におきながら、現時点で見通せ

る将来の地球資源等の枠組みの中で、宇宙船地球号の悲惨な運命を回避するためには、科学・技術面でも社会経

済システム面でも、地球をどのように変革しながら操縦すべきか、それは可能であるか等について、地球科学や生

命科学等の広い視点も含めながら提案を行う。

シラバス 以下の具体的な演習課題を取り上げる予定

・地球の資源・エネルギー賦存量と利用可能性

・地球上の生物資源の生産可能性と限界

・地球上の物質循環と環境汚染メカニズム

・自然環境の審美的価値と自然との共存の意義

・生物多様性の維持が人間にもたらすもの

・環境保全に関する国際条約の成立（レジーム論）

副題

教科書 資料配布

参考文献

評価方法 レポート・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 416/668 ページ



科目名付クラス名 環境政策科学演習Ｄ

科目キー 360123W673

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉田 徳久

年度

授業概要 本演習では、環境政策への支援として最近特に重要視されている、各種のソフトな手法、即ち、環境経済学手法

や環境管理手法（ISO14001、環境監査など）の発達、環境教育の促進、環境NPO活動などの効果などを評価すると

ともに、その将来見通しなどについて考察する。

１．環境経済学の特徴と応用実例

２．環境教育、環境倫理、環境哲学など個人の環境行動に関わるもの

３．ISO、環境監査など組織・団体の環境行動に関わるもの

４．環境NPO活動及び市民の保全活動の政策的な意義

５．環境行動促進のためのツール（地域通貨、情報システムなど）

シラバス 以下の具体的な演習課題を取り上げる予定

・環境経済学の理論と実際

・環境管理（ISO環境シリーズ、エコアクション２１等）

・環境報告書の企画と編集

・環境教育の現状と課題

・環境NGOの活動実績と今後への期待

・環境行動促進のためのツール（地域通貨への挑戦、情報と環境保全）

※環境NGOとの討論会を通じて彼らの活動基盤を知り、活動の悩みを理解する。

副題

教科書 資料配布

参考文献

評価方法 レポート・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 417/668 ページ



科目名付クラス名 環境・エネルギー学演習Ａ

科目キー 360123W710

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也 大聖 泰弘 勝田 正文

納富 信 草鹿 仁 紙屋 雄史

友成 真一 吉田 徳久

年度

授業概要 環境・エネルギー分野の全教員による共同指導によって受講生に問題発見能力の養成やその解決のための種々

の手法の体得を目指す。受講生自らがテーマを選定し、関連する事項の調査や考察を通じてプレゼンテーション資

料を作成する。これをもとにした発表・討論実施する。こうした対応によって、調査能力、発表能力、ディスカッション

能力等の育成も図る。

シラバス 発表内容は環境・エネルギーに関するもので、討論に値するものであればよい。例えば、

自分が学部で行った卒論に関するもの

自分が研究しようとする修論テーマに関連のある過去の修論に関するもの

自分が研究しようとする修論テーマに関連する論文

その他、関心のある研究に関するもの

発表は1回に３人とし、１名あたり２０分で話題の内容を要領よく、解りやすく説明する。説明においてはｐｐｔなどのプ

レゼンテーション用ソフトを使用する。発表者以外は２から３名で班を作り、発表内容に関して班として必ず質問ある

いは意見を述べ、発表者と討論を行う。

発表者は１週間前に発表に必要な資料（図を含んで１０ページ以内）を教員とすべての学生にメールしておかねばな

らない。意義ある質問のためには、この間の予習が必要であるばかりでなく、記載されている参考文献などの調査も

行う必要がある。

討論の過程で判明した課題については再度、調査、考察し、原則２週間後に発表する。

副題

教科書 資料配布等

参考文献

評価方法 レポート・プレゼンテーション・ディスカッション・平常点

備考 環境・エネルギー学演習Ｂも履修すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 418/668 ページ



科目名付クラス名 環境・エネルギー学演習Ｂ

科目キー 360123W711

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也 大聖 泰弘 勝田 正文

納富 信 草鹿 仁 紙屋 雄史

友成 真一 吉田 徳久

年度

授業概要 環境・エネルギー専攻の全教員の共同指導で対応する。地域の環境や資源・エネルギー問題、自然保全等に関す

るさまざまな主体の取り組みを学ぶ。５つの市民(生活市民・企業市民・行政市民・学界市民・海外市民)の共創的目

標達成の手法、現場・現物・現実主義に基づく実践のあり方、学問領域統合化型のアプローチ等を体験学習する。

シラバス 地域関係者の講演に加えて、視察・体験学習等の組み合わせで構成される。また、地元関係者を対象とした学生に

よる発表会等も実施する。

また、１ないし２泊程度での遠隔地の工場見学・現場視察と関連するテーマでの発表・討論を実施する。

受講者は数人で班を構成し、それぞれ与えられたテーマについて、事前に十分な討論を行い、発表用ｐｐｔをとりまと

める。この資料をもとに教員を含めたグループのディスカッションを実施し、再修正を行って全教員参加による総合

討論に臨む。テーマ例としては、「生産現場の海外移転が進むなかで、わが国のエコタウンはどのような方向を目指

せばよいか。」、「温暖化対策としてもビル等の省エネが求められている。今後どのような対応をとればよいか、新し

いアイデアを考えよう」など挑戦的・先進的なものである。

工場見学・現場視察先には、海外も含まれる。

副題

教科書 配付資料等

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・プレゼンテーション・ディスカッション・実践成果・平常点

備考 環境・エネルギー学演習Ａを履修すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 419/668 ページ



科目名付クラス名 環境・エネルギー学特別演習Ａ

科目キー 360123W712

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也 大聖 泰弘 勝田 正文

納富 信 草鹿 仁 紙屋 雄史

友成 真一 吉田 徳久

年度

授業概要 前期２年度生を受講者とし、環境・エネルギー専攻の全教員が担当する演習である。本演習では、受講者自らが取

り上げ、研究を進めている修士論文研究に対し、発表・討論を実施し、さまざまな専門分野の教員が多面的な視点

からの指導を行う。

シラバス 本演習は公開ゼミナール方式で行われ、２年度生のみならず前期１年度生，博士課程学生ならびに助手の諸君に

も積極的な参加を求めている。

演習１回につき３ないし４名の学生が、進行中の修士論文研究の進捗状況を具体的にレポートし、教員ならびに聴

講者とディスカッションを行う。環境・エネルギー学特別演習Ａでは、各学生に2ないし３回の発表が義務付けられて

おり、研究方針の決定から研究実施計画の立案、さらにその進捗状況を発表する。

副題

教科書

参考文献

評価方法 プレゼンテーション・ディスカッション・平常点

備考 環境・エネルギー学特別演習Ｂも履修すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境・エネルギー学特別演習Ｂ

科目キー 360123W713

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也 大聖 泰弘 勝田 正文

納富 信 草鹿 仁 紙屋 雄史

友成 真一 吉田 徳久

年度

授業概要 前期２年度生を受講者とし、環境・エネルギー専攻の全教員が担当する演習である。本演習では、受講者自らが取

り上げ、研究を進めている修士論文研究に対し、発表・討論を実施し、さまざまな専門分野の教員が多面的な視点

からの指導を行う。

シラバス 本演習は公開ゼミナール方式で行われ、２年度生のみならず前期１年度生，博士課程学生ならびに助手の諸君に

も積極的な参加を求めている。

演習１回につき３ないし４名の学生が、進行中の修士論文研究の進捗状況を具体的にレポートし、教員ならびに聴

講者とディスカッションを行う。環境・エネルギー学特別演習Ｂでは、各学生に３回の発表が義務付けられており、研

究の進捗状況を発表する。さらには研究の最終成果を報告し，最後に修士論文の発表に関する指導を受ける。

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート、プレゼンテーション、ディスカッション、平常点

備考 環境・エネルギー学特別演習Aも履修すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 産業数学研究

科目キー 360201A010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 勝弘

年度

授業概要 本研究では産業界に実在する種々のシステムの挙動を予測・評価するため，数理的な解析能力を養い，工学的な

物の見方と理解を深めることを目標としている。研究テーマとしては，主に流体過渡現象，超高速液体噴流，流体中

の物体振動，交通の流れに関する諸問題を取り上げ，実験・観測と併行して，モデルの構成，理論解析，数値解

析，データ処理，最適化などの手法を吟味，検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 流体工学研究

科目キー 360201A022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大田 英輔 山本 孝正

年度

授業概要 流体工学にあらわれる力学的諸現象の解明や再確認を，基本的な実験，解析研究を通じておこなう。主として気

体や液体および気液二相流体の高速流動に関わる熱流体物理的現象，さらに発生する振動や騒音などを中心に

研究し，随時，流体機械・計測などへの応用を企てる。第１年度は文献研究を主とし，流体工学上の諸法則を正しく

理解し，実験方法などの基礎的な用意をしたうえで，第２年度における応用実験・解析へ発展する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

大田 英輔 (outa@waseda.jp) 山本 孝正

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 流体工学研究

科目キー 360201A024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 太田 有

年度

授業概要 流体を媒体としてエネルギ変換を行う各種流体機械に発生する非定常現象，および空気力学的に発生する音響

波に関する実験的・数値的研究を行う。主として，軸流型や遠心型気体機械の複雑な内部流れ構造に関連する諸

現象を研究対象とするが，羽根車，翼など主要構成要素の力学的挙動・特性に関する基礎研究や，高速・非定常

データの統計的処理法に関する調査・検討もあわせて実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

太田 有 (yutaka@ohta.mech.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 流体工学研究

科目キー 360201A025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉村 浩明

年度

授業概要 非線形力学系に現れる複雑な挙動の解明を行うための大域的な解析方法及び系の合理的設計法の確立が本研

究の目的である。特に，エネルギーを媒介として，系の構成要素間の相互作用とその伝達機構に注目し，その上

で，幾何学的な手法などの数理的な観点から系を支配する力学的構造を組織的に把握する．また，そのために必

要となるモデリングと解析・設計方法に関する総合的な研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 内燃機関研究

科目キー 360201A031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大聖 泰弘

年度

授業概要 本研究は機械工学の各分野の技術がＳｙｓｔｅｍａｔｉｃに総合された内燃機関を対象とし，先端的なテーマを選んで

実験の計画，実施とその解析，シミュレーション等を行わせ，この分野での高度技術者としての能力を養成すること

を目標とする。例えば，燃焼現象に関連する基礎的研究のほか，性能，低公害性，燃料経済性を考慮した機関の最

適化，次世代機関・燃料，機関・モーターによるハイブリッドシステム等を研究テーマとする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 熱工学研究

科目キー 360201A032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也

年度

授業概要 「資源と環境の制約」は21世紀の大きな課題であり、その解決のための循環型社会の構築はわが国ばかりでなく、

世界各国の大きな目標になっている。循環型社会で目標とするところは、「人間の生命・健康」と「生態系の健全

性」、「将来世代の生活・生産基盤（資源・エネルギー）」の維持・保全・確保であり、こうした状況にあって、我々の生

活を支える工業製品にも、そのライフサイクルにわたっての環境配慮を意図したデザインが求められている。

本研究指導では、学生それぞれの研究課題に合わせて、循環型社会の構築に資するための環境配慮デザインの

あり方や評価手法の開発等について指導を行う。

シラバス

副題

教科書 配付資料

参考文献

評価方法 課題レポート（作品等を含む）、プレゼンテーション、ディスカッション

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 熱工学研究

科目キー 360201A033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝田 正文

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

勝田 正文 (katsuta@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 熱エネルギー変換工学研究

科目キー 360201A037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 草鹿 仁

年度

授業概要 現代及び次世代のエンジンシステムの燃焼，性能，有害排出物質の生成機構とその低減，燃料電池自動車などの

自動車用パワーシステムを対象に実験および輸送論と化学反応速度論にもとずく数値計算による研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

草鹿 仁 (kusaka@mse.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 構造振動研究

科目キー 360201A041

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山川 宏

年度

授業概要 各種の動的な荷重下にさらされている幾何学的および材質的に複雑な機械構造物に対し，その設計の合理化を

はかろうとする場合，エネルギ原理に主として立脚した離散的な解析法の使用と，評価関数の向上を目的とした最

適化手法などの併用は，汎用性のある統一的な設計手法として有効なものと考えられる。

本研究ではそのような認識の上に，基礎概念から出発した研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 設計工学研究

科目キー 360201A045

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 林 洋次

年度

授業概要 設計工学の基礎分野を追求するために，機械設計を取り上げ，ねじなどの締結要素，軸受などの運動支持要素，

歯車などの動力伝達要素，シールなどの密封要素など，主要な機械要素の力学的特性を明らかにする。連続体の

力学によって理論的に解明し，その理論を実験によって検証することによって，解析的取扱いを確立する。また，設

計工学の基礎分野におけるこれらの成果を実現化する際に設計管理などの設計システムとしての取扱いの構築が

重要であることから，設計工学の体系化についても論究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料力学研究

科目キー 360201A047

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 川田 宏之

年度

授業概要 機械構造材料の変形と強度に関する力学的問題の解明を行う。主として，先進複合材料の破壊現象を取り上げ，

種々の力学的条件や環境条件下で発生する破壊現象の力学的評価とメカニズム解明のため実験的・数値的解析

的研究を行う。さらに，材料の強度評価法を基礎とした合理的な複合材料の設計法の提案，信頼性に対する高度な

工学的要求を満足するため複合材料の利用法の新たな展開を目標とした基礎研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

川田 宏之 (kawada@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トライボロジー研究

科目キー 360201A048

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 富岡 淳

年度

授業概要 トライボロジーにおける諸問題の解決に関連した研究を行う。主な研究テーマは，非ニュートン流体で潤滑された

滑り軸受のトライボロジー，エンジンのトライボロジー，生体のトライボロジー，医療機械のトライボロジーなどであ

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料力学研究

科目キー 360201A049

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅川 基男

年度

授業概要 自動車，高速鉄道，航空宇宙，メカトロニクス等の機械システムは，一層の高機能・高性能を追求しながら，その

部材の軽量化・強靱化を狙う方向に大きく流れている。そこで設計・開発に携わる機械技術者は材料の力学を駆使

した最適設計能力は勿論のこと，同時に自ら・機能・強度にマッチングした材料開発能力も強く求められている。そこ

で力学系では，弾性・破損・塑性・破壊を理論・実験的に思考し，さらに金属材料を主体に強靱機構の仕組（転位強

化，固溶・折出強化，結晶微細強化）を熱処理・加工技術を含め多面的に考察し，基礎学力に基づいた解

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

浅川 基男 (asakawa@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 精密工学研究

科目キー 360201A051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅野 重樹 大道 武生

年度

授業概要 人間に合わせることのできる機械の設計，制御の具体的方法論について研究してゆく。この方法論は，産業用機

械のみならず家電製品にまで適用可能であり，その効用として，作業において人間特有の巧みさが発揮できる工作

機械，家庭で人間の補助をするパーソナルロボット，といった新しい知能機械の誕生が期待できる。さらに，機械に

おける心（知・情・意の総体）の発生の探究を通して，人間と機械との新なるコミュニケーションレベルの創出を図る。

（研究上のキーワード）

バイオメカニズム，機械心理学，人間共存ロボット，知的生産システム，シナジカルシステム

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

菅野 重樹 (sugano@paradise.mech.waseda.ac.jp) 大道 武生

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 435/668 ページ



科目名付クラス名 精密工学研究

科目キー 360201A052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 川本 広行

年度

授業概要 情報精密機器は，21世紀の社会に特徴的なマルチメディアの基盤となるハードウェアであり，なかでもカラープリンタ

などの画像形成装置は，視覚を介して情報を伝達するための重要な機器である．これらの機器は，電磁力や流体

力を利用してトナーや液滴などの微粒子の運動や相変化を高速･高精度に制御する技術を基盤としており，電磁粒

体力学，換言すれば，"電磁力や流体力による粒体輸送の精密制御に関する研究"とでも称すべき学際的な研究を

行う．具体的には，電磁力や流体力の作用する(非平衡変化を伴う)粒体･液滴のダイナミクスとその微細制御，精密

機器の非線形振動等に関する研究などを行う。またこれを、マイクロ成形，マイクロマシン，生体科学、宇宙技術な

どへも展開する．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

川本 広行 (kawa@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 436/668 ページ



科目名付クラス名 材料設計研究

科目キー 360201A061

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 三輪 敬之

年度

授業概要 機械は構成材料から組立られ所定の機能を発揮する。したがって，その構成材料も機械の機能に適合するように

設計選定されねばならない。生命情報システム的な観点から，材料を合理的に設計する方法について研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 437/668 ページ



科目名付クラス名 プロセス工学研究

科目キー 360201A073

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 河合 素直

年度

授業概要 近年制御系はますます巨大化・複雑化するに至り，系を一つのシステムとして捉えることが重要な課題となってき

た。本研究では，制御系を構成しているプロセスの特性を，そのダイナミクスをも含めた形で，広義回路論的視点を

もとに捉え，これをもとに系の力学的挙動を明らかにし，さらに制御系の設計を容易にする事を目的とする。これは，

さらに系の合理的な設計あるいはある種の最適制御へと展開することをも意図している。現在の具体的な研究対象

としては，コージェネレーション・システムをはじめとする熱システムを取り上げている。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

河合 素直 (kawai@kawai.mech.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 438/668 ページ



科目名付クラス名 制御工学研究

科目キー 360201A074

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋詰 匠

年度

授業概要 エネルギー・動力システムを主対象として，「計測・制御系」を核とするシステムの解析・設計法を追求する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 439/668 ページ



科目名付クラス名 制御工学研究

科目キー 360201A075

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武藤 寛

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

武藤 寛 (hmutoh@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 440/668 ページ



科目名付クラス名 生物制御研究

科目キー 360201A076

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫

年度

授業概要 「ロボットにとって究極のお手本は人間（生物）である」を基礎においた人間形ロボット「ヒューマノイド」の設計論，制

御手法および，その応用技術の確立を目指し，機械モデルを伴った実証的研究を進める。 現在の研究テーマは，

主として人間の脳を中心とする中枢神経系と心理機能（認知・感情）および運動機能との関係性に着目しており，2

足ヒューマノイドロボット，2足ロコモータ，人間形上半身ロボット，咀嚼ロボット，顎関節障害者用開閉口訓練ロボッ

ト，頸部血流計測ロボット，臓器機械シミュレータ，フルート演奏ロボットおよびラット形ロボットの開発などがある。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点・( )

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 441/668 ページ



科目名付クラス名 生物制御研究

科目キー 360201A077

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生

年度

授業概要 主として生体の血液循環系にかかわる機能を機械工学的観点からシステム的にとらえ，その挙動の本質を明確

化する。さらに，その過程で得られた知見をもとに関連技術を駆使して，人工臓器開発等の応用研究を進める。研

究推進上必要とされる医学，生理学，生物学に関しては工学をベースにそれらを理解，解釈するための最低限の学

習を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 442/668 ページ



科目名付クラス名 塑性工学研究

科目キー 360201A082

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本村 貢

年度

授業概要 物をつくることが人間であり，その１つの工学が塑性工学であるという視点から，物体変形の力学的解析，塑性工

学に関連する機械，システム，プロセスの開発のハードとソフトを研究する。

具体的には，急冷凝固加工システム，多ロール圧延加工，エキスパートシステム，先端加工技術，リサイクル加工

技術，表面微細加工などについての研究を進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 443/668 ページ



科目名付クラス名 生物制御工学研究

科目キー 360201A083

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 杉本 旭

年度

授業概要 人間型ロボット「ヒューマノイド」の研究は、異なる方法で人間と同じ機能を実現するものである。ヒューマノイドと人間

の共存は、互いの長短を補完しあって極めて強力な関係を実現する．人間は、複雑・高度の生命維持システムを持

ち、さらに広く医療・救難等危険に対処するために社会システムが強固に構成されている．ロボットが人間の生命尊

重にさらに重要な役割を担うと共に、ロボットの生命管理が人間によって検討されなければならない．ロボットと人間

とが、それぞれの特徴を生かし、共存するための多様な条件について学ぶ．既に検討された代表的な文献を取り上

げ、ロボットの生態系の観点、安全システムの観点から討論しつつ学習する．

シラバス １． 人間の脳・神経とコンピュータ

２． 人間の運動系（筋肉）とアクチュエータ

３． 人間とロボットの歩行とリスク評価

４． 人間とロボットの安全制御の特徴と自己保存システム

５． 人間・ロボットシステムと独立防御層（ＩＰＬ）

６． ロボットを受け入れる社会システム

副題

教科書 特に教科書を用いない．プリントを作成して使用する．

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考 ロボットは人間と共に行動すれば、単なる工学的手段でなく、生態としての特性が顕著となる．ロボットを工学的立場

と生体的立場の両方で理解を求める．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 444/668 ページ



科目名付クラス名 医療福祉工学研究

科目キー 360201A086

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤江 正克

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

藤江 正克 (mgfujie@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 445/668 ページ



科目名付クラス名 機械システム制御工学研究

科目キー 360201A087

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 齋藤 潔

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

斎藤 潔 (saito@kawai.mech.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 446/668 ページ



科目名付クラス名 動力・エネルギー工学研究

科目キー 360201A088

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 天野 嘉春

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 447/668 ページ



科目名付クラス名 航空構造工学研究

科目キー 360201A090

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸田 勧

年度

授業概要 航空宇宙構造物の軽量化と信頼性・安全性向上を目標として、構造様式と材料、構造不安定現象と振動特性、作

用荷重等の力学的環境の予測、評価方法について研究する。

シラバス 研究課題抽出

現状解析

研究課題決定

月例報告

レポート

副題

教科書 AIAA Electronic Library

ASME Applied Mechanics Review

参考文献

評価方法 レーポート、論文

備考 航空宇宙構造物への興味があること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 448/668 ページ



科目名付クラス名 情報数理応用研究

科目キー 360202B022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 平澤 茂一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 449/668 ページ



科目名付クラス名 プラントエンジニアリング研究

科目キー 360202B042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉本 一穂

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 450/668 ページ



科目名付クラス名 生産工学研究

科目キー 360202B043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大成 尚

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 451/668 ページ



科目名付クラス名 建築史研究

科目キー 360205E011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中川 武

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 452/668 ページ



科目名付クラス名 建築計画研究

科目キー 360205E020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 修武

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 453/668 ページ



科目名付クラス名 建築計画研究

科目キー 360205E021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 古谷 誠章

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 454/668 ページ



科目名付クラス名 建築計画研究

科目キー 360205E022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 入江 正之

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 455/668 ページ



科目名付クラス名 建築計画研究

科目キー 360205E023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡辺 仁史

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 456/668 ページ



科目名付クラス名 都市計画研究

科目キー 360205E031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 滋

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 457/668 ページ



科目名付クラス名 都市計画研究

科目キー 360205E033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 春彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 458/668 ページ



科目名付クラス名 都市環境研究

科目キー 360205E052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾島 俊雄

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 459/668 ページ



科目名付クラス名 建築防災研究

科目キー 360205E054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷見 雄二

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 460/668 ページ



科目名付クラス名 建築材料及施工研究

科目キー 360205E062

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 嘉納 成男

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 461/668 ページ



科目名付クラス名 建築材料及施工研究

科目キー 360205E063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 幸夫

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 462/668 ページ



科目名付クラス名 素材工学研究

科目キー 360208H010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 不破 章雄

年度

授業概要 金属をはじめとする多数の素材は各種の天然の原料から化学的な手法を用いて製造されている。これらのなか

で，金属精錬は種々の化学的な手法により硫化物や酸化物である鉱石を還元し，金属を元素として製造することの

総称である。これらの金属精錬をはじめとして，熱化力蒸着反応等による化学的な素材製造における諸工程の解析

を熱力学的，反応速度や移動速度論的な観点から研究し，現在の製造工程の改善や新しい製造方法の開発の基

礎となる知見を得ることを目指している。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 463/668 ページ



科目名付クラス名 高温物理化学研究

科目キー 360208H012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

授業概要 -

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 464/668 ページ



科目名付クラス名 材料損傷破壊学研究

科目キー 360208H032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀部 進

年度

授業概要 固体材料（金属，セラミックスおよび複合材料）の静荷重下や繰返し荷重下における損傷累積過程（疲労現象）を

力学的ならびに組織学的観点から調べ，その基本機構解明に関する研究を行う。金属系材料に関しては，各種強

化組織因子と荷重繰返し過程で形成される転位組織の関係の体系的解明，疲労き裂発生を導く変形の局在化過

程の究明などを行っており，またセラミックス系材料に関しては，結晶構造や粒界構造に着目しながら疲労現象の

基本メカニズム解明を目指し，また相変態や擬弾性と疲労損傷の関係などの研究を進めている。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

堀部 進 (horibe@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 465/668 ページ



科目名付クラス名 固体物理研究

科目キー 360208H040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 合金および酸化物での構造相転移の特徴を回折結晶学的手法を用いて調べるとともに，構造相転移ならびに関

係する物性の物理的起源を格子振動，固体電子論ならびに統計力学等の基礎学問に基づき理論的に検討する。

現在進めている主な研究テーマは以下のとおりである。

１） 合金ならびに酸化物での変調構造とその起源

２） 合金ならびに酸化物での構造相転移の特徴

３） 酸化物超伝導体および関連物質での構造相転移と物性

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 466/668 ページ



科目名付クラス名 物質の数理構造研究

科目キー 360208H053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 韶彦

年度

授業概要 各種欠陥をもった結晶の構造について，主として位相数学の立場から検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 467/668 ページ



科目名付クラス名 量子材料学研究

科目キー 360208H055

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 物質の有する電子状態を理論計算により明らかにする事により，その物質固有の個性を電子論的に解明し，対象

系の属する物質群の電子構造の特徴を理論的に抽出・体系化する事を目的とする。対象物質群としては物理・化

学・生物にまたがる領域に拡張し，同物質群における電子論の確立とその体系化を踏まえながら，『理論計算によ

る物質設計』を目指した研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 468/668 ページ



科目名付クラス名 凝固工学研究

科目キー 360208H061

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

授業概要 金属の凝固に関する基礎から応用までを幅広く，固液界面エネルギーの凝固組織への影響を中心として，固液界

面の形態との関連，組織の制御に関して詳述する。凝固の分野は近年，鋳造のみにとどまらず，複合材料半導体，

セラミックス，機能材料等への応用が進展している。そこで凝固に関連する基礎から応用までの幅広い研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 469/668 ページ



科目名付クラス名 数理材料設計学研究

科目キー 360208H082

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 齊藤 良行

年度

授業概要 材料の組織形成過程に関して，理論・実験両面から検討を行う。特に組織形成の動力学のモデル化に力点を置

いた研究を行う。たとえば以下の項目がある。

１ 固相→固相変態の動力学，とくに核形成理論

２ 無機材料の原子配列設計制御

３ 熱力学，拡散方程式を用いた材料設計

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

斎藤 良行 (ysaito@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 470/668 ページ



科目名付クラス名 電子材料学研究

科目キー 360208H083

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 電子材料は，各種産業分野から基礎学問分野まで広く取り扱われている材料である。

各種電子材料の作製・高品質化，各種評価法による解析などを通じて将来を担う電子材料の開発や制御に関す

る研究を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 471/668 ページ



科目名付クラス名 環境材料学研究

科目キー 360208H084

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

授業概要 金属の腐食，環境による損傷・劣化に関する最新の研究を調査し，その背景にある解析法について演習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

酒井 潤一 (sakaijun@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 472/668 ページ



科目名付クラス名 複合材料学研究

科目キー 360208H085

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

授業概要 金属系およびセラミックス系複合材料の機械的特性や、変形・破壊挙動は金属組織、セラミックスの組織、教科繊維

とマトリックスとの界面組織、強化繊維の２次元あるいは３次元的構造、さらに環境、温度に大きく影響を受ける。複

合材料の特性向上や新材料の開発に役立てるため、代表的なアルミニュウム合金、チタン合金およびSiC基複合材

料の高温における変形挙動や破壊機構に及ぼす繊維／マトリックス界面組織などの影響について研究指導する。

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 473/668 ページ



科目名付クラス名 凝縮系の理論物理研究

科目キー 360208H086

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 多様な物質の状態について、現代物理学の視点から理論的研究を行う。理論の道具立てとしては、量子力学、場

の量子論、熱力学、統計力学、電磁気学が主なものであるが、これらの道具を総合的に駆使し、自然・対象とする物

質の本質に迫ることが目標である。主として、場の量子論に基づく立場で研究を進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 474/668 ページ



科目名付クラス名 材料組織学研究

科目キー 360208H087

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉田 誠

年度

授業概要 -

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 475/668 ページ



科目名付クラス名 無機合成化学研究

科目キー 360209J010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 義之

年度

授業概要 分析化学的手法によるキャラクタリゼーションを基に，無機および無機-有機機能材料の合成とその物性に関する

基礎研究を行う。具体的には，前駆体法による非酸化物セラミックスの合成，金属アルコキシドのゾルーゲル反応を

利用したセラミックス系材料合成，層状遷移金属酸化物のインターカレーション反応等を利用した無機-有機複合材

料の合成と構造等を取り上げ，研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

菅原 義之 (ys6546@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 476/668 ページ



科目名付クラス名 無機合成化学研究

科目キー 360209J011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 本研究では様々な機能を有する無機化合物の合成，構造研究，物性測定を行う。特に層間化合物の合成，新し

い分子ふるいの開発と孔径の制御，無機高分子材料の合成，ケイ酸塩化学，無機-有機相互作用を利用した無機

化合物の分子設計等の分野を中心に研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

黒田 一幸 (kuroda@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 477/668 ページ



科目名付クラス名 高分子化学研究

科目キー 360209J021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西出 宏之

年度

授業概要 高分子化学の基礎を把握し，その研究方法について柔軟に関連分野の手法と比較し，研究推進できる能力を養

成する。具体的には，要求される機能を発現できる化学構造の設計，その化学構造を有する高分子化合物の合成

について研究する。スピン配列した共役高分子の精密合成，気体分子の促進輸送膜の作成，医薬活性な高分子化

合物などで，これらのうち適当な課題を選び研究指導を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

西出 宏之 (nishide@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 478/668 ページ



科目名付クラス名 高分子化学研究

科目キー 360209J022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武岡 真司

年度

授業概要 高分子物質は、いわゆる狭義の分子結合により構成される巨大分子と、比較的分子量の小さな分子が二次的結

合力で集合して構成する分子集合体や超分子構造体、そして細胞膜にみられる様なこれらの複合システムに大別

できる。これらの分子系が発現する機能を精密に制御して応用するには、高次的な構造と相互作用の動力学的な

理解に基づいた制御が必要となる。

高分子や分子集合体に関連する応用化学について、分子工学的観点からアプローチによる分子デバイスの構築

に関する研究を行う。本研究では、精密な分子設計と合成、そして集合状態の制御までを課題とし、特に生命科学

に基づく生体分子やそのシステムの理解を具体的に分子素子につなげるための工学的アプローチができる研究者

を目指した指導を行なう。 一例として、脂質分子が集合して形成する小胞体を利用した人工赤血球や人工血小板

の開発研究の他、小胞体に蛋白質や遺伝子などの生体高分子を効率高く内包させた運搬体を構築、あるいはポル

フィリン誘導体やガーリック酸誘導体を規則的に配向固定させた高分子液晶膜を構築し、それらの物性測定や機能

評価を行う。

シラバス １．日常的に、研究指導を受ける。

２．日常的に、後進の指導補助にあたる。

３．日常的に、演習科目や講義科目の教務補助にあたる。

４．研究倫理に関する指導を受ける。

５．産学連携、医工連携の共同研究において、研究計画の策定、役割分担、共同した研究方法、結果と考察につい

て共同研究者と取りまとめ、発表と討論を行う。

６．研究成果に対して国内、国際学会にて発表、討論を積極的に行う。

７．研究成果を国際誌への論文発表のために、研究内容をとりまとめ、共同研究者との打合せ、分担執筆、研究指

導者との推敲、英文校閲を経て投稿し、審査員への返信と論文改訂作業を習得する。

８．研究成果に対して、共同発明者との打合せ、弁理士との打合せ、明細書、実施例の執筆分担、出願作業を習得

する。

９．博士論文とりまとめのための、論文目次の打合せと執筆、概要書の作成、博士論文概要の報告を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法 公聴会にて発表された博士論文本体と発表内容を評価

備考

関連ＵＲＬ: http://www.takeoka.biomed.sci.waseda.ac.jp/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 479/668 ページ



科目名付クラス名 触媒化学研究

科目キー 360209J031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊地 英一 関根 泰

年度

授業概要 触媒は，化学反応の速度を著しく増大させたり，特定の反応を選択的に起こさせたりする機能性材料であり，石油

や石油化学をはじめとする多くの化学工業の生産プロセスにおいて重要な役割を果たしている。また，特に最近で

は化学工業に限らず，環境問題の解決や，省資源・省エネルギーに関わる新技術などで化学反応の関与するあら

ゆる分野でも重要な役割を果たしている。その基礎となる触媒の科学，特に固体触媒の構造，物性，機能，あるい

は触媒反応の機構などについて研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

菊地 英一 (ekikuchi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 480/668 ページ



科目名付クラス名 触媒化学研究

科目キー 360209J032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松方 正彦

年度

授業概要 触媒は，エネルギー生産・化学品製造・環境プロセスを支えるキーテクノロジーのひとつである。特に新規プロセス

を担うべき高機能固体触媒の論理的な開発・設計には，固体表面の機能の解明，固体表面の設計と合成手法の開

発，プロセス内における触媒挙動の解明と制御といった，原子・分子レベルの科学から実用レベルの反応工学に至

る広範な視点をもった，学際的な研究が必要となる。将来の触媒科学およびエネルギー環境工学の分野を先導す

る研究者としての能力を滋養すべく、分析化学，反応速度論，熱力学，無機合成化学，固体物性論および反応工学

を基礎とし，固体の構造・機能の設計・制御に関する研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 481/668 ページ



科目名付クラス名 応用生物化学研究

科目キー 360209J040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 桐村 光太郎

年度

授業概要 現在，微生物や酵素を利用した反応は化学工業をはじめとした多くの産業プロセスにおいて利用されている。遺伝

子工学や細胞融合をはじめとする細胞工学，酵素や細胞の固定化技術などの進展に伴い，応用生物化学の研究

領域はさらに拡大しつつある。本研究においては，微生物による有機酸の生産と関連代謝系の解明，代謝工学を

利用した有用物質生産系の開発，遺伝子工学や細胞融合技術を利用した微生物の育種と機能開発，酵素を利用し

た選択的な有用物質の合成，特殊環境微生物の探索と利用，を主要な研究課題として，基礎と応用の両面にわた

る研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 482/668 ページ



科目名付クラス名 応用生物化学研究

科目キー 360209J042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 木野 邦器

年度

授業概要 生物機能の利用は，食品工業，医薬品工業，化学工業，環境，エレクトロニクス分野などと多岐にわたり，最近の

遺伝子レベルにおける機能発現メカニズムの解明などの基礎的研究や工学的応用研究の進展によって研究・応用

範囲はさらに拡大している。本研究では，依然多くの可能性を秘めている微生物を対象に，新たな機能の探索や開

発と利用，遺伝子工学的手法による酵素機能の改変，代謝メカニズムの解明とそれを利用した有用物質生産を主

要課題として研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点・(発表、試問を含む)

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 483/668 ページ



科目名付クラス名 応用電気化学研究

科目キー 360209J050

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 484/668 ページ



科目名付クラス名 応用電気化学研究

科目キー 360209J051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 固体／液体界面(電気化学系)という特異な反応場に着目し，その特徴を詳細に解析・理解すると共に，それを十分

に生かした種々の高機能表面，薄膜，さらにナノ構造体の設計・創製を行える高度な工学的能力の涵養を目的に研

究指導を行う．特に，ウェットデバイスプロセスにおけるシリコン表面反応素過程および固液界面における金属複合

ナノ構造体形成反応素過程の解析と分子軌道法解析によるモデル化，などを主要な研究課題とする．また国際的

視野を持った研究者としての素養を身につけることにも重点を置く．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 485/668 ページ



科目名付クラス名 化学工学研究

科目キー 360209J060

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 平沢 泉

年度

授業概要 液相より固相を生成するプロセスは、反応、移動、流動が複雑にからみあう現象と、それを具現するプロセスを構築

する工学により研究開発される。本研究では、固相生成を伴う系を対象に、その基礎現象と操作条件の関連を得た

うえで、高機能性材料を生成するための最適操作、システム設計、ならびに環境工学の立場から固相を分離回収す

るプロセスの開発について研究を展開する。

シラバス (1)環境にやさしい生産体系の構築

Green Sustainable Crystallizationの考え方

(2)所望の結晶製品を得るための晶析操作・装置の設計

ナノ結晶創製、機能性結晶創製のための晶析操作設計

医薬品、蛋白質に関する晶析工学

(3)物質循環型環境浄化システム

リン、金属、フッ素などを対象としたプロセスの構築

副題 先進晶析工学研究

教科書 新版工業晶析操作、J.W. Mullin, Crystallization, Butteworth Heinemann

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・(博士論文)

備考 【担当教員連絡先等】

平沢 泉 (izumih@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 486/668 ページ



科目名付クラス名 化学工学研究

科目キー 360209J062

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 常田 聡

年度

授業概要 微生物の住み場所としてのバイオインターフェイスを創製し，水環境浄化プロセスに応用する研究を進める。また，

複合微生物系の生態を分子レベルで明らかにする手法の開発およびシミュレーション解析を行う。さらに，これらの

手法を他の生命・生態システムへ応用することをめざす。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

常田 聡 (stsuneda@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 487/668 ページ



科目名付クラス名 化学工学研究

科目キー 360209J063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝

年度

授業概要 人工腎臓，人工肺、人工鰓など、装置内において物質移動が主要な役割を演じる物質移動型生体機能代行装置に

関連したテーマ（膜分離、モジュール設計、医療用センサ、シミュレーション解析、薬剤送達システムなど）について，

輸送現象論、反応工学の観点から研究を進める。いずれの物質移動型生体機能代行装置においても，膜や吸着剤

を用いた物質の透過や分離が行われており，この中の化学工学的課題について移動速度および反応速度に着目

し，装置の至適設計を目ざした研究を進める。何れの場合においても，患者からの要求に沿った医療機器開発の必

要性を教育したい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 488/668 ページ



科目名付クラス名 有機合成化学研究

科目キー 360209J070

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竜田 邦明 細川 誠二郎

年度

授業概要 有機合成化学は，実験室レベルの複雑な天然物の全合成から，工業レベルの化成品および医薬品の生産に至る

まで，物質を創製するために必須の学問体系の一つである。その基本的な有機合成の考え方と戦略を修得するた

めに，複雑な構造を有する生理活性物質およびその類縁体の全合成と実用可能な物質の分子設計を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 489/668 ページ



科目名付クラス名 有機合成化学研究

科目キー 360209J081

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 医薬・農薬・香料等の精密化学品の効率的な合成に必要な手法の開発，および合成経路を探索する。

不斉合成反応，錯体触媒反応による工業的な有機合成プロセスを開発する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

清水 功雄 (shimizui@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 490/668 ページ



科目名付クラス名 数理物理学研究

科目キー 360211L010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堤 正義

年度

授業概要 １．相転移，ヒステリシス，界面運動などの非線形現象の偏微分方程式系によるモデル化の研究。

２．種々の非線形偏微分方程式の解の構造を関数解析の理論と数値解析によるシミュレーションを活用して研究す

る。

３．非線形偏微分方程式に関連した係数同定問題，領域最適化等の逆問題と，その理工学への応用を研究する。

４．画像修正・補間，画像認識やエッジ検出などの理論で非線形解析の理論と関連のある話題を研究する。

５．非線形偏微分方程式研究の項も参照せよ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 491/668 ページ



科目名付クラス名 数理物理学研究

科目キー 360211L011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 自然現象に現われる種々の非線形偏微分方程式の解の存在、一意性、漸進挙動・解集合の構造・アトラクターの

構造・解の周期性・概周期性等の問題を、主に無限次元空間に於ける変分法的立場から研究し、未解決の問題を

解決し、さらには、新奇な数学的構造を発見することをめざす。

これと同時に、これらの具体例を包含することのできる、バナッハ空間、ヒルベルト空間における抽象的理論の構

築をめざす。

関数解析学の基礎知識が必要である。物理学の基礎知識を有している事も有用である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 492/668 ページ



科目名付クラス名 素粒子理論研究

科目キー 360211L020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大場 一郎

年度

授業概要 広い意味での素粒子物理の理論的研究をおこなう。現在研究を進めているのは以下の通りである。

１ クォーク・レプトンの各種ゲージ相互作用とそれらの量子化（場の量子論）の問題

２ 統一理論・超標準模型に関わる問題

３ 新しい量子化の追求----確率過程量子化，Ｎｅｌｓｏｎの量子力学など

４ 高エネルギー素粒子反応の現象論的分析，特に相対論的重イオン衝突とＱＣＤ相応など

５ メゾスコピック系の量子力学，特にトンネル現象の理論的枠組み整備，散逸系の量子化など

６ 核スピン量子コンピュータの基礎的研究

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 493/668 ページ



科目名付クラス名 理論核物理学研究

科目キー 360211L022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷹野 正利

年度

授業概要 主に原子核構造を理論的に研究すると共に，その成果を天体物理学等に応用する。原子核構造の研究では，量

子力学的多体問題の手法を用いた，無限に大きい仮想的な原子核の研究に重点を置く。またそれと関連して，中性

子星の内部構造の研究等を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 494/668 ページ



科目名付クラス名 量子力学基礎論研究

科目キー 360211L023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中里 弘道

年度

授業概要 ニューフロンティアとしての量子力学の原理的・基本的諸問題の研究を行うとともに，量子化をめぐる問題と関連して

場の量子論，素粒子物理の理論的研究も行う。

シラバス 基本的に研究室の週間計画，年間計画に従うが，適宜セミナーや議論の時間を取り込む。

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 各自の研究テーマを深化させ，研究室のactivityを上げるとともに，自らの到達度，方向性を常日頃から見つめるた

め，コロキウム，研究室内での議論，定期的な研究報告(文献報告ならびに毎月の研究促進メモの提出)に積極的に

取り組むこと。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 495/668 ページ



科目名付クラス名 原子核工学研究

科目キー 360211L042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊池 順

年度

授業概要 原子核実験・素粒子実験・宇宙物理実験などに使用される検出器の開発とそれを使用した実験を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 496/668 ページ



科目名付クラス名 宇宙放射線物理学研究

科目キー 360211L044

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷部 信行

年度

授業概要 宇宙科学の実験的研究を行う。主な実験研究のテーマは、１）宇宙線中の核成分観測による、宇宙線の起源，星

内元素合成過程、銀河物質の進化の歴史、粒子加速と輸送過程に関する研究、２）惑星・衛星等の表面から放出さ

れるＸ線・γ線や中性子線観測から，惑星・小惑星・彗星・衛星の形成と進化についての研究、3）人工衛星、探査

機、地上観測データによる解析、4）宇宙放射線の検出器の基礎開発実験、人工衛星や宇宙ステーション等の飛翔

体に搭載する觀測機器の開発、電子機器やその支援ソフトの開発及び計算機シミュレーション等です。前期博士課

程の研究を更に発展的に研究・開発を行います。

シラバス (1)上述の実験研究を遂行する為の、実験、データ解析、数値計算、試験、論文研究、ゼミナールを行なう。学会、研

究会、シンポジュームに参加、講演に参加するとともに、関連する会議等に参加する。

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

長谷部 信行 (nhasebe@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 497/668 ページ



科目名付クラス名 統計物理学研究

科目キー 360211L052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 相澤 洋二 蔵本 由紀

年度

授業概要 非線形非平衡系の統計力学。エルゴード問題ならびに散逸構造，カオス，フラクタル，パターン形成などの基礎的

問題を研究する。１力学が生み出す多様なカオス現象をエントロピー理論や分岐理論などの力学系の理論によって

調べる。２凝縮系，反応拡散系，流体系，プラズマ系などの平衡から遠く離れた状態に広く観測されている秩序パ

ターン，乱流パターン，フラクタルパターンの発生機構を調べる。３生物系に顕著にみられる非線形非平衡現象の理

論的研究も行ってゆく。これまでは，生体膜，筋収縮，形態形成などの理論研究を行ってきたが，巨大システ

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

相澤 洋二 (aizawa@aizawa.phys.waseda.ac.jp) 蔵本 由紀

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 498/668 ページ



科目名付クラス名 低温量子物性研究

科目キー 360211L054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 栗原 進

年度

授業概要 量子多体系が低温で示す諸現象を理論的に研究する。 例えば金属電子は，フェルミ面近傍で幾つかのタイプの赤

外発散をもつため，超伝導，電荷（スピン）密度波，近藤効果などのめざましい多体効果を示す。 また，低次元系や

メゾスコピック系では電子やクーパー対の波動性と粒子性が共に強調され，超伝導などの巨視的秩序そのものが量

子ゆらぎを示す。 更に、中性原子からなるBose-Einstein凝縮系や、Boson-Fermion 混合系でも，様々の新しい現

象が期待される。 このように、マクロ系,もしくはメゾスコピック系における量子現象を，主として解析的な手法を用い

て研究することを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考 【担当教員連絡先等】

栗原 進 (kurihara@kh.phys.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 499/668 ページ



科目名付クラス名 統計物理学研究

科目キー 360211L056

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田崎 秀一

年度

授業概要 非線形動力学の手法，Ｃ＊代数等の数学的手法を用い，可逆力学系における散逸の生成や輸送現象など非平

衡統計力学の基礎事項および関連する問題の研究を行う。１．開放的量子多体系の非平衡定常状態の研究（メゾ

スコピック系への応用も視野にいれる），２．カオス系の統計的性質，特にカオス写像における確率分布関数の時間

発展方程式の厳密解の研究，３．非線形力学系の非平衡統計力学，例えば様々なカオス過程により生じる輸送現

象やエントロビー等の研究，４．物質系でのパターン形成とそれに伴う物性の研究などを行う。

シラバス (1)学位論文につながる課題について研究を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 500/668 ページ



科目名付クラス名 非平衡系物理学研究

科目キー 360211L057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 義弘

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 501/668 ページ



科目名付クラス名 表面物性研究

科目キー 360211L064

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平

年度

授業概要 表面物性の実験的の基礎技術である真空技術，電子分光，電子回析，トンネル分光等の測定技術を習得する。

更に，これらの手法を用いて固体表面の素励起現象（フォノン，プラズモン）を解明する。極高真空での新現象の発

見及び，超コヒーレント電子ビーム実現のための基礎研究も行う。新しい機能をもつ炭素系およびＢＮ系の超薄膜を

作製して，その物性を調べる。

本研究は表面物性演習ＡおよびＢを必修として，原則として２年に渡って履修することとする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 502/668 ページ



科目名付クラス名 中性子線物性研究

科目キー 360211L066

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 角田 頼彦

年度

授業概要 原子炉から出てくる熱中性子線が固体によって散乱されるとき，固体を構成している原子により，回析を起したり

原子集団とエネルギーの授受をおこす。散乱された中性子を解析する事により，固体の原子配置，スピン配列やそ

れらの励起状態（格子振動・スピン波）についての情報を得ることが出来，原子間，スピン間に働く力についての知

識を得る。この様な物性物理に於ける基本的な量をミクロな立場から研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 503/668 ページ



科目名付クラス名 強相関電子物性研究

科目キー 360211L067

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 寺崎 一郎

年度

授業概要 近年，高温超伝導や巨大磁気抵抗のような従来の物性物理の常識を超える新現象が続々と発見されつつある。

これらの系では強い電子相関（電子間相互作用）が極めて重要であり，いまや電子相関の理解は現代物性物理学

の最重要課題の一つとなっている。本研究では，電子相関の強い固体の電子輸送現象の測定と解析を通じて，１電

子相関の基礎的理解を深め，基礎物理学の発展に貢献すること，２強い電子相関の引き起こす多彩な物性を利用

した機能性材料の設計・合成を行うことを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

寺崎 一郎 (terra@waseda.jp)

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/terra/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 504/668 ページ



科目名付クラス名 複雑量子物性研究

科目キー 360211L068

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝藤 拓郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

勝藤 拓郎 (katsuf@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 505/668 ページ



科目名付クラス名 実験生物物理学研究

科目キー 360211L071

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一

年度

授業概要 生体運動（筋収縮、自励振動現象、細胞運動、細胞内物質輸送）の分子メカニズムを、生体分子モーター（ミオシン、

キネシンなど）、基質フィラメント（アクチンフィラメント、微小管）、収縮・弛緩制御タンパク質（トロポミオシン,トロポニ

ン）、細胞骨格重合調節タンパク質（キャップ、切断因子）の構造と機能に基づいて解明する。ナノメートルの生体高

分子からマイクロメートルの細胞まで異なる秩序構造をもつ各階層における生物らしさ、生物らしい（運動）機能を、

物理の言葉で理解することを目指す。顕微ナノ操作・解析技術などの物理学的手法の他に、生化学・物理化学・細

胞生物学的手法、そして変異タンパク質を得るための遺伝子組み換え技術を駆使して研究する。第一に基礎科学を

志向するが、工学（新しい機能素子やDNAチップなど）や医学（心筋機能と病理の関係など）への応用も視野に入れ

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

石渡 信一 (ishiwata@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 506/668 ページ



科目名付クラス名 生体制御研究

科目キー 360211L07B

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 並木 秀男

年度

授業概要 細胞の増殖、分化、あるいは死は生物個体において調節、制御されている。本研究では、培養細胞あるいは実験小

動物を用いて、細胞増殖、細胞死とその救済、細胞外基質と形態形成について、それらの機能を明らかにするとと

もに、関与する生理活性物質の単離と同定を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 507/668 ページ



科目名付クラス名 放射線分子物性研究

科目キー 360211L081

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 濱 義昌

年度

授業概要 本研究では高分子も含めた有機物質の放射線照射効果を取扱う。とくに，照射によって物質内に起る変化の初期

過程，生成した活性種の挙動等について種々の実験法を用い多面的に検討している。現在の主な研究テーマは，１

被照射有機物の電子スピン共鳴，２被照射有機物の熱ルミネッセンス，３ＯＤＥＳＲ法による短寿命活性種の研究，

４高分子の放射線照射効果におよぼす線質効果である。本研究科目を履修する者は放射線分子物性演習Ａ，Ｂを

必修とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 508/668 ページ



科目名付クラス名 高品質ビーム科学研究

科目キー 360211L082

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲尾 方一

年度

授業概要 レーザー光，電子，陽電子，ＳＲ光，Ｘ線等各種の量子ビームの発生と応用に関する基礎と応用について，マン

ツーマンで徹底した指導を実施する。またレーザー光応用及び電子については，適切な企業・研究所及び高エネル

ギー加速器研究機構（ＫＥＫ），陽電子についてはＫＥＫ，都立大，米国ブルックヘブン等の研究機関との共同研究の

中でより高度な研究を実施できるよう配慮する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 509/668 ページ



科目名付クラス名 結晶物理研究

科目キー 360211L091

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上江洲 由晃

年度

授業概要 強誘電体とその関連物質の物性、相転移および非線形光学の基礎と応用の研究を行っている。現在の研究室の

テーマは次のとおりです。

１．不均一系がもたらす巨大応答特性：リラクサー、量子常誘電体の相転移機構の研究

２．自然が示す不均一構造を模倣した薄膜をレーザーデポジション法で作成。またその物性を評価。新機能性をも

つ素材の開拓。

３．ＳＨＧ干渉顕微鏡の開発、およびそれを用いた強誘電分域の３次元可視化技術の開発。

４．極性をもつ色素分子超薄膜の会合状態、構造相転移、電子構造の研究

５．位相共役光学の基礎と応用：フォトリフラクティブ結晶を用いた光波結合、ホログラムメモリー

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

上江洲 由晃 (uesu93@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 510/668 ページ



科目名付クラス名 応用光学研究

科目キー 360211L100

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鵜飼 一彦

年度

授業概要 本研究では，主としてレーザーから得られるコヒーレント光の基本的性質とその応用分野を中心に研究を進める。

特に工学的応用のみではなく，医学などをも含めた広い分野での光学計測法を中心に，さらには今後の重要課題

である光通信の諸問題，たとえば光導波路や光変調，光情報処理，光コンピュータ，Ｘ線光学系なども研究する。

また，光情報処理あるいは生理光学の立場から，生体の視覚系の問題も取扱う。特に眼球光学系と網膜の諸機

能の基礎研究と同時に，その光学的計測法，視覚機能とディスプレイ，眼鏡の諸問題，視覚傷害者用人工眼の研

究も行う。コヒーレント光学演習および生理光学演習を必修とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 511/668 ページ



科目名付クラス名 光物理工学研究

科目キー 360211L101

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 進一

年度

授業概要 光に関する基本的な物理現象の研究と，光計測，光情報処理，光・量子エレクトロニクス，レーザー工学，非線形

光学，統計光学，イメージサイエンス分野での応用研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

小松 進一 (komatsu@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 512/668 ページ



科目名付クラス名 情報変換工学研究

科目キー 360211L111

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 啓幾

年度

授業概要 各種情報信号の変調・スイッチ・分配・計測などを支える光デバイスを主として光集積回路技術に基づき，電子回

路との整合を念頭に研究する。このために微小光学素子，光導波回路，面型光回路，光・電子集積回路の設計・作

成・評価・応用に関する諸々の課題をできうる限り先端的な手法により解決し、国際競争に勝てる成果をめざす。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

中島 啓幾 (hiro@pic.phys.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 513/668 ページ



科目名付クラス名 情報工学研究

科目キー 360211L114

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 周司

年度

授業概要 情報工学の進歩にはめざましいものがあり，従来の信号・記号の処理から，現在は意味・知識の情報処理の時代

に入り，さらに情報・感性の情報処理への技術的な展望もなされようとしている。しかしながら，情報処理の基礎理

論の面では未だ充分な体系化がなされていないのが現状である。この科目では，神経回路網，生体制御，画像処

理，音響処理など，種々の具体的な問題に理論及び実験の両面から取り組み，自然科学的な手法によって情報処

理の本質を考究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 514/668 ページ



科目名付クラス名 半導体デバイス工学研究

科目キー 360211L115

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳

年度

授業概要 半導体量子構造中の超高速物理現象の解明を進めるとともに，半導体デバイスへの工学応用のための制御方法

を実験的に研究する。特に極短光パルスを計測手段として用い，キャリアの各種の超高速緩和現象，発光過程，ト

ンネル効果，スピン緩和過程などの解明とデバイス応用を研究する。

シラバス 半導体量子構造中の超高速物理現象

半導体デバイスへの工学応用のための制御方法

極短光パルスを用いた計測

・キャリアの各種の超高速緩和現象

・トンネル効果

・スピン緩和過程

・発光過程

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 515/668 ページ



科目名付クラス名 実験天体物理学研究

科目キー 360211L120

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大師堂 経明

年度

授業概要 はくちょう座に年に１-２度大規模な電波爆発を起こす天体がある。この天体はチリにかくされて光ではみえない

が，Ｘ線や１０電子ボルトの高エネルギーγ線も出しているらしい。いつどこに出現するか分からないこのような電波

源をさがすために広い範囲を観測できる電波望遠鏡を建設している。直径２０ｍのアンテナ６４台分の働きをするよ

うに，スーパーコンピュータの百倍の速度のディジタルレンズを開発した。アレイアンテナや低雑音増幅器，並列ディ

ジタル処理装置を改良しながらこれらの天体を捜す。また，銀河団などの宇宙構造の起源を探るため

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 516/668 ページ



科目名付クラス名 宇宙物理学研究

科目キー 360211L130

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 前田 恵一

年度

授業概要 相対論的宇宙物理学の最先端の理論的研究を行う。ここではおもに １宇宙の創成・進化，宇宙の相転移，インフ

レーション宇宙論，宇宙の大規模構造形成問題の宇宙論的テーマ，および ２ブラックホール，中性子星等の物理と

それに関連した重力波の問題などの相対論的天体物理学の研究を対象とする。

選択上の注意：相対性理論，量子力学，統計熱力学および流体力学の基礎的な知識が必要である。本研究では

宇宙物理学演習Ａ，Ｂ，相対論特論，宇宙論特論および宇宙物理学研究 （修士課程）を修得していることが望まし

い。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

前田 恵一 (maeda@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 517/668 ページ



科目名付クラス名 宇宙物理学研究

科目キー 360211L135

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 章一

年度

授業概要 主にコロキウムや論文紹介を通して、最新の宇宙物理学研究に必要な知識を身につける

シラバス (1)週に一、二度程度のコロキウム及び論文紹介による発表を通して研究の最前線へと近づいていく。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点・( )

備考 【担当教員連絡先等】

山田 章一 (shoichi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 518/668 ページ



科目名付クラス名 画像情報処理研究

科目キー 360211L136

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 森島 繁生

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 519/668 ページ



科目名付クラス名 実験低温物性研究

科目キー 360211L137

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松田 梓

年度

授業概要 固体中の電子は、低温下では時として思いもよらない秩序状態を発現し、その多くが現在でも十分に理解・解明され

ていない。その代表的な例は、高温超伝導現象である。本研究では、主に低温トンネル顕微鏡を用いて電子系の実

空間応答やエネルギー状態を調べ、秩序状態の理解やその起源の解明を目的とする。さらには、新奇な秩序状態

の発見や、それを発現する物質の合成をめざす。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 520/668 ページ



科目名付クラス名 数学基礎論研究

科目キー 360212M010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 江田 勝哉

年度

授業概要 集合論・帰納的関数論・モデル論・証明論その他の話題の中から適宜テーマを選び，輪講形式で研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

江田 勝哉 (eda@logic.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 521/668 ページ



科目名付クラス名 相対論研究

科目キー 360212M020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 米田 元

年度

授業概要 数学の研究対象としての相対性理論を中心にした物理的なテーマを扱う．線型代数，セミリーマン幾何学，テンソル

代数，微分幾何，非線形偏微分方程式，数値計算などの数学を駆使しながら，厳密な物理テーマの記述を行い，未

解決の問題を研究する．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

米田 元 (yoneda@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 522/668 ページ



科目名付クラス名 代数解析学研究

科目キー 360212M021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 喜三雄

年度

授業概要 代数解析学は種々の解析学の対象を代数的手法で研究する分野である。超関数論と微分方程式の代数的理論

（所謂，Ｄ加群の理論）の上に築かれた堅固な体系である。本研究においては代数解析学的手法を用いて，ソリトン

方程式をはじめとする可積分系，量子可積分系とKniznik-Zamolodchikov方程式，ｑ-関数を含む特殊関数論，多重

ゼータ値 などを研究することを目的とする．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 523/668 ページ



科目名付クラス名 数理哲学・数学史研究

科目キー 360212M023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 足立 恒雄

年度

授業概要 数学の基礎に横たわる諸問題を研究する。たとえば数学的対象の実在性をめぐる対立、すなわちプラトン主義と唯

名主義、また数学の本質を問う対立、すなわち形式主義、論理主義、直観主義の比較検討が一つの重要な研究主

題である。

また、そうした根本的な問題と対立を生み出した歴史的背景を究明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 524/668 ページ



科目名付クラス名 代数的符号理論研究

科目キー 360212M025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 近藤 庄一

年度

授業概要 代数的幾何的付号理論および関連する分野の研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 525/668 ページ



科目名付クラス名 保型函数論研究

科目キー 360212M026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 喜一朗

年度

授業概要 保型函数や楕円函数は１９世紀初頭に複素函数論が起こると同時にアーベル，ヤコビ，ガウス等によって発見さ

れた一種の特殊函数の族であるが，極めて豊富な性質と深遠な内容を有し，現代数学においても最も興味深い研

究対象の一つである。実際，数学（や物理学）のあらゆる分野の，最も深い所ではいつも保型函数が姿を現すといっ

ても過言ではない。

本研究では，保型函数や楕円函数およびその一般化である多変数の保型函数やアーベル函数について研究し，

さらに代数幾何学や整数論との関連について考察する。

シラバス 保型函数や楕円函数およびその一般化である多変数の保型函数やアーベル函数について研究し，さらに代数幾何

学や整数論との関連について考察する。特に一般種数の超楕円曲線とそのモジュライ空間の数論(ヤコビ多様体に

付随するガロア表現)の研究に焦点を当てる.

副題

教科書 G.Shimura: Introduction to the Arithmetic Theory of Automorphic Functions, Princeton Univ.Press, 1971.

D.Mumford : Abelian Varieties, Oxford Univ.Press, 1974.

D.Mumford : Tata Lectures on Theta I,II, Birkhauser 1984.

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 一変数保型函数や楕円函数の一般的事項を既知とする.

【担当教員連絡先等】

橋本 喜一朗 (khasimot@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 526/668 ページ



科目名付クラス名 トポロジー研究

科目キー 360212M030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 展也

年度

授業概要 -

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 527/668 ページ



科目名付クラス名 トポロジー研究

科目キー 360212M031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 隆一

年度

授業概要 力学系，分岐理論について研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 528/668 ページ



科目名付クラス名 代数幾何学研究

科目キー 360212M036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 前田 英敏

年度

授業概要 代数幾何学とは代数多様体を研究する学問であり，代数多様体とはいくつかの多項式の共通零点の集合，すな

わち，多項式系で定義された図形のことである．

本研究では，特に射影空間への埋め込みが可能な代数多様体である射影代数多様体に関する研究指導を行う．

シラバス 本研究を希望する学生と相談のうえ研究テーマを決定し，研究指導を行う．

近年取り組んでいる研究テーマは次のとおり．

１）偏極多様体と半偏極多様体

２）数値的に半正な反標準直線束を有する代数多様体

３）豊富なベクトル束による多様体の分類理論

４）曲線種数

５）ベクトル束の構成

副題

教科書 特になし

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 529/668 ページ



科目名付クラス名 代数幾何学研究

科目キー 360212M037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

授業概要 代数幾何学.

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 530/668 ページ



科目名付クラス名 整数論研究

科目キー 360212M038

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 啓一

年度

授業概要 ワイルズによるフェルマーの問題解決において重要な役割を演じた岩沢理論を研究する。岩沢理論は，いわゆる

Ｚ-拡大に関係したＡ＝Ｚ［［Ｔ］］-加群の研究をする学問である。本研究では，Ｚ-拡大のなかでも構成のしかたがよく

わかっている円分的Ｚ-拡大についてのグリーンバーグ予想と，反円分的Ｚ-拡大の正規底の構成を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

小松 啓一 (kkomatsu@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 531/668 ページ



科目名付クラス名 リー群研究

科目キー 360212M040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 義之

年度

授業概要 主に，リー群とその等質空間上の調和解析を研究する。リー群のユニタリ表現，Ｆｏｕｒｉｅｒ解析，均質空間上の微分

方程式，特殊関数などである。また，微分幾何（接続の幾何）と情報幾何への応用なども研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

清水 義之 (ykshmz@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 532/668 ページ



科目名付クラス名 関数解析研究

科目キー 360212M042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 純一

年度

授業概要 関数解析学，とりわけＢａｎａｃｈ理論を話題の中心に，関連諸分野への応用を研究の主体とする。関数環論を利用

した有理関数での近似問題，集積値集合とＨａｒｄｙ空間Ｈ∞の極大イディアル空間の関係といった複素解析学とか

かわる話題，エルゴード理論から派生してくる関数環や作用素環の性質という確率論や作用素論との関連など，巾

広い応用を扱いたい。各自が興味をもつ問題を適宜選択し，着実に研究をすすめて欲しい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 533/668 ページ



科目名付クラス名 発展方程式研究

科目キー 360212M043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 和夫

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 534/668 ページ



科目名付クラス名 トポロジー研究

科目キー 360212M047

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村上 順

年度

授業概要 トポロジーに関する研究を行う．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

村上 順 (murakami@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 535/668 ページ



科目名付クラス名 多様体上の解析学研究

科目キー 360212M050

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 郡 敏昭

年度

授業概要 １．多様体上の微分形式の理論（Ｄｅ Ｒｈａｍ理論），留数の理論，双対定理およびそれらと位相幾何学や代数幾

何学の理論との関連を学習・研究する。

２．モース理論とそれを用いたリー群の基本群の計算やＢｏｔｔ周期性を学習する。

３．ベクトル束の特性類の理論を位相幾何および微分幾何により学習・研究する。

４．写像群やゲージ空間の無限次元の位相幾何と微分幾何をトゥイスター理論，ゲージ理論により学習し，さらに

調べる。

５．シンプレクティク幾何学，ポァソン多様体の理論を学習し，剛体，流体の運動方程式や電磁気学への応用を調

べる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

郡 敏昭 (kori@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 536/668 ページ



科目名付クラス名 偏微分方程式研究

科目キー 360212M051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 良弘

年度

授業概要 流体力学にあらわれる、非線型方程式や、弾性体の運動を記述する非線型方程式の定常問題や、非定常問題に

ついての最新の研究を行う。方法としては、実解析的手法、関数解析的手法を基礎とする。

今年度のテーマとしては、

１．熱弾性体の方程式の時間大域的可解性、

２．非圧縮性粘性流体の方程式の２相問題、

３．圧縮性粘性流体の方程式の外部問題での安定性、

などがあげられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

柴田 良弘 (yshibata@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 537/668 ページ



科目名付クラス名 偏微分方程式研究

科目キー 360212M052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 昌男

年度

授業概要 偏微分方程式論, 特に実解析学の深い結果を本質的に用いる偏微分方程式の研究について指導を行う,

シラバス -

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考 【担当教員連絡先等】

山崎 昌男 (masao.yamazaki@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 538/668 ページ



科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 360212M055

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堤 正義

年度

授業概要 １．非線形偏微分方程式のうち時間発展をする系，即ち，放物型方程式，波動方程式，Ｓｃｈｒｏｄｉｎｇｅｒ方程式やＫ

ｄＶ方程式を含む分散型方程式の初期値問題，初期値・境界値問題の解について，解の存在・非存在，解の個数，

データ依存性，漸近挙動，解の（族の）対称性，解の族のコンパクト性等を関数解析の理論と数値解析によるシミュ

レーションを活用して研究する。

２．微分幾何学に現れる非線形偏微分方程式の研究，とくに変分問題とｈａｒｍｏｎｉｃ ｍａｐおよびそれに付随したｈ

ｅａｔ ｆｌｏｗの解の構造を調べる。

３．数理物理学研究の項も参照せよ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 539/668 ページ



科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 360212M056

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 自然現象に現われる種々の非線形偏微分方程式の解の存在、一意性、漸進挙動・解集合の構造・アトラクターの

構造・解の周期性・概周期性等の問題を、主に無限次元空間に於ける変分法的立場から研究し、未解決の問題を

解決し、さらには、新奇な数学的構造を発見することをめざす。

これと同時に、これらの具体例を包含することのできる、バナッハ空間、ヒルベルト空間における抽象的理論の構

築をめざす。

関数解析学の基礎知識が必要である。物理学の基礎知識を有している事も有用である

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 540/668 ページ



科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 360212M057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 義雄

年度

授業概要 非線形放物型偏微分方程式，楕円型偏微分方程式を中心に，数理科学に現われる非線形問題について，解の

構成や解の滑らかさなどの基本的な事項から解の漸近挙動・安定性などにいたる解の色々な性質を関数解析的な

手段をもちいて研究する。最近は，反応拡散方程式系に現れる非線形ダイナミクスを明らかにすること，および関連

する楕円型方程式系の解集合の構造を分岐理論，写像度の理論，計算機によるシミュレーションなどを使って解析

することが中心である。

シラバス セミナーにおいて提示する．

副題

教科書 個々の学生との相談によって論文などを決める．

参考文献

評価方法 平常点

備考 研究論文を書くという意識をもってほしい．そのためには、常に自分独自のアプローチ・手法を採るように心がけてほ

しい．

【担当教員連絡先等】

山田 義雄 (yamada@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 541/668 ページ



科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 360212M059

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西原 健二

年度

授業概要 数理物理学に現れる非線形偏微分方程式，特に，１次元圧縮性流をモデルとする（粘性的）双曲型保存則の方程

式を中心に，解の一意存在，漸近挙動，非線型波-（粘性的）衝撃波，希薄波-安定性等について研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 542/668 ページ



科目名付クラス名 変分問題研究

科目キー 360212M060

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 和永

年度

授業概要 変分問題の研究の歴史は非常に古く，古典的には汎関数がいつ最小値を達成するか，そして対応する危点の性質

を研究することが主なテーマであった。しかし近年の目覚ましい非線型解析の発展により退化特異点，鞍点を解析

的に扱うことが可能となり，変分問題の研究は著しい発展をみせている。またその発展は微分幾何学，微分方程式

論等にも深い影響を与えている。本研究では物理学，微分幾何学等に現れる様々な問題を変分問題の見地からの

ａｐｐｒｏａｃｈを試み、リサーチフロントに立った研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 543/668 ページ



科目名付クラス名 偏微分方程式研究

科目キー 360212M061

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石井 仁司

年度

授業概要 偏微分方程式は科学の基礎において、重要な役割を果たしている。このような非線形偏微分方程式について数学

的に解析することを目的とする。特に、近年発展した微分方程式の一般解概念の一つである粘性解概念を利用した

解析を中心に非線形偏微分方程式を研究する。最適制御に現れるベルマン方程式は興味深い研究対象であり、最

適制御、確率制御も重要な研究課題である。これらは数理ファイナンスとも直接関連している。粘性解を利用して、

偏微分方程式の種々の解の漸近挙動の研究も行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献 適宜指示する．

評価方法 理解度，意欲等により総合評価する．

備考 【担当教員連絡先等】

石井 仁司 (ishii@edu.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 544/668 ページ



科目名付クラス名 数理統計学研究

科目キー 360212M070

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷口 正信

年度

授業概要 高次漸近理論、とくにセミパラメトッリクモデルの高次漸近有効性、時系列モデルでの漸近論を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 545/668 ページ



科目名付クラス名 数理統計学研究

科目キー 360212M071

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 武

年度

授業概要 統計的推測理論、統計的漸近理論、ウエーブレットと確率過程に関する研究、生存時間分析、セミパラメトリックモ

デルにおける統計的推測

シラバス 授業概要を参照。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 546/668 ページ



科目名付クラス名 数理現象学研究

科目キー 360212M080

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 大輔

年度

授業概要 理工学に現れる非線形現象を微分方程式・差分方程式・セルオートマトンなどでモデル化する。あるいはモデルの

解の構造を把握することにより現象に潜む仕掛けを解明する。現在のところソリトン理論，セルオートマトン理論，流

体力学，複雑系などにノウハウを培っている。非線形現象と一言で述べられた世界は非常に広く，各論的にそれぞ

れの現象にアタックせざるを得ない。そこで理論であれ数値計算であれ，とにかく具体的に解を構築しダイナミクスを

観察してディスカッションを繰り返すというスタイルの研究となる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 547/668 ページ



科目名付クラス名 数値解析研究

科目キー 360212M081

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 室谷 義昭

年度

授業概要 数値解析の研究を行う。最近の話題を中心にテーマを絞って研究を進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 548/668 ページ



科目名付クラス名 情報数学研究

科目キー 360212M082

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 守屋 悦朗

年度

授業概要 「情報数学研究」（博士前期課程）に引き続くものである。履修上の注意等も同じ。

基本的目標は「情報数学研究」（博士前期課程）と同じ。ただし，後期課程のこの科目では，学外の研究会で発表

できるような研究成果を必ず挙げることが求められる。学会誌（できれば国際誌）への投稿ができるような成果でな

ければならない。

シラバス 研究の進行状況に関するゼミとディスカッション。

副題

教科書 なし。

参考文献 そのつど指定する。

評価方法 レポート（研究成果としての論文を含む）・平常点

備考 「情報数学研究」（博士前期課程）を履修が前提であるので、履修していない者は事前に担当教員に相談することが

必要である。

【担当教員連絡先等】

守屋 悦朗 moriya@waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 549/668 ページ



科目名付クラス名 数理統計学研究

科目キー 360212M083

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 淳

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 550/668 ページ



科目名付クラス名 化学合成法研究

科目キー 360213K013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久

年度

授業概要 生物活性化合物の不斉全合成を中心とした研究を展開する。全合成研究のみならず全合成に必要な反応，不斉触

媒反応、方法論の開発，不斉合成，及び全合成研究から得られる生物活性化合物を利用した生物有機化学的研

究を行なう。また生物活性化合物の活性発現機構，生体高分子（蛋白質，核酸等）による分子認識機構などを設

計・合成した低分子化合物を用い分子レベルで解明する研究を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

中田 雅久 (mnakada@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 551/668 ページ



科目名付クラス名 機能有機化学研究

科目キー 360213K014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鹿又 宣弘

年度

授業概要 特異な構造を有する機能性有機分子の設計，合成，および反応性に関して，構造有機化学・反応有機化学・複素

環化学・生物有機化学の観点から研究指導を行う．具体的には，面不斉シクロファン分子や補酵素ＮＡＤ類似機能

を持つモデル分子など，新規な機能性分子や天然有機化合物を研究対象として取り上げ，（１）構造特性を活かした

分子設計と新合成法の開拓，（２）非天然型有機触媒と新規有用反応の探索，（３）動的不斉変換を伴う立体制御法

の開発，（４）新しい生体モデル反応系の構築，を主な研究課題とする．特に分子構造と機能性発現の関わりに着目

し，分光学的手法・結晶解析・計算化学的手法を用いた構造解析アプローチと合成面への応用を指向する．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.chem.waseda.ac.jp/kanomata/index-j.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 552/668 ページ



科目名付クラス名 電子状態理論研究

科目キー 360213K021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中井 浩巳

年度

授業概要 分子構造や電子状態，化学反応のメカニズム，固体の示す様々な物性を理論的な手法により研究する。種々の

有機・無機分子に対して，その電子状態・幾何構造・振動状態・反応性・電磁気特性などを分子軌道法を中心とする

量子化学計算により解明する。気相分子だけでなく，溶液中の分子，表面吸着種，生体高分子などより実際的な系

を取り扱うために，計算アルゴリズムの改良や従来の理論の拡張を行う。また，超伝導，触媒作用，非断熱過程，相

対論的効果等に関する全く新しい理論の構築も目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

中井 浩巳 (nakai@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 553/668 ページ



科目名付クラス名 構造化学研究

科目キー 360213K031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 紘一

年度

授業概要 高感度ラマン分光法，フーリエ変換赤外分光法，非線型レーザー分光法を用いて金属半導体などの固体を含む

界面におけるエネルギー移動や化学結合の形成にともなう分子の動的および静的構造変化を明らかにし，有機薄

膜における分子の配向や構造と光学的電気的性質や化学的反応性との関連を解明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

伊藤 紘一 (itohk@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 554/668 ページ



科目名付クラス名 分光化学研究

科目キー 360213K034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 古川 行夫

年度

授業概要 分光法を用いて物質の分子・電子構造ならびに物理化学的諸現象を研究し，構造と光学的・電気的性質における

基本法則を明らかにする．以下のテーマに関して研究を行っている．(1)導電性ポリマーを含む有機半導体・導電体

の構造と光・電子物性，(2)界面における有機分子の配列，(3)有機発光ダイオードの発光機構解明と開発，(4)有機

電界効果トランジスターの動作機構解明と開発，(5)振動シュタルク効果．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

古川 行夫 (furukawa@waseda.jp)

関連ＵＲＬ: http://www.chem.waseda.ac.jp/furukawa/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 555/668 ページ



科目名付クラス名 無機反応化学研究

科目キー 360213K041

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石原 浩二

年度

授業概要 金属錯体および非金属錯体の配位子置換反応，溶媒交換反応，酸化還元反応，異性化反応等の溶液反応につ

いて，分光光度法，ＮＭＲ 法等により速度論的に研究し，反応のメカニズムを明らかにする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

石原 浩二 (ishi3719@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 556/668 ページ



科目名付クラス名 反応有機化学研究

科目キー 360213K043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 秋葉 欣哉 柴田 高範

年度

授業概要 金属（特に遷移金属）の助けを借りると、金属なしでは達成し得ない反応性や選択性をもつ反応試薬、触媒の創製

が可能となる。さらに金属上の配位子（有機化合物）を代えることで、その試薬や触媒の反応性を精密にコントロー

ルできる。本研究室では、そのような金属と有機化合物から創製される有機金属錯体の特性を巧みに利用し、有機

合成反応の基幹となる新規かつ有用な炭素?炭素結合生成反応の開発を目指している。

さらに、化学者が２１世紀に取り組むべき一大テーマのひとつである「環境にやさしい化学（Green Chemistry）」の達

成を目指し、環境調和を指向した反応系の構築を視野にいれ、研究を行っている。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

柴田 高範 (tshibata@waseda.jp) 秋葉 欣哉

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 557/668 ページ



科目名付クラス名 錯体化学研究

科目キー 360213K044

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山口 正

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 558/668 ページ



科目名付クラス名 知覚情報システム研究

科目キー 360214C013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 哲則

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 559/668 ページ



科目名付クラス名 アドバンスト・コンピューティング・システム研究

科目キー 360214C022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 笠原 博徳

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 560/668 ページ



科目名付クラス名 半導体工学研究

科目キー 360214C024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 561/668 ページ



科目名付クラス名 固体電子工学研究

科目キー 360214C041

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 562/668 ページ



科目名付クラス名 電磁応用研究

科目キー 360214C052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 種々の電磁応用機器とその制御に関するシステム全体としての最適化を研究テーマとする。特に、電磁現象の数値

解析などに代表されるCAE（Computer Aided Engineering）技術を駆使し、さらにパワーエレクトロニクスに基づくエネ

ルギー変換・機器の駆動制御技術も含め、電磁現象の工学的応用・新規適用分野の開拓に関して総合的に研究を

おこなう。具体的な研究対象は、回転機、磁気浮上列車、エネルギー貯蔵装置、電磁誘導加熱装置などをはじめ電

磁現象に基づく機器全般にわたり、特に次世代に向けての資源・環境・福祉医療問題を考慮し、電気自動車、太陽

光／風力発電システム、磁気シールド、医療関連機器なども取り上げる。また機器関連以外に、数値解析技術に基

づく生体の現象解明として、心筋細胞における興奮伝播現象などの解明にも取り組む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 563/668 ページ



科目名付クラス名 高度計算メカニズム研究

科目キー 360214C072

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松山 泰男

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 564/668 ページ



科目名付クラス名 学習型信号・情報処理システム研究

科目キー 360214C080

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松本 隆

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 565/668 ページ



科目名付クラス名 情報アーキテクチャ研究

科目キー 360215D012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大附 辰夫

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 566/668 ページ



科目名付クラス名 設計解析システム研究

科目キー 360215D014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 567/668 ページ



科目名付クラス名 ワイヤレスコミュニケーション研究

科目キー 360215D033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高畑 文雄

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 568/668 ページ



科目名付クラス名 フォトニクス研究

科目キー 360215D034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇高 勝之

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 569/668 ページ



科目名付クラス名 ナノエレクトロニクス研究

科目キー 360215D042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 570/668 ページ



科目名付クラス名 ナノエレクトロニクス研究

科目キー 360215D043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 川原田 洋

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 571/668 ページ



科目名付クラス名 生物電子工学研究

科目キー 360215D044

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 庄子 習一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 572/668 ページ



科目名付クラス名 数値解析研究

科目キー 360216P013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 573/668 ページ



科目名付クラス名 並列知識情報処理研究

科目キー 360216P020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上田 和紀

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 574/668 ページ



科目名付クラス名 アルゴリズム設計論研究

科目キー 360216P032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 筧 捷彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 575/668 ページ



科目名付クラス名 情報構造研究

科目キー 360216P041

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 洋一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 576/668 ページ



科目名付クラス名 情報システム工学研究

科目キー 360216P042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 滋樹

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 577/668 ページ



科目名付クラス名 分散システム研究

科目キー 360216P043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 達夫

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 578/668 ページ



科目名付クラス名 医用機械工学研究

科目キー 360217Q010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 井街 宏

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 579/668 ページ



科目名付クラス名 バイオ・ロボティクス研究

科目キー 360217Q011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫 藤本 浩志

年度

授業概要 「ロボットにとって究極のお手本は人間（生物）である」を基礎においた人間形ロボット「ヒューマノイド」の設計論，制

御手法および，その応用技術の確立を目指し，機械モデルを伴った実証的研究を進める。 現在の研究テーマは，

主として人間の脳を中心とする中枢神経系と心理機能（認知・感情）および運動機能との関係性に着目しており，2

足ヒューマノイドロボット，2足ロコモータ，人間形上半身ロボット，咀嚼ロボット，顎関節障害者用開閉口訓練ロボッ

ト，頸部血流計測ロボット，臓器機械シミュレータ，フルート演奏ロボットおよびラット形ロボットの開発などがある。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 580/668 ページ



科目名付クラス名 生物電子計測・制御研究

科目キー 360217Q012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 達男

年度

授業概要 医用電子計測または制御に関するテーマを各自定め、それを実施するための研究を実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

戸川 達男 (prof@uchiyama.comm.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 581/668 ページ



科目名付クラス名 分子生物学研究

科目キー 360217Q015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 東中川 徹

年度

授業概要 発生・分化の過程において一旦樹立された遺伝子発現状態が細胞分裂を経ても安定に維持される現象は、20世紀

初頭から「決定」と呼ばれその機構の解明が待たれていた。 近年、問題をより絞り込みこの現象を "Cell Memory "

とも呼び、遺伝子複製を通じての遺伝子発現状態の維持に焦点をあてて研究が開始されている。しかし、その分子

機構はまったく解っていないといってよい。本研究室ではこの問題を中心テーマとして多角的に研究を進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 582/668 ページ



科目名付クラス名 分子遺伝学研究

科目キー 360217Q020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大山 隆

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 583/668 ページ



科目名付クラス名 生命分子工学研究

科目キー 360217Q051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 生命は複雑なシステムの上に構築されているが、それらは細胞内に存在する様々な生命分子の有機的な働きに支

えられている。生命分子工学研究では、細胞機能を調節する分子の構造と機能を分子論的に解明するとともに、細

胞内の様々な受容体のなかから、目的の受容体に特異的に結合し、選択的な機能発現が可能な細胞機能調節分

子の設計および合成を行う。また、分子工学的見地から、有機金属化学や不斉合成法を活用した細胞機能調節物

質等の効率的実用合成法を開発する。生体機能を解明するための安定同位体を濃縮した標識化合物の合成法も

研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

清水 功雄 (shimizui@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 584/668 ページ



科目名付クラス名 生理活性物質科学研究

科目キー 360217Q052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竜田 邦明

年度

授業概要 ある生体（微生物、動植物など）の生産する生理活性物質が、 いかにして他の生体に機能するかを化学的に解明

するために、これらの生体間のキャッチボールのボールに相当する重要物質を、有機合成化学を武器にして科学す

る。すなわち、天然生理活性物質の単離から全合成までを精密に研究すると共に、活性機能物質の分子デザイン

および有用物質の医薬品への応用を目標にして、基礎研究から工業的生産規模の合成法の開発までを追及し考

え方を養う。特に、複雑で有用な天然物および類縁体の立体特異的全合成を行うと同時に、その構造-活性相関研

究および代表的な疾病の発病のメカニズムとその治療薬の基本概念に基づいた有用な医薬品の創製を指向する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 585/668 ページ



科目名付クラス名 応用分光学研究

科目キー 360217Q053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之 會沢 勝夫

年度

授業概要 各種分光法とレーザー技術の臨床医療への応用に関する研究・開発を行う。すでに超音波や核磁気共鳴法などを

用いた画像診断が臨床医療に導入され、病変の有無の特定に威力を発揮している。しかしこれら画像診断法は分

子レベルでの病態の程度を正確には把握できない。病変細胞・組織と正常なそれらの間にある分子レベルでの差

異は分子振動スペクトルに反映されることを利用して、分光学的に病変の有無のみならず病態の程度をも知りうる

分子振動による分光診断法の研究・開発を行う。さらに低侵襲手術法としての、分子振動を共鳴励起するレーザー

を用いた病変分子切断法の研究・開発を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

宗田 孝之 (takayuki.sota@eb.waseda.ac.jp) 會沢 勝夫

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 586/668 ページ



科目名付クラス名 実験生物物理学研究

科目キー 360217Q054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一

年度

授業概要 生体運動（筋収縮、自励振動現象、細胞運動、細胞内物質輸送）の分子メカニズムを、生体分子モーター（ミオシン、

キネシンなど）、基質フィラメント（アクチンフィラメント、微小管）、収縮・弛緩制御タンパク質（トロポミオシン,トロポニ

ン）、細胞骨格重合調節タンパク質（キャップ、切断因子）の構造と機能に基づいて解明する。ナノメートルの生体高

分子からマイクロメートルの細胞まで異なる秩序構造をもつ各階層における生物らしさ、生物らしい（運動）機能を、

物理の言葉で理解することを目指す。顕微ナノ操作・解析技術などの物理学的手法の他に、生化学・物理化学・細

胞生物学的手法、そして変異タンパク質を得るための遺伝子組み換え技術を駆使して研究する。第一に基礎科学を

志向するが、工学（新しい機能素子やDNAチップなど）や医学（心筋機能と病理の関係など）への応用も視野に入れ

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

石渡 信一 (ishiwata@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 587/668 ページ



科目名付クラス名 活性分子有機化学研究

科目キー 360217Q057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久

年度

授業概要 生物活性化合物の不斉全合成を中心とした研究を展開する。全合成研究のみならず全合成研究に必要な反応、不

斉触媒反応、方法論の開発、及び全合成研究から得られる生物活性化合物を利用した生物有機化学的研究を行

なう。また生物活性化合物の活性発現機構、生体高分子（蛋白質、核酸等）による分子認識機構などを設計・合成し

た低分子化合物を用い分子レベルで解明解明する研究を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

中田 雅久 (mnakada@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 588/668 ページ



科目名付クラス名 生体制御研究

科目キー 360217Q059

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 並木 秀男

年度

授業概要 細胞の増殖、分化、あるいは死は生物個体において調節、制御されている。本研究では、培養細胞あるいは実験小

動物を用いて、細胞増殖、細胞死とその救済、細胞外基質と形態形成について、それらの機能を明らかにするとと

もに、関与する生理活性物質の単離と同定を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 589/668 ページ



科目名付クラス名 分子生理学研究

科目キー 360217Q060

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 尚志 落谷 孝広

年度

授業概要 生理機能を担う生体分子は、多様な分子形態をもって存在し、それぞれの機能発揮は実に巧妙に制御されている。

本研究では、個体における生体分子機能の解析を進める格好の題材として、多くの生物種にとって基幹システムで

ある造血制御系とその周辺を主として扱う。各種の血球は、生体内外の環境刺激に受容応答しつつ造血因子の作

用を受け、血液幹細胞から分化し出現する。ヒトを含めた哺乳類はもとより、造血制御系が未だ解明されずにいる両

生類等の複数生物種を対象に加え、分子レベルから個体レベルまで、幅広い視点に立脚した造血制御系解析を進

める。課題の一つは、造血因子の構造・機能及び造血制御系の種共通性、種固有性の解明である。また、必要とす

る遺伝子・蛋白質・細胞等を扱う手法開発も並行して展開する

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/tkato/index.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 590/668 ページ



科目名付クラス名 メディカル・ロボティクス研究

科目キー 360217Q062

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤江 正克 小林 茂昭

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

藤江 正克 (mgfujie@waseda.jp) 小林 茂昭

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 591/668 ページ



科目名付クラス名 環境微生物学研究

科目キー 360217Q063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄 藤野 秀樹

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 592/668 ページ



科目名付クラス名 生産システムデザイン研究

科目キー 360218R011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大成 尚

年度

授業概要 産業構造の垂直統合型から水平分業型への移行や製造業のサービス業化によって引き起こされるグローバル生

産流通とマスカスタマイゼーションに対応できる次世代生産システムのコンセプト・アーキテクチャの設計とそれを実

現するためのシステム技術の開発を行なう。特に、自律分散型生産制御システム、能力可変型組立システムといっ

た変種変量生産、および情報共有とコラボレーティブマネージメントによるe-Manufacturingなど自律性と協調性に焦

点をあてた生産システムの研究を行なう。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

大成 尚 (onari@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 593/668 ページ



科目名付クラス名 プロフィットデザイン研究

科目キー 360218R012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大野 高裕

年度

授業概要 産業構造の垂直統合型から水平分業型への移行や製造業のサービス業化によって引き起こされるグローバル生

産流通とマスカスタマイゼーションに対応できる次世代生産システムのコンセプト・アーキテクチャの設計とそれを実

現するためのシステム技術の開発を行なう。特に、自律分散型生産制御システム、能力可変型組立システムといっ

た変種変量生産、および情報共有とコラボレーティブマネージメントによるe-Manufacturingなど自律性と協調性に焦

点をあてた生産システムの研究を行なう。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

大野 高裕 (ohno@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 594/668 ページ



科目名付クラス名 生産管理学研究

科目キー 360218R013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 片山 博

年度

授業概要 生産システム及び製造業の管理運営に関する分析と設計の理論及びそれらの現場への適用、評価についてより高

度な研究を行う。特に、需要等の環境条件に対応する生産予測方式（製品の種類と量に関する予測技術）、生産計

画方式（工場や個別生産システムにおける生産量の計画技術）、生産指示方式（生産情報の移転技術）、生産実施

方式（ライン生産、ロット生産、ジョブショップ生産などの各生産形態の設計、運用技術）、進捗管理方式（計画スケ

ジュール実現技術）及びそれらの自動化，情報化、性能改善に関わるより深い問題を中心に扱う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

片山 博 (kata@kata.mgmt.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 595/668 ページ



科目名付クラス名 施設・ロジスティクス設計研究

科目キー 360218R017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉本 一穂

年度

授業概要 Facilities Planning (B. Tompkin) 及び海外・国内の施設計画・SCMに関する学会論文をテキスト・検討対象として

「施設・ロジスティクス設計」に関する最新の情報を収集。新たなアルゴリズム開発のヒントを得る。また、博士論文

作成の準備、研究指導を行なう。

修士、博士論文作成対象者の検討会を兼ねたディスカッションも行う

シラバス (1)この研究指導は、主に次の３つの部分より成り立っている。

(1)論文輪読 解説

(2)技法の理解 実際のデータへの適用

(3)研究論文への導入

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

吉本 一穂 (kazuho@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 596/668 ページ



科目名付クラス名 人間生活工学研究

科目キー 360218R020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松原 明哲

年度

授業概要 経営システム工学分野における人的要素の要素特性の解明と記述、及び、それに基づくシステム設計方法論の研

究開発を行う。具体的には、人間の自然な行動のモデル化を行い、主に以下の領域について具体的な展開検討を

行う。

１．ヒューマンエラー防止等安全向上のためのヒューマンファクターズの方法論

２．技能継承、技術教育等の産業教育方法論

３．ユーザビリティ、ユニバーサルデザインなど、生活者視点における製品設計

４. 情報デザインなど情報環境設計

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 輪講での発表、演習評価、討論による。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 597/668 ページ



科目名付クラス名 応用確率過程研究

科目キー 360218R050

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 逆瀬川 浩孝

年度

授業概要 経営システム工学分野での確率モデルおよび確率過程モデルについて、より専門的な研究を行う。具体的には、マ

ルコフモデル、待ち行列モデル、シミュレーションモデルなどに関して方法論的な研究と、実際の状況で現れる確率

現象をモデル化し、問題解決を模索する実証研究がある。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

逆瀬川 浩孝 (sakas@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 598/668 ページ



科目名付クラス名 システム論研究

科目キー 360218R051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 真吾

年度

授業概要 システムに関わるソフトからハードまでの領域を含んだ，総合的なシステム論の研究を行う。とくに，組織，社会，経

営等を対象とした，自律的意思決定主体をその本質的サブシステムとする複雑なシステムの適応に関する理論的，

計算論的研究，およびその社会的応用研究を行う。社会的応用研究としては，科学技術政策評価システム，参加型

政策形成支援システム，組織学習等の領域を扱う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

高橋 真吾 (shingo@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 599/668 ページ



科目名付クラス名 統計科学研究

科目キー 360218R052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 靖

年度

授業概要 多変量解析法・実験計画法・統計的決定理論の分野において数理的な側面と計算機を用いた側面から研究を行

う。特に、数学的な最適性と応用上の有益性・簡便性を重視して研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 600/668 ページ



科目名付クラス名 情報数理応用研究

科目キー 360218R053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 平澤 茂一

年度

授業概要 情報数理を用いて情報システムの最適設計を行う問題を取り扱う．まず，情報理論とその応用に関する研究を行な

う。情報の高信頼化・圧縮・保護など情報そのものの性質を対象とする他，フォールトトレラントコンピューティング，

情報検索システムなどへの応用を図る。また，情報システム，特に知的情報処理システム実現のための数理応用，

ならびに方式開発の研究を行なう。不確実な知識の処理，機械学習，データマイニング・テキストマイニングなどを

取り上げる。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

平澤 茂一 (hirasawa@hirasa.mgmt.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 601/668 ページ



科目名付クラス名 知識情報処理研究

科目キー 360218R054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松嶋 敏泰

年度

授業概要 人間の高度で複雑な情報処理機能の要素である記憶，学習，演繹等について情報及び数理的立場から研究を行

う。経営工学において人間も含む複雑な系に対する様々な決定，判断は重要な研究課題であり，それらの問題にた

いして様々な応用を踏まえた基礎研究を中心に行っていく。狭義の人工知能分野だけでなく，情報システムや通信

システムをはじめ様々な応用分野を対象とし，情報理論，統計的決定理論，数理論理学，計算理論，制御理論等の

幅広い基礎理論に関連した研究を行っていく。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

松嶋 敏泰 (toshi@matsu.mgmt.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 602/668 ページ



科目名付クラス名 オペレーションズリサーチ研究

科目キー 360218R055

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 森戸 晋 今泉 淳

年度

授業概要 組合せ最適化を中心とする数理計画法，スケジューリング，離散型シミュレーション等の理論を研究し，それらの技

法の適用対象として，主としてロジスティクスやスケジューリングにおける応用分野を開拓し，解法の開発，開発され

た解法の評価，実用上の問題点の検討を行う。

とくに，ラグランジュ緩和法や列生成法，メタ解法の研究を進め，また，最適化技法と離散型シミュレーションとの併

用方法も研究する。さらに，具体的な応用事例に対して最適化技法やシミュレーションが問題解決にいかなる情報

を提供できるかを明らかにする。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

森戸 晋 (morito@morito.mgmt.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 603/668 ページ



科目名付クラス名 比較建築史方法研究

科目キー 360219S010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中川 武

年度

授業概要 建築史学的方法の探求としての建築の歴史概念の創造を目標とし、これまでの成果の学習をもとに、さらに考察を

深める。比較建築史という視点によって建築の世界を総合的に把握する高い能力の開発を目標とする。

シラバス 指導教授の指示に従う

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

中川 武 (nakag@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 604/668 ページ



科目名付クラス名 建築社会論研究

科目キー 360219S011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 修武

年度

授業概要 さまざまな社会・文化的状況に対して、建築がどのような関係性をもってきたかを、古今の事例を通して考察し、現代

の建築がどのような状況に置かれているのかを、歴史的な視座のもとに研究する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

石山 修武 (ishiyamalab@ishiyama.arch.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 605/668 ページ



科目名付クラス名 建築空間論研究

科目キー 360219S012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 古谷 誠章

年度

授業概要 人間と建築、建築と都市、都市と自然環境の関係の中に、人間の生活空間がいかに築かれるべきか、風土に学

び、過去の事例に学びながら、新しい建築の創造を目指して、様々な空間デザイン手法の研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 606/668 ページ



科目名付クラス名 建築意匠論研究

科目キー 360219S013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 入江 正之

年度

授業概要 近代の建築家たちの人と作品、また建築の近代化の過程におけるスペイン・カタロニアのＡ・ガウディや同時代の建

築家たちの創作態度に関する研究に依拠しながら、建築各種施設のデザイン研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 607/668 ページ



科目名付クラス名 建築情報論研究

科目キー 360219S014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡辺 仁史

年度

授業概要 建築空間を利用する人間の行動モデルの研究および設計への情報システム利用の研究を中心とし，単に施設の使

われ方を調査するだけでなく，それを設計にフィードバックするための理論を追求する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

渡辺 仁史 (hitoshi@arch.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 608/668 ページ



科目名付クラス名 都市設計・計画研究

科目キー 360219S015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 滋

年度

授業概要 現代都市の複雑な都市現象を明確に捉え，それに対応した一連の流れとしての現代の都市設計・計画の方法論を

研究する。特に独自の地域性，社会性を背景に都市は社会的・空間的に組み立てられており，その実態の解明を，

自ら対象と行動をともにしながら調査研究を進めるアクション・リサーチの研究方法を重視する。市民との協働によ

る場所の資源の掘り起こしから，設計計画に至る一連のプロセスを支援する技術と方法論を研究・開発する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 609/668 ページ



科目名付クラス名 景観・地域デザイン研究

科目キー 360219S016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 春彦

年度

授業概要 自治体あるいは市民参画の共同作業をふまえた、景観・地域デザインに関する複数にのぼる実践的研究成果をも

とに、普遍的な計画・設計技術と計画論を備えた、自立した研究者、プランナー、ないしは、設計者を育成する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 610/668 ページ



科目名付クラス名 建築技術史・表現史研究

科目キー 360219S019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中谷 礼仁

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 611/668 ページ



科目名付クラス名 都市環境研究

科目キー 360219S051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾島 俊雄

年度

授業概要 建築・都市・社会システムのあり方とその実態を研究することで，特に問題が顕著化してきた地球環境問題から考え

た都市の環境問題を学ぶ。博士論文作成のための研究指導を行う。学術雑誌などへの投稿に関しても指導する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

尾島 俊雄 (toshio@ojima.arch.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 612/668 ページ



科目名付クラス名 建築防災研究

科目キー 360219S052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷見 雄二

年度

授業概要 建築防災工学に関する博士論文作成のための研究指導を行う。国際会議での論文発表、英文・和文での学術雑誌

への投稿を指導する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 613/668 ページ



科目名付クラス名 建築環境研究

科目キー 360219S054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田邉 新一

年度

授業概要 建築環境学に関する博士論文作成のための研究指導を行う。国際会議での論文発表、英文・和文での学術雑誌へ

の投稿を指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

田邉 新一 (tanabe@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 614/668 ページ



科目名付クラス名 建築構造設計研究

科目キー 360219S056

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 曽田 五月也

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 615/668 ページ



科目名付クラス名 応答制御構造研究

科目キー 360219S057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西谷 章

年度

授業概要 構造工学、地震工学、動的システム論、システム制御論、不規則振動論を応用、融合した応答制御構造システムの

設計と性能評価に関する博士論文作成のための研究指導を行う。国際会議での英語によるプレゼンテーションの

指導、学術雑誌のための英語論文を含む論文作成指導も行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 616/668 ページ



科目名付クラス名 建築生産研究

科目キー 360219S058

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 嘉納 成男

年度

授業概要 建築物を建設する上で必要になる技術及びマネジメント的な問題について研究を行う。先ず建設活動の基盤となる

産業の仕組みを研究するとともに、その発注・受注をめぐるマネジメント問題、さらには建設過程において必要となる

各種の計画・管理手法について研究を行う。また、建設をより適正に且つ効率的に実施するために、生産性の改

善、安全・環境・資源・廃棄物の問題について研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書 各自の研究テーマに従って、グループ及び個別にゼミを行う。

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

嘉納 成男 (kano@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 617/668 ページ



科目名付クラス名 建築構法研究

科目キー 360219S059

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 幸夫

年度

授業概要 建築構法計画にかかわるテーマを設定し、研究を行う。主なものとして、ます建築性能に関するものがあるが、なか

でも特に建築寿命、耐用性、耐久性に関するものをこれまで重視してきた。また建築のライフサイクルマネジメントあ

るいは維持管理に関するものについても今後は重点的に扱う。研究方法としては、内外の基本的な文献調査のほ

か、アンケート調査や基礎資料の統計的分析、および実例分析を中心とする。

シラバス 各自のテーマに応じて、ゼミで発表を行なわせる。また研究の進め方などについて、適宜指導を行なうこととする。

副題

教科書 なし

参考文献 適宜指示する。

評価方法 ゼミへの出席およびゼミにおける発表内容により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 618/668 ページ



科目名付クラス名 地震工学研究

科目キー 360219S063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 眞

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 619/668 ページ



科目名付クラス名 電力システム研究

科目キー 360220T010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩本 伸一

年度

授業概要 電力システムの解析，制御，運用手法の研究を行なう。現在用いられている技術の改善と将来用いられるであろう

技術の開発に主眼を置く。数値解析，システム工学等の適用も，具体的な電力システムを用いて考慮する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

岩本 伸一 (iwamoto@mse.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 620/668 ページ



科目名付クラス名 超電導応用研究

科目キー 360220T011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 敦士

年度

授業概要 本講義の主な対象となる超電導応用の分野は、電力、輸送などのエネルギー・パワー分野である。医療診断用MRI

に用いられている超電導マグネットのように広く普及した応用もあるが、現状では、研究・開発段階にあるものが多

い。本講義では、まず、超電導応用機器開発の現状を紹介した後、最先端の超電導線材プロセスについて解説す

る。その後、応用の基本である超電導マグネットを中心に、実用化に際し最も重要となる「安定化技術」について詳

述する。線材プロセスについては、和泉輝郎非常勤講師（超電導工学研究所）が担当する。

シラバス (1)・４月１１日（石山）

1：超電導応用機器の研究開発の現状

・４月１８日（石山）

２：超電導現象の基礎理論 （ロンドン方程式程度まで）

・４月２５日（和泉）

３：超電導材料（材料特性及びプロセス概要）

・５月９日（和泉）

４：材料プロセス工学基礎 I（結晶成長伝熱）

・５月１６日（和泉）

５：材料プロセス工学基礎 II (溶質再分配）

・５月２３日（和泉）

６：材料プロセス工学基礎 III (核生成、結晶成長論）

・５月３０日（和泉）

７：超電導バルク及び電流リード作製プロセス（方向凝固法）

・６月６日（和泉）

８：超電導線材作製プロセス及びその特性

・６月１３日（石山）

９：超電導マグネット技術 I（超電導マグネットの設計法）

・６月２０日（石山）

10：超電導マグネット技術 II（熱的不安定性）

・６月２７日（石山）

11：超電導マグネット技術 III（安定化評価基準・技術）

・７月４日（石山）

12：超電導マグネット技術 IV（電磁現象）

・７月１１日（石山）

13：超電導マグネット技術V（高流損失）

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考 【担当教員連絡先等】

石山 敦士 (atsushi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 621/668 ページ



科目名付クラス名 固体電子工学研究

科目キー 360220T012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇

年度

授業概要 新しい電子デバイス機能をめざした電子材料、および固体内電子の動的現象の研究を目的とする。具体的には、

(1)銅酸化物超伝導体の電子構造、(2)層状構造物質の電荷密度波の電子状態、(3)高機能熱電変換材料の探索、

(4)希薄磁性半導体および強磁性微粒子の磁気抵抗効果、(5)CVDによるZnS/Siヘテロ接合、を主テーマとしてい

る。各人が、適度な独立性と関連性を有する各自のテーマをもって研究を行う。

シラバス 研究室の毎週のゼミにおいて、研究の進捗状況をプレゼンテーションして、討論する。研究成果を学会で発表し、学

術誌に発表する。

副題

教科書 各種原著論文。

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点・(研究成果の論文発表。)

備考 自身の研究のみでなく、研究室の修士課程および学部４年次生の指導も心がける。

【担当教員連絡先等】

尾崎 肇 (ozaki@ozaki.elec.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 622/668 ページ



科目名付クラス名 誘電体材料研究

科目キー 360220T013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大木 義路

年度

授業概要 「誘電体」は禁制帯幅の広い物質であり「光の時代」にとってきわめて重要であると同時に、絶縁材料としていつの

時代にも重要な材料である。本研究では、光ファイバ、光導波路、フォトニッククリスタル、電力用高分子絶縁材料

(特に生分解性高分子、高分子ナノコン)、非晶質誘電体を対象に、基礎的電気電子物性、光物性について研究を行

う。特に、高電界やレーザ光、イオン、放射線などの照射下での電子の挙動の解明や、そこで生じる現象を応用した

デバイス開発を目的とした研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

大木 義路 (yohki@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 623/668 ページ



科目名付クラス名 フォトニクスA研究

科目キー 360220T014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 勇

年度

授業概要 本研究は高周波から光波に至る領域の電波（主として光波）と物質との相互作用の理論的解明とその各種の応用

について研究する。その１は光子工学（フォトニクス），すなわち各種のレーザ，光量子電子工学，電気磁気光学，光

ＩＣ，光通信，光コンピュータなどのレーザ応用であり，その２は前述の応用を広げるための新材料，すなわち光子材

料の作製法の研究であり，ここでは主として，当研究室で研究開発してきたマイクロ波プラズマＣＶＤ装置を用いて，

半導体，金属，誘電体，アモルファス，高分子材料などの光子材料としての各種薄膜の作製法の研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 624/668 ページ



科目名付クラス名 フォトニクスB研究

科目キー 360220T015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇高 勝之

年度

授業概要 フォトニクスを基礎学問分野として、半導体レーザ、光スイッチ、半導体非線形素子などの新規半導体フォトニックデ

バイスや非線形半導体材料としての半導体量子構造や光機能材料の開発を設計から基礎評価・作製まで一貫した

研究を行う。さらにフォトニックネットワークへの適用を念頭に、光集積スイッチングデバイス・システム応用の研究を

行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

宇高 勝之 (utaka@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 625/668 ページ



科目名付クラス名 コンピュータ援用電磁工学研究

科目キー 360220T016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 種々の電磁応用機器とその制御に関するシステム全体としての最適化を研究テーマとする。特に、電磁現象の数値

解析などに代表されるCAE（Computer Aided Engineering）技術を駆使し、さらにパワーエレクトロニクスに基づくエネ

ルギー変換・機器の駆動制御技術も含め、電磁現象の工学的応用・新規適用分野の開拓に関して総合的に研究を

おこなう。具体的な研究対象は、回転機、磁気浮上列車、エネルギー貯蔵装置、電磁誘導加熱装置などをはじめ電

磁現象に基づく機器全般にわたり、特に次世代に向けての資源・環境・福祉医療問題を考慮し、電気自動車、太陽

光／風力／波力発電システム、磁気シールド、医療関連機器なども取り上げる。また機器関連以外に、生体におけ

る電磁現象として、音圧の大きさを毛の曲がりに反映させて電圧を発生する聴器有毛細胞のトランスダクション機構

や、心筋細胞における興奮伝播現象の解明にも取り組む。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 626/668 ページ



科目名付クラス名 学習型信号・情報処理システム研究

科目キー 360220T017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松本 隆

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 627/668 ページ



科目名付クラス名 アドバンス制御研究

科目キー 360220T018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 亮

年度

授業概要 ロボット，航空機，スペースヴィークル，船舶等に代表される実際のシステムには，数理モデルとして厳密に記述す

ることが困難な部分（不確かさ）が常に存在する。本研究では，このような不確かさを有する実際のシステムをより良

く制御することを目的に，モデリング，数理的制御理論，およびそれらの応用という三つの観点から研究をおこない，

新しい制御工学の実現を目指す。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

渡邊 亮 (ryo_watanabe@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 628/668 ページ



科目名付クラス名 インテリジェント制御研究

科目キー 360220T019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 健康

年度

授業概要 情報は制御するために収集・処理され、制御は情報に基づいてなされるという観点から、制御の方法論とその応用

を研究する。より具体的な研究課題は、確かなモデル・不確かなモデル、大域的モデル・局所的モデル、むだ時間を

含むモデルなどの制御対象のモデリングにおける情報処理法、それらのモデルとオンライン情報に基づく最適化制

御、予測制御、ゲーム理論的制御、適応制御、学習制御などの制御法である。実システムにおける具体的な制御問

題の解決とそこで生まれる情報処理・制御手法の普遍化が研究の両輪である。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

内田 健康 (kuchida@uchi.elec.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 629/668 ページ



科目名付クラス名 情報学習システム研究

科目キー 360220T020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村田 昇

年度

授業概要 データに内在する構造や性質を捉えることを目的とする「学習」を統計的・幾何学的に取り扱うことによって基本的・

普遍的な特性を調べるとともに，その工学的応用を研究する。

テーマは

１ on-line学習の統計的解析とその改良

２ 学習機械の構造の最適化（model選択，pruning，growingなど）

３ 集団学習による非大域的な学習法とその応用

４ 適応的に学習則を獲得する高次学習とその応用

５ 独立成分分析とその応用

６ 生体計測信号処理（脳波，脳磁図，筋電など）

等である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 630/668 ページ



科目名付クラス名 神経薬理研究

科目キー 360220T022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 重信

年度

授業概要 脳機能の解明は現在残されたフロンティアな研究部門である。我々は精神―神経―薬理という流れで、研究に取り

組んでいる。精神分裂病の研究がクロルプロマジンの発見によって格段に進んだように、脳機能解明に薬という武

器を積極的に用いる戦術である。我々は現在以下の研究項目について研究を進めている。（１）サーカディアンリズ

ム機構の分子基盤から行動表現へいたる仕組みの解明（２）体内時計と生活習慣病の関連性の研究（３）時刻認知

学習機構の解明（４）うつ病、不安のモデル動物の開発（５）精神異常誘発物質の作用機構解明。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 631/668 ページ



科目名付クラス名 神経化学研究

科目キー 360220T024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 宏子

年度

授業概要 神経細胞が刺激を受けた後には様々な反応が起こるので、そうした反応を生化学的に分析する。主に、プロテイン

キナーゼによるタンパク質リン酸化は重要な役割を担っていることが分っているので、どのような刺激によりどういっ

たタンパク質がリン酸化されるかを二次元電気泳動で解析する。また、刺激受容後、新たなタンパク質間の相互作

用が見られるようになると考えられるので、これを抗体を利用して解析する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 632/668 ページ



科目名付クラス名 構造生物学研究

科目キー 360220T025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 胡桃坂 仁志

年度

授業概要 構造生物学を基本学問分野として、生命現象の根幹であるゲノムDNA(染色体DNA)の複製や修復、遺伝子発現調

節などのDNA機能発現の分子機構に関する一貫した研究を行う。また、染色体DNA安定維持に重要なDNA組換え

修復機構のメカニズムに関する研究を、DNA組換え修復装置および染色体自身の構造・機能解析を通して行い、遺

伝情報を担うゲノムDNAの安定維持機構を理解する。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 633/668 ページ



科目名付クラス名 光物性工学研究

科目キー 360220T026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之

年度

授業概要 静的ならびに超高速分光法の、固体物理学分野のみならず生命科学の基礎的分野や臨床医療分野への応用に関

する研究・開発を行う。例えば、生命科学の基礎分野においては、既存の蛍光相関分光法にまったく新しい検出法

を組み合わせることによって同時に多くのタンパク質間相互作用を調べることのできる多色蛍光相関分光法に関す

る研究・開発を行う。臨床医療分野では、病変細胞・組織と正常なそれらの間にある分子レベルでの差異が分子振

動スペクトルに反映されることを利用して、分光学的に病変の有無のみならず病態の程度をも知りうる分子振動に

よる分光診断法の研究・開発、さらに低侵襲手術法として、波長選択性を保持しつつも超短パルスと呼べる特徴を

有するレーザーを用いて分子振動を共鳴励起することにより病変分子のみを切断する方法の原理に関する研究や

装置開発も行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

宗田 孝之 (takayuki.sota@eb.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 634/668 ページ



科目名付クラス名 半導体工学研究

科目キー 360220T030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 635/668 ページ



科目名付クラス名 知覚情報システム研究

科目キー 360221U012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 哲則

年度

授業概要 人間の知覚を伴う情報処理機能を持つ機械システムの実現に向けて，その基礎となる情報理論，人工知能，認知

科学等の理論研究を行うとともに，実システムの製作を行う。応用対象としては，音声理解，画像理解等を中心とし

たヒューマンインタフェースシステムを取り上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 636/668 ページ



科目名付クラス名 情報生成システム研究

科目キー 360221U014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 誉田 雅彰

年度

授業概要 人間による情報生成処理機能の解明とその機械システム実現を目指して．情報生成処理の計算モデルに関する研

究を行う．対象としては、音声と運動に関する情報生成系、知覚と生成の統合した情報生成系などを取り上げる

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 637/668 ページ



科目名付クラス名 画像情報研究

科目キー 360221U021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 甲藤 二郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 638/668 ページ



科目名付クラス名 ワイヤレスコミュニケーション研究

科目キー 360221U022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高畑 文雄

年度

授業概要 陸上移動通信、衛星通信、ディジタル放送などを中心とした各種無線情報通信（ワイヤレスコミュニケーション）ネット

ワークに関して、システム構成、ネットワーク制御、ディジタル無線伝送技術、電波伝搬特性の解析など、基盤技術

の確立に向けて研究する。研究項目の具体例として、熱雑音やフェージング環境下を対象とした、直交周波数分割

多重方式、周波数拡散通信方式、誤り訂正技術、ダイバーシチ技術、モバイルインターネットなどから構成される次

世代移動通信システムの開発、周回衛星通信システムにおける衛星配置や回線割当てに関する最適化アルゴリズ

ムの開発、電波干渉などの電波伝搬特性に関する解析、アドホックネットワークを対象としたルーティングアルゴリズ

ムの開発などが挙げられる。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

高畑 文雄 (fu@takahata.comm.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 639/668 ページ



科目名付クラス名 情報ネットワークシステム研究

科目キー 360221U023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 尚久

年度

授業概要 情報ネットワークにおけるセキュリティ、通信品質の観点から、ユーザと端末間ならびに端末とネットワーク間のイン

タフェース技術の基礎と応用に関する研究を行なう。特に、エレクトリックコマース、情報配信等のサービスを提供す

るネットワークシステムの機能と構成を念頭に置き、必要とされるユーザインタフェースとネットワークインタフェース

に関する考察を進める。ここで、研究テーマの設定と位置付けを明確にし、かつ世界的なレベルでの新規性を常に

意識した研究を推進せしめる。国内はもとより国外での研究発表を通じて、研究成果の信頼性と有効性を評価でき

るとともに専門領域に関する議論に対応できる能力を養う。また、他大学、企業等との共同研究体制における責任

の一端を担うことにより、広い視野に立った研究推進ととりまとめの能力、ならびに研究指導能力を養う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

小松 尚久 (komatsu@kom.comm.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 640/668 ページ



科目名付クラス名 情報システム工学研究

科目キー 360221U024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 滋樹

年度

授業概要 情報システム，特にインターネットに代表されるコンピュータネットワークの新しい応用を探り，動作を解析し，さらに

障害を未然に防ぐ技術を研究する。この科目では博士課程後期を意識し，学会等の対外発表、学内外の関連プロ

ジェクトとの共同研究についても積極的に行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

後藤 滋樹 (goto@goto.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 641/668 ページ



科目名付クラス名 情報数理工学研究

科目キー 360221U030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大石 進一

年度

授業概要 情報通信工学の問題の本質をなす数理的な構造を抽出し，問題解決を行うための情報システム構築を行うことを目

標に研究を行う。現在は，精度保証付き数値計算の理論と応用，そのためのソフトウエア，浮動小数点数標準規格

の構築，精度保証附き数値計算による計算機援用証明のためのソフトウエアシステムの構築，可積分系の理論に

基づく高性能アルゴリズムの構築，カオス系を含む数理的問の計算機援用証明，並列分散数値計算システムの構

築などが主要なテーマである。これらのテーマについて博士論文作成を念頭に置きつつ，研究指導を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

大石 進一 (oishi@oishi.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 642/668 ページ



科目名付クラス名 環境量子情報機構研究

科目キー 360221U032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 入江 克

年度

授業概要 新パラダイム計算機構一般についての博士レベルでの研究を行う。確率量子アルゴリズム・シミュレータの開発。そ

れを用いた環境電磁界下の生殖細胞の確率的運動過程・発生過程の分析が中心課題である。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

入江 克 (irie@elec.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 643/668 ページ



科目名付クラス名 並列知識情報処理研究

科目キー 360221U033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上田 和紀

年度

授業概要 並行・並列・分散処理、知識情報処理、インタラクティブ・システム、およびそれらに関わるプログラミング言語とプロ

グラミングの根幹技術の理論的・実践的研究。単体計算機を前提とした20世紀的な情報処理パラダイムから脱却

し、21世紀の情報環境を活かした高度なソフトウェアの構築方法論の確立を目指す。開拓的な研究および外部との

研究交流を重視し、自立した研究者に必要な専門知識、問題発見能力、問題解決能力、方法論などを身につける。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

上田 和紀 (ueda@ueda.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 644/668 ページ



科目名付クラス名 計算知能研究

科目キー 360221U034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松山 泰男

年度

授業概要 計算知能（Computational Intelligence）一般についての博士レベルでの研究を行う。手法としては，データに基づく記

号処理的学習アルゴリズムと非記号処理的学習アルゴリズム（コネクショニズム的，パターン情報処理的学習）の両

者を用いる。それらの設計，統合，応用に向けて，知的で高度な知能（エージェント）の実現を目指す．ソフトウェアに

よる実現のみに限らず，ハードウェア化も視野に入れて研究を進める。研究成果を学外で発表できるようなレベルに

達することが重要な目標となる。

シラバス 各自のテーマに対応した文献を指示する．

履修者はその理解を深め，独自の調査を行って発表する．

副題

教科書 各自のテーマに対応した文献を指示する．

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考 【担当教員連絡先等】

松山 泰男 (yasuo2@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 645/668 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア開発工学研究

科目キー 360221U042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 深澤 良彰

年度

授業概要 高信頼性ソフトウェアを効率的に開発するための方法論、ソフトウェアツールなどについての研究を行なう。これを実

現するためのキーワードは自動生成と再利用であるという前提のもとに、オブジェクト指向などの概念を採り入れ

る。また、このための方策として、ハードウェアの設計との双対性、コンパイラなどのすでに内部のアーキテクチャが

明確化されているソフトウェアなどからの知見を積極的に活用していく。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

深澤 良彰 (fukazawa@fuka.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 646/668 ページ



科目名付クラス名 情報構造研究

科目キー 360221U050

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 洋一

年度

授業概要 P2P技術などに基づき、ネットワークを如何に新しい「ヒューマンコミュニティ」の形成に資するかという観点からの研

究を進める。これまでのサーバ＆PCベースでデータベースアクセスが中心であった受動的なネットワークから、セン

サーなどが接続されてそれらから収集された情報がリアルタイムで処理されることにより、実世界とインタラクティブ

に係わり合える能動的なネットワークへと、インターネットを変貌させることを目指す。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

村岡 洋一 (muraoka@muraoka.info.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 647/668 ページ



科目名付クラス名 分散システム研究

科目キー 360221U051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 達夫

年度

授業概要 将来の分散システムでは,様々なコンピュータが我々の環境に埋め込まれ我々の生活を拡張することを可能とする。

そのような環境を実現するためには大量の数のコンピュータ間の協調を必要とする。本研究では,膨大な数のコン

ピュータの協調を可能とするための分散アルゴリズムとそのアルゴリズムを実現するミドルウエアの構築に関する研

究をおこなう。また,将来の複雑な分散環境を実現するためのシステムの構築法に関する研究もおこなう。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

中島 達夫 (tatsuo@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 648/668 ページ



科目名付クラス名 アドバンスト・コンピューティング・システム研究

科目キー 360221U052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 笠原 博徳

年度

授業概要 並列・分散処理コンピュータアーキテクチャ，並列・分散処理ソフトウェア及びそれらの応用に関する世界最先端の

研究を行うことを目標とする。具体的には，今後のプロセッサアーキテクチャの主流となると考えられるチップマルチ

プロセッサ、それをベースとした超高性能コンピュータ（スーパーコンピュータ），ハードウェアの能力を最大限に引き

出しさらに簡単に高性能コンピュータを使いこなせるようにする自動並列コンパイラ，並列コンピュータをネットワーク

接続したクラスタコンピューティング及びグローバルコンピューティング等の並列分散コンピューティングまでのキー

テクノロジーとなるスケジューリング・アルゴリズム，アーキテクチャとソフトウェアの協調及びVLSIシミュレーション・

バイオインフォマティクスなど各種応用技術について研究する。

シラバス

副題

教科書 最先端の学術論文、出版物、来学海外研究者の講演資料等

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

笠原 博徳 (kasahara@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 649/668 ページ



科目名付クラス名 並列・分散アーキテクチャ研究

科目キー 360221U053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山名 早人

年度

授業概要 並列・分散アーキテクチャ研究として、最先端の並列処理コンピュータ、分散処理コンピュータ、及びこれらのコン

ピュータ上で動作するアプリケーションの高速化・高度化に関する研究を展開する。研究実施にあたっては、内外の

研究開発動向の調査を踏まえ、具体的な複数のアプリケーション（情報検索、データマイニング、バイオインフォマ

ティクスなど）を取りあげた上で、処理性能の高速化・高度化のための、問題点の抽出、方法論の開発、実証実験、

評価を行う。以上を通して、並列・分散処理における新知見創造のための応用能力を練成する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 査読付論文２本(IPSJ、IEICE等)以上、その他国際会議での発表数回が必須。

【担当教員連絡先等】

山名 早人 (03-5286-3503)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 650/668 ページ



科目名付クラス名 情報アーキテクチャ研究

科目キー 360221U054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大附 辰夫

年度

授業概要 修士課程の研究テーマを発展させて、基礎的な理論と手法を深く掘り下げると共に具体的な応用に特化した実シス

テムの構築を目指した研究を遂行する。このような観点から新規性のある研究成果を達成することが求められる。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 651/668 ページ



科目名付クラス名 設計解析システム研究

科目キー 360221U055

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生

年度

授業概要 情報通信システムの構成素子であるＬＳＩからコンピュータを結 ぶネットワークまで幅広い範囲からテーマを選び，シ

ステ設計と解析、ならびに、計算機支援設計（CAD: Computer-Aided Design）手法に関して，基礎理論から実践的な

応用までの研究を行う。研究対象となるシステムとしては，画像処理プロセッサ，ネットワークプロセッサ，ＦＰＧＡ，ゲ

ノム解析などが挙げられる。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

柳澤 政生 (myanagi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 652/668 ページ



科目名付クラス名 先端プロセッサ構成研究

科目キー 360221U056

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 木村 啓二

年度

授業概要 携帯電話やゲーム機などの組み込み機器から、スーパーコンピュータまで使用されうる最先端のマイクロプロセッサ

を、そのアーキテクチャ（構成法）とソフトウェアの両面から研究する。より具体的には、プロセッサの全体構成、各構

成要素とその接続方法、低消費電力化、コンパイラやオペレーティングシステムとのインタフェースに関して、包括的

に取り組む。

シラバス

副題

教科書 最新の学術論文・出版物等

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

木村 啓二 (kimura@apal.cs.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 653/668 ページ



科目名付クラス名 情報システム設計研究

科目キー 360221U057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望

年度

授業概要 SoC(システム・オン・チップ)設計から大規模ネットワーク構築に至るまで，広い意味での情報システム設計，情報シ

ステム解析ならびに計算機支援設計(CAD:Computer-Aided Design)に関して，基礎理論から応用設計までを研究す

る．具体的な課題として，画像処理SoCや画像処理プロセッサ，通信処理プロセッサ，リコンフィギャラブルシステ

ム，FPGAなどの設計/解析ならびに設計手法に関する研究，通信プロトコル，移動体通信システム，地図情報処理

システムの設計/解析ならびに設計手法に関する研究などが挙げられる．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 654/668 ページ



科目名付クラス名 分子ナノ工学研究

科目キー 360222V010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌

年度

授業概要 ナノメータスケールの構造体（ナノ構造）を利用する未来の電子デバイスおよびその集積システムに関する研究を行

う。これから取り上げるテーマは，テラビットメモリや超高集積センサシステムなどのためのナノ構造を，ウエハス

ケールで作製する学理と技術であり，具体的には，固体表面のナノスケール改質，原子や分子などの単粒子の動

態制御，自己組織化など，である。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 655/668 ページ



科目名付クラス名 半導体工学研究

科目キー 360222V011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要 半導体同士のヘテロ接合、半導体/誘電体へテロ接合などから形成される低次元電子構造における電子-正孔作

用、スピン相互作用を、文献および各学生が求めた実験的・理論的結果をもとに議論する。これを通して低次元電

子系の理解を深め、ナノテクノロジーへの応用に柔軟に対応でき能力を鍛える。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

堀越 佳治 (horikosi@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 656/668 ページ



科目名付クラス名 ナノデバイス研究

科目キー 360222V012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 川原田 洋

年度

授業概要 ナノデバイスをIT技術のみならず環境およびバイオ技術への応用を念頭に、炭素材料（ダイヤモンド、ナノチューブ）

のナノエレクトロニクス研究を行う。単電子トランジスタ、高いブレークダウン電界や高熱伝導率によるハイパワー高

周波素子、生体適合性と化学修飾性を利用したバイオセンサーの研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

川原田 洋 (kawarada@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 657/668 ページ



科目名付クラス名 マイクロシステム研究

科目キー 360222V013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 庄子 習一

年度

授業概要 集積回路の微細加工技術や精密加工技術などを用いたナノ・マイクロマシーニング技術により，医療，化学／生化

学，情報通信，宇宙開発分野への応用を目的とした高機能なマイクロシステムの開発目指す実践的研究を行う。具

体的には，生体情報計測を目的としたウエアラブルシステムやDNA，タンパク質などの生体物質の分析・合成，ハン

ドリングマイクロシステム，宇宙応用を目的とした超高感度マイクロセンサシステムなどがある。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

庄子 習一 (shojis@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 658/668 ページ



科目名付クラス名 ナノエレクトロニクス研究

科目キー 360222V014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 和田 恭雄

年度

授業概要 今後１０-２０年の社会を見通すと、エレクトロニクス、物理、化学、バイオ、機械等の領域が融合した、ナノエレクトロ

ニクスというマルチディシプリナリーな領域が研究開発の中心になることが予想され、これを担う広い視野を持った

人材を育成する。具体的には、ナノエレクトロニクスが支える情報技術を構成する、情報処理、情報蓄積、情報伝達

の全ての領域で、ペタ（Ｐ：１０１５）ＦＬＯＰＳ、Ｐ-ＢＹＴＥ、Ｐ-ＢＰＳの時代になることが予想され、これを実現可能な性

能を有する新規なナノスケール情報デバイスに関連した技術を中心に関連領域を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 659/668 ページ



科目名付クラス名 計算機実験学研究

科目キー 360222V015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邉 孝信

年度

授業概要 ナノスケールの構造体およびその加工プロセスで起こる反応を、理論計算手法により原子・分子レベルで解明する

研究を指導する。未知の構造や現象を理解し予測するための理想化された新たな実験手法として計算機実験学を

位置づけ、この理念の下で、半導体電子材料、生体分子を含む有機物質、あるいはそれらの複合材料における未

解明現象の理論計算研究に取り組む。研究を通じて、分子動力学法、量子化学計算法、モンテカルロ法など様々な

分子シミュレーション手法の原理と実践的活用法を指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 660/668 ページ



科目名付クラス名 ナノプロセス工学研究

科目キー 360222V016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷井 孝至

年度

授業概要 ナノスケールの新機能デバイスを開発する研究を行う。具体的には、機能性有機分子または生体分子と固体表面と

の界面において、ナノスケールの構造形成、化学的性質の制御、および、ナノ構造体が発現する電気的／光学的

特性を統合することにより、バイオミメティックデバイス、有機分子メモリ、次世代一分子イメージング技術などを開発

する。

シラバス 個々の研究の進捗に応じて進める。

副題

教科書 特になし

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 特になし

E-Mail：非公開

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 661/668 ページ



科目名付クラス名 ナノ材料合成化学研究

科目キー 360222V021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 本研究では様々な機能を有するナノ材料の合成，構造研究，物性測定を行う。特にナノスケールでの構造制御を基

本に、無機-有機相互作用を利用したナノ材料の分子設計等の分野を中心に多方面へ展開する。無機層状物質層

間をナノ空間として捉え、有機化合物の導入によるナノ複合材料の合成，無機有機ナノ複合化を活用した新多孔質

材料の開発とナノポアの孔径の制御，有機分子集合能を生かした無機有機ナノ組織体の合成，ケイ酸塩を基礎とし

たナノ化学等の研究を行う。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 【担当教員連絡先等】

黒田 一幸 (kuroda@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 662/668 ページ



科目名付クラス名 ナノ機能表面化学研究

科目キー 360222V022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 固体／液体界面(電気化学系)という特異な反応場に着目し，その特徴を詳細に解析・理解すると共に，それを十分

に生かした種々の高機能表面，薄膜，さらにナノ構造体の設計・創製を行える高度な工学的能力の涵養を目的に研

究指導を行う．特に，ウェットデバイスプロセスにおけるシリコン表面反応素過程の解析，固液界面における金属複

合ナノ構造体形成反応素過程の解析とモデル化，新規マイクロ・ナノファブリケーションプロセスおよび機能デバイ

ス・マイクロ化学システムの開発，などを主要な研究課題とする．また国際的視野を持った研究者としての素養を身

につけることにも重点を置く．

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 663/668 ページ



科目名付クラス名 ナノ電気化学研究

科目キー 360222V024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 門間 聰之

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 664/668 ページ



科目名付クラス名 表面ナノ物理学研究

科目キー 360222V031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平

年度

授業概要 表面物性の実験的の基礎技術である真空技術，電子分光，電子回析，トンネル分光等の測定技術を習得する。更

に，これらの手法を用いて固体表面の素励起現象（フォノン，プラズモン）を解明する。極高真空での新現象の発見

及び，超コヒーレント電子ビーム実現のための基礎研究も行う。新しい機能をもつ炭素系およびＢＮ系の超薄膜を作

製して，その物性を調べる。

本研究は表面物性演習ＡおよびＢを必修として，原則として２年に渡って履修することとする。

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 665/668 ページ



科目名付クラス名 半導体量子物理研究

科目キー 360222V032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳

年度

授業概要 半導体量子構造中の超高速物理現象の解明を進めるとともに，半導体デバイスへの工学応用のための制御方法

を実験的に研究する。特に極短光パルスを計測手段として用い，キャリアの各種の超高速緩和現象，発光過程，ト

ンネル効果，スピン緩和過程などの解明とデバイス応用を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 666/668 ページ



科目名付クラス名 ナノキラル科学研究

科目キー 360222V033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 朝日 透

年度

授業概要 ナノキラル科学の立場に基づき，ヘリカル構造を有した誘電体，磁性体，半導体などの無機キラル物質，及びタンパ

ク質，アミノ酸などの有機キラル物質の光学的性質，電磁気的性質，化学的性質をナノ材料の機能として利用する

研究を指導する．物理学，化学，生物学に関与する固体のキラリティの発現機構を解明するために必須となる基礎

知識ならびに実験技術を習得する．

シラバス (1)--

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 667/668 ページ



科目名付クラス名 ナノ構造理論解析研究

科目キー 360222V034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 塚田 捷

年度

授業概要 -

シラバス (1)-

副題

教科書

参考文献

評価方法 -

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 668/668 ページ


